



















































































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「ようやく二人っきりになれたわね、雅まさ継つぐくん」




　そこは真っ暗な密室だった。

　畳半畳もあるかも怪しい非常に狭い所、本来であれば一人入るのが限界とも言えるその場所に、俺と北ほう条じようはいた。

「いや……まあ二人っきりと言えばそうなんだが……何というかその……」

　二人の距離はゼロに等しく、何なら北条の豊満な部分に関しては少し、かなり、大分当たっている気がする。

　しかし北条はそんなことはお構いなしなのか、あろうことかその足を半歩も進め俺との距離が完全にゼロになるまで接近を試みようとする。

「いや……ちょっと……近っ」

「こんなに狭いのだから近いのは当たり前じゃない、それに少しひんやりしていて寒い……もっとくっついて温め合うのが定石だと思うの」

「ひんやりしてるのは壁がステンレス製だからであってだ──むぐうっ！」

　だがそんなことはどうでもいいと言わんばかりに北条は更に身体からだを前へと押し出し、中腰になった俺の顔は殆ほとんど豊満な何かに包み込まれ、声が出せなくなる。

「あら、雅継くんったら……そうしたかったならいつでもして上げるのに……」

「ち、違っ……どう考えても今のはお前が──はぷうっ！」

　最も早はや当たっているでも、当てているでもなく、完全かつ検証可能で不可逆的に当てられていると言ってもいい程の波状攻撃に俺は段々と意識が朦もう朧ろうとなり始める。

　そんな意識の中で目の前にある僅かな隙間から差し込んだ光が北条の顔を照らす。

　明らかに俺とは違う意味でとろけた顔をしており、このままでは俺の魔法使いへの道は完全に断たれてしまうことに危機感を覚え始めていると、止とどめの一撃と言わんばかりにムギューっと抱きしめられ、俺は完全にノックアウトしてしまう。

「ま、待て……」

「やだ……こんな狭い所だから酸素が薄くなっているのかもしれないわ、これは一刻も早く人工呼吸をしないと──雅継くん今助けるから」

「い、いや……ち、ちが──」

　抵抗する気力すら削そがれ、全く身動きが取れない俺に北条はしっかりと俺の頭をホールドすると、その美しい唇を、俺の口へと近づけ始める。

[image: ]

　ま、まずい……この女完全に暴走してやがる……な、何とかしないとこのままじゃ確実にキ、キッス────

「ピピーッ！」

　あとほんの僅かで唇と唇が重なりかけるその瞬間。

　けたたましい笛の音と共に荒々しく扉が開け放たれたかと思うと、降り注ぐ光の中から怖い顔をした虎とら尾おが姿を現し、ぐいっと北条の首根っこを引っ張る。

「はいはい！　一分は経たちましたので罰ゲームは終わりでありますよ！　これ以上の身体的接触は一切認めませぬ！」

「ああん、もう虎尾さんったら、随分と厳しいのね」

　虎尾に強引に引き剝はがされ、ぐいぐいと背中を押されながら俺から遠ざけられる北条は、少し不満そうな顔をしながらそう答える。

「あ、危なかった……」

　嬉うれしいような悲しいような、何とも言えない気持ちになりながらようやく掃除用具入れ兼物置の中から脱出すると、俺はホッとため息をつく。

　──とある日の放課後、現代歴史文学研究会にて。

　暇を持て余し過ぎた俺達は漫画やゲームが揃そろいも揃った部室で、何な故ぜかトランプゲームの王道とも言える大富豪をして遊んでいた。

　そこで北条が最下位の人は一位の人が考えた罰ゲームを受けると提案したので、俺と虎尾はそれに乗っかったのだったが……。

「雅継殿も雅継殿ですぞ！　あんな羨──されるがままになって──」

　そうぷりぷりと怒る虎尾、いや罰ゲームなんだからされるがままなのはおかしくはないと思うんですけど……。

「次私が勝った時はアレでは済みませぬからな！　覚悟しておくように！」

「どういう理由で怒られてんだ俺は」

　北条が常軌を逸したスキンシップを繰り広げる度に虎尾が怒るというのが最近の恒例行事となりつつある気がするが、だからといって北条がその程度で止やめる筈はずもないのでホトホト困った話なのである。

「大体罰ゲームってこういうのじゃないだろ……もっとデコピンとかさ、ジュースを奢おごるとかそういうもんだと思っていたんだが……」

「雅継くんを舐なめるとか、雅継くんをしゃぶるとか？」

「意味合いが一緒だしそういうのじゃねえっつってんだろ」

「雅継殿を……は、ハムハムするとか──」

「あれ、おかしいな？　虎尾をそんな子に育てた覚えはないんだが」

　そもそも北条の好感度指数は[image: 120]％であり、その上感情マークも一度だって喜と楽以外の表情は見せたことはないので今更どうこう言うつもりはないのだが……。

　最近虎尾もそれに影響されている傾向があるのは気のせいだろうか。

「と、兎とも角かく！　これ以上の不ふ埒らちなことは厳禁でありますよ！　このままでは現代歴史文学研究会が如何いかがわしいお店と勘違いされてしまいますからな！」

「あら、私が雅継くん以外の人間にそんなことをするとでもお思いなのかしら」

「む……そ、それは……」

「それに虎尾さん、規制なんてしなくても勝ちさえすればいいだけなのよ？　それだけで私達は自由を手にすることが出来るの」

「いや罰だから」

「それともあれかしら、虎尾さんは──」

　北条が何やら含みを持たせた言い方で虎尾を煽あおった所で、突然虎尾は手に握っていたトランプの束を北条に向かって突きつける。

「北条殿──第二回戦でありますよ」

「……そうこなくっちゃ」

　虎尾は北条が椅子へと座り直すのを見ると、トランプをシャッフルし、自分と北条に五枚ずつカードを配り始める。

　……あれ？　俺は？

「……この一回で勝負をつけましょう、私は三枚カードを交換しますぞ」

「構わないわ、私は一枚だけカードを交換」

「ねえねえ、俺が入っていないんですけど？　ねえ？」

　完全に蚊帳の外になった俺になど目もくれず、虎尾はニヤリと不敵な笑みを浮かべると、これでも喰くらえと言わんばかりに手札の五枚のカードを長机に叩たたきつけた。

「終わりでありますよ！　私のターン！　フルハウス！」

「残念フォーカード」

「な……！　ぐう……む、無念……」

　どうやら一騎打ちでポーカーをしていたようだが、北条の圧倒的な強運が勝ったのか虎尾は呆あつ気けなく敗れ去り、苦く悶もんの表情で机に突っ伏す。

　一体何がなんだか……と思っていると、悔しがる虎尾をよそに北条はおもむろに長机の上によじ登ると、何な故ぜか仰あお向むけになって寝転び始めていた。

「……何してんの」

「何って、罰ゲームよ、ほら早く眠れるお姫様に目覚めのキッスをしてくれないかしら」

「めっちゃ起きてるんですけどこの人」

「ああさっき食べたポテチにきっと毒が入っていたんだわ……く、苦しい……」

「なんだって……！　それはどう考えても殺人事件だな、警察を呼ぼう」

「チッ」

　まともに取り合うと何をされるか分かったものではないので、適当に受け流して対応をしていると、北条は舌打ちの末やっと諦めたのかふうっと小さなため息をつく。

「分かりました、お姫様抱っこで妥協をしましょう」

「全然諦めてないし、妥協すらしてねえなこいつ」

「……え？」

「さも抱っこならセーフじゃないのみたいな顔しないで」

「だ、だって私は雅継くんがスキ──スコティッシュフォールドなのよ」

「照れ隠しにしてもその包み方はおかしい」

「いいから早くお姫様抱っこをしなさい！」

　そう言ってバッと両手を広げる北条。

　無む茶ちや苦く茶ちやな言われようだが、表情一つ変えずにそんな興奮気味な声を出されては否いや応おうなしにお姫様抱っこをせざるを得ない。

　まあさっきと比べればマシか……と思ったが、よくよく考えるとそういえばお姫様抱っこの経験など一度もなかったことに気づく。

　……しかしこのままでは終わらせてくれる様子は皆無なので、苦戦しつつも慣れない手つきで何とか彼女を抱えると、気恥ずかしさを覚えながらもゆっくりと持ち上げる。

「こ、これでどうだ……？」

「最高ね……このまま死んでもいいぐらいだけれど──やはりキッスが足りないわ」

「は？　何を言って──ぬおおっ!?」

　すると北条は身動きが取れないのをいいことに俺の首に回していた手にぐいっと力を入れ、俺の顔を自分の口元まで引き寄せてくるではないか。

「ぬ、ぬあああ……！　こ、こいつ……！」

「ふふふ、今度こそ雅継くんの唇は私のものよ……観念しなさい──」

「だ、駄目だ……」

「北条殿の好きにさせてたまるものですか！　ええいっ！」

「ぎええええええええええええええええええっ！　や、止め、虎尾……し、死ぬ……」

　この状況に我慢出来なかったのか、突然虎尾が加勢へと入る。

　俺の唇貞操を奪われまいとするのはありがたい、だが何故俺の背中に飛び乗って顔を引っ張るのか……、お陰で首が引きちぎれんばかりの音を立てるので堪たまらず声をあげる。

　ある意味罰ゲームらしい罰ゲームになっている気がしないでもないが、もうそろそろ死んじゃうからね？　絶対くの字からつの字で首の骨折れるからね？

「ふふふ……虎尾さんやるじゃない……けれど果たして私の愛の力に勝ることは出来るかし……らっ……！」

「私とて意地があります故──こ、これで終わりでありますぞおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!!!!!!!」

「もう二度と……罰ゲームなんて……しないからな──────あっ」




「雅継くん!?」

「雅継殿!?」




　とまあ、こんな所で。

　これが、現代歴史文学研究会の日常であり、俺の日常である。

　いつの間にか思い描いていた日常は露と消えてしまっていることに、正直どうしたものかと頭を抱えてしまっている毎日なのだが──

　この生活に慣れてしまっている自分もいるので、何とも恐ろしい話ではある。

　はてさて……これから俺はどうなってしまうのやら……。

　では、俺の首にコルセットが巻かれるのが確定した所で、今日はお開きとしよう。
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「……おい、俺にも少しは武器を分けろ、何のためのタッグだよ」

「……え？　ああそれはすいませぬ、てっきりもう死んだのかと」

「死んでねーわ、しかもそいつは俺が倒した奴やつだからな」

「九割は私が倒したようなものでありましょう、最後の一発を当てたぐらいでドヤ顔をされましても困りますな──お、最強のレベル３防具ゲット」

「こいつ……」

「仕方ありませんなあ……ほら残りは雅まさ継つぐ殿が取っていいですぞ」

「全く……っておい、しょぼいハンドガンしか入ってねえじゃねえか、ふざけんな」

　その日もまた、俺達は流行はやりのバトルロイヤルのスマホゲーに興じていた。

　別に俺がやりたいと思って始めたのではない、ただ左隣に座っている女子生徒が一緒にやろうと煩うるさいので物は試しと始めてみたのではあるが……。




　彼女の名前は虎とら尾お裕ゆ美み、好感度指数は70％。




　黒のミディアムストレートに、少し目尻の上がった顔をしており、普通にしていれば学園トップクラスの可愛かわいさなのだが、目立つのが嫌いな彼女は前髪を目元が隠れるまで伸ばしており、おまけに黒縁の眼鏡をかけているせいでその素性はパッと見では分かり難にくい。

　しかも極度の寒がりで夏場以外は常に黒のカーディガンを着ているという、黒ずくめの組織以外の何者でもない彼女ではあるが、俺以外の生徒と話をしている姿を見たことがないので恐らく闇属性なだけだろう。

　……余談だがカーディガンに隠れて分かり辛づらいが彼女の推定カップはＥである、以前偶然にも彼女のパイスラを確認したので間違いない。

　能力の一種ではない、ただの目撃談である。

「あっ、ヤバい、死ぬ、おい虎尾助けてくれ」

　そんな事に気を取られてしまっていると、うっかり敵の狙撃を受けダウンしてしまう。

「全く世話が焼ける相棒でありますな……よっと、ふふ、これで６キルありますよ」

「誰のせいで死にかけてると思ってんだよ……」

「まあまあそう言わずに、私が最後まで守ってトン勝ちして差し上げますから」

「人を縛りプレイみたいに言いやがって……」

　これに限った話ではないが、虎尾は基本的にゲームが得意である、特にＦＰＳ系となるとその実力を遺憾なく発揮し、そして俺を手玉に取って遊ぶのである。

　普通ならリアルファイトに発展し兼ねない畜生具合だが、彼女の感情マークを見るといつも嬉うれしそうな顔を見せているので悔しいが何も言えなくなってしまう。

　不本意ではあるが、俺の前では噓うそ偽りなく内にある感情が映ってしまうのだ、だからこそ俺は彼女に対して無む下げにできないのだが……。

　──と言っても、さっきから何の話をしているのかとお思いだろう。

　今となっては俺にとって日常の一部分でしかないので意識していなかったが、実は俺は普通の人にはない、特殊な力を二つ持っているのである。




　一つ目は『人の好感度がわかる力』




　端的に説明すると対象の身体からだの一部分に高ければ段々と赤色へ、低ければ段々と青色に変色する好感度ゲージが表れるようになったのだ。

　そして何の因果か、相手が俺に対しどれだけの好感度を抱いているのか分かるようになってしまったのである。

　その数値は０％から[image: 100]％となっており、大体０～30％は低く、40～60％は普通、70～[image: 100]％は高い好感度といった具合に判別出来る仕組みになっている。




　そして二つ目は『相手が抱く感情がわかる力』。




　某二頭身野球ゲームにある調子マークをご存ぞん知じだろうか、簡単に言ってしまえば俺には好感度ゲージの横にそのマークも視認出来るのである。

　それも調子ではなく相手の感情を知ることが可能、どれだけ相手がポーカーフェイスであっても喜怒哀楽を知れるし、何なら喜怒哀楽以外の感情も分かってしまう。

　要するに虎尾が俺に対してどう思っているかを知ることなどこのように朝飯前であり、もっと言えば彼女のおでこ付近にある好感度ゲージと感情マークを注視しておけば先読みして対応を取るということもさして難しくはない。

　そう。

　もうお分かりだろう、つまり俺はこの能力を駆使して藤ふじヶ丘おか高校全生徒の頂点、支配者となるべく日々奔走をしている──なんてことはない。

　残念ながら全く以もつて逆である、俺はこの力を駆使して平穏を構築しているのである。

　必要以上の関係性を持たず、かと言って孤立する訳でもない、絶妙な塩あん梅ばいをこの力を使うことで実現させ、自由気ままな学園生活を送っているのである。

　大体学園の頂点などに立っても、それを維持することに気疲れするに決まっている、それなら必要以上に関心を持たれない立ち位置を手にする方がベストでしかない。

　誰にも邪魔されず平穏に過ごすことは、スクールカーストなどという枠組みがある以上は不可能に近いことなので、そういう意味ではこの力には感謝しかない。

　まあ。

　などと言いながら、虎尾にはこの力の秘密を看破されてしまったのだが……。

　悲しいことだが親にも気づかれなかったこの力を何でも彼女は俺の立ち回りを見ただけで『何かが見えている』と思ったらしい、尋常ではない洞察力に感服するが、彼女が人目を避ける性格であるからこそ感じ取ったものなのかもしれない。

　とはいえ、そんな虎尾との馴なれ初そめを話し始めると数時間やそこらで終わるものでもないので、彼女は俺の中で特別枠的な存在と思って貰もらえれば幸いである。

「──あ、そういえば雅継殿聞きましたか？」

「ん？　何の話だよ──って、うおっ、やべえ今度こそ殺やられる」

「あーその位置ですと流石さすがに助けに行けませぬな……すみませぬが自害して下され」

「そんな無慈悲機能あるか──……で？　何かあったのか？」

「何でもアレらしいですよ、本日私達のクラスに転校生が来るとか何とか」

「転校生？　ウチって確か公立高校だったと思うんだが」

「そこは藤ヶ丘高校が藤ヶ丘高校たる所以ゆえんではありませぬかね、結果さえ出しておけば自由な学園生活を保証されておりますから」

「つまり転入テストでかなりの高成績を叩たたき出したと……？　そりゃとんでもないな」

「しかも小耳に挟んだ所によるとモデル並のスタイルでかなりの美人だとか」

「へえ、そんなラブコメにしかいなそうな女子生徒が現実にいるとはな、生まれ変わったら俺もそんな美女になってチヤホヤされたいもんだ」

「随分と心にもないことを」

「でも産まれてからずっと勝ち組のルートを歩ませて貰えるんだぜ？　加えてどいつもこいつも自分に対して高い好感度を示すんだからイージーモードったらないだろ」

「ですが常に誰かが周りにいるというのも鬱陶しくはありませぬかね？」

「うーん、言われてみればそうだな……異様な好感度の上がり方をしている奴に毎日付きまとわれるのは勘弁願いたいな」

「ストーカー予備軍みたいなものですからな……折せつ角かく自由な校風の藤ヶ丘高校にいるのですから、のんびりするのが一番ですよ──さて、助けに参りましたぞ」

「あの激戦区を潜くぐり抜けたとか……前世はベルセルクかな？」

「ふふふ……そして大台の二桁キルですぞ、しかも残りは四人……貰いましたな」

「それにしてもこんな時期に転校生か……随分と珍し──」

　そう口にしかけると、神か奈な川がわ夢ゆめ乃のが教室へとズカズカと入ってくる。

　我らが二年三組の担任であり、国語の教師でもある神奈川、体育の教師でもないのにいつもジャージ姿であり、手入れされていない茶髪のミドルヘアは完全に『ダメ女』の典型だが、顔は中々に整っているせいかそのギャップが男子に人気だったりする。

　関係ないが俺に対する好感度は52％、教師であれば30％前後が相場なので他の教師に比べればやや高めではあるが、誰に対しても悪い印象を持たない性格なのだろう。

「おーっす、お前ら随分と盛ってやがるな、どうやら転校生の噂うわさは筒抜けか？」

『先生！　転校生は先生よりも美人ですか！』

　神奈川が教壇に立つなり右斜め奥の席に座っている男子生徒が意気揚々と手を挙げ、少し小馬鹿にしたような質問を神奈川に投げかける。

「ふっ、おいおい、弱冠十六歳の女子高校生と三十代の私を比べるなんて随分と無む茶ちやを言う奴だな……まあでもそうだな、彼女が私と同じ歳としになった時には、私の偉大さを痛感するのは、間違いないだろうな」

『つまりアラフォーになっても恋人一人出来ない先生は凄すごいということですね』

「おいそこ、出来ないんじゃない、私に見合う男がいないだけの話だ、そして私はまだ三十四歳だ、四以下を繰り上げるなちゃんと四捨五入しろクソガキ」

　神奈川の少しムキになった反応にクラスメイトがどっと笑い声を上げる。

「…………平和なもんだな」

　教師が生徒に弄いじられるなど学級崩壊も甚だしいが、実は神奈川はこうやってわざと生徒目線に合わせた態度を取る傾向にある。

　だからなのか、笑われこそすれど生徒に舐められる場面は一度も見たことがない。

　などと言っても、教師という仕事は楽じゃないよな……なんて思っていると神奈川が手を叩き、自分へと注目を集める。

「よしよし、いい感じに温まったし、転校生を迎え入れるとしようか、おい入り給たまえ」

　いよいよメインのお出ましと言わんばかりに神奈川はそう声を上げると、その言葉に促されるようにして扉が開き、転校生である女子生徒が教室へと入ってくる。

　それを見て歓声や指笛、拍手で迎え入れるクラスメイト、事前情報に胸が躍っているとはいえ、迎え入れとしては大層気分の良いシチュエーションだろう。

　だが。

　──艶つややかに光る黒のボブカットを靡なびかせ、凛りんとした目つきで入ってきた彼女を見て、あれだけ歓迎ムードだった教室は一瞬にして静まり返る。

　そして。

「初めまして、北ほう条じよう朱あや雀りと申します」

　正面を向いて現れたその美貌に、全員が息を吞のんだ。

「ほほう……」

　これは驚いた、高校生レベルの『可愛かわいい』とか『綺き麗れい』の枠を超えた美女がこんな片田舎の学校に現れるなんて。

　しかも顔だけでなくスタイルもモデル並というのはどうやら噓ではないらしく、その豊満なお胸に至っては虎尾さえも凌りよう駕がせんと言った具合……。

　もし藤ヶ丘高校に学園のアイドルがいたら、今頃恐怖に慄おののいているに違いな──

「……あれ？」

「ははー……これはまた凄すさまじいべっぴんさんでありますなあ……って、ま、雅継殿！　敵に位置が割れていますぞ！　何を呆ほうけているのですか！」

「あ、い、いや……ちょ、ちょっと待ってくれ……」

「美人なのは分かりますがいくら好感度が分かる雅継殿でも恋する相手としてはハードルが高すぎですよ！　早くしないと──あっ、しまった……ああ～……」

　非常に残念ではあるが、その声は俺の鼓膜まで到達する見込みはなさそうである。

　その証拠に無残にもヘッドショットを喰くらい、がっくりと項うな垂だれる虎尾。

　仕方がないのだ……こんな光景を見せられてゲームに集中出来る筈はずがない──

　何な故ぜなら──




　目の前の超絶美人転校生が[image: 120]％の好感度を叩き出していたのだから。




　こんな好感度指数、家族でも見たことがない……はっきり言って異常な数値だ。

　俺が今まで見た最大の数値は92％（俺の妹）であるが、そもそも70％前後の時点でかなりの信頼関係が築かれている数値だと言える。

　どころか70％を超えると異性なら恋人でもおかしくないラインなのだ、それは最も早はや自転車の後部席に女の子を乗せて河川敷を疾走していてもおかしくない数値。

　しかし……彼女はそれを優に超えてくる存在だということに……。

　え？　どうなるんだそれって……自転車の上でタイタニックでもやるのか？

　というかあのゲージって[image: 100]％からはみ出るものだったのか……ゲージからはみ出したらそれはもうバグ技だと思うんですけど。

「北条、軽く挨拶をしておいてくれ」

「……高校生で転校というのは初めての経験なので、少し戸惑いもありますが、皆さん仲良くして頂けたら嬉うれしいです、どうか宜よろしくお願いします」

　そう彼女は淡々と言うと、深々と頭を下げた。

　だが、相も変わらずクラスメイトは俺も含めて言葉を失った状態のまま。

「おいおい、お前ら想定外に美女過ぎるからって呆ぼう然ぜんとしてんじゃねえよ、まあいい、北条、丁度あの席が空いてるだろ、あそこに座ってくれるか？」

「分かりました、ありがとうございます」

「……え、は……？」

　愕がく然ぜんとする俺をよそに神奈川が指定した席は丁度俺の真後ろの席。

　北条は困惑する様子もなく姿勢正しく歩き始めると、クラスメイトの無言で浴びせる視線など意に介さず徐々に俺の座っている席へと近づいてくる。

「……………………」

　そしてはっきりと見える彼女の胸元で光り輝く[image: 100]％を超えた赤紫色の好感度ゲージ。

　そして俺をチラリと見つめ、殊更に喜びを暴走させ始める感情マーク。

　お、おかしい……俺は彼女と初対面だよな……。

　恐らく俺が動揺していることなど気づいてもいないだろうが、北条はそのまま俺の後ろに着席すると、特に言葉を発することなく教科書を机の上に並べ始める。

　だがその圧倒的オーラに、誰もが授業どころではなかっただろう。

　それ以上に俺は、何の前触れもなく襲いかかった平穏への暗雲に、気が気ではなかったのだった。




　　　　○




「もう！　雅継殿はどこの馬の骨かも分からないおなごと私とのトン勝つパーリィナイトとどっちが大事なのでありますか！」

　放課後、俺はとある場所にいた。

　旧校舎三階、階段から一番奥にある、理科準備室程の大きさしかない小さな教室。

　パッと見では分からないレベルに小さく掲げられた看板には『現代歴史文学研究会』と書かれている、虎尾が創設した同好会の名前だ。

　何ど処こかで聞いたフレーズに心の中がモヤっとしているだろうが心配ご無用だ、略してしまえば全てが解決する。

　現代歴史文学などそれっぽい言葉を並べているが、壁の半分以上は漫画、ラノベ、アニメＢＤ、ゲームソフトが並べられた本棚で埋め尽くされており、窓際には58インチのテレビと一緒に様々な据置型のゲーム機が放置されている有様。

　中央には長机を並べて作られたテーブルもあり、高負荷ももろともしないラップトップが二台完備、おまけに冷蔵庫には常にジュースとお菓子が完備されているのだからケツの痛くなるパイプ椅子さえ除けば最早ただのネットカフェである。

　こんな正気とは思えないプライベート空間、本来であれば許される筈もないのだが、そこは清く正しい藤ヶ丘高校、一年生時に全ての定期テストで十位以内に入った虎尾は見事ブラックをオフホワイトまで塗り替えて見せたのだった。

　ただし部員は虎尾と俺のみ、名ばかりの部長は虎尾で俺は副部長である。

　ただそんな部長さんはご機嫌斜めなようで、パソコンで掲示板を荒らしながらスマートフォンで炎上系著名人のＳＮＳを煽あおるというクソにカスを上塗りした行為の真最中。

「虎尾、俺が悪かった、だから早くその負の連鎖を断ち切ろう」

「ふん！　どうせ雅継殿は私の本音が分かっているからそう言っているのでしょう！」

「いや……言う通り今のお前の感情マークは角が生えているよ、でも虎尾が本当に怒っているのが分かっているから許して欲しいと思っているんだ、何なら土ど下げ寝ねしたっていい」

「そんなぬるい謝罪で私が許すとお思いでありますか！　許して欲しいのであれば最低でも四肢と妹二人を差し出して貰もらわないと困りますな！」

「真理の扉もドン引きの重罪かよ」

　どうやら相当怒り心頭だなこりゃ……。

　まあ、なんて言ってはいるが、実はこういった出来事は今に始まったことでもない。

　簡単に言えばこれは拗すねているだけなのである、事実、感情マークこそ怒りを顕あらわにしているが好感度指数は70％から殆ほとんど変動をしていない。

　好感度なんてものはちょっとしたことで簡単に変動するものだから、それを考えれば虎尾は信頼出来る相手とさえ言える。

　普通の相手ならこれ以上話に踏み込もうとも思わないが……仕方ないな。

「……虎尾よく見ろ、ここにカードが一枚ある」

「……それがどうしたっていうのでありますか」

「これは本来俺が使う予定だったのだが……謝罪の意を込めてガチャを引かせてやろう、ほら、欲しいキャラがいるって言ってたろ？　これで機嫌を直してくれ」

「…………しょうがありませんな……百連で手を打ちましょう」

「強欲そうな壺つぼみたいな顔で言ってんじゃねえよ」

「全く……課金ガチャ如ごときで許してしまうなど私も甘い……」

「既にアプリ開いてる人がそれ言う？」

「人のお金で引くガチャは至高」

「こいつ……」

　とはいえ感情マークが本当にご満悦なのだから現金な女である。

　ガチャが全部レアだったらいいのに。

「……にしても、思い直せば雅継殿にしてはらしくない動揺具合でしたな、ええと、北条朱雀氏でしたか、まさか好感度が０％でショックだったのでありますか？」

「そう思うだろ？　それが[image: 100]％超えなんだな……」

「またまた御冗談を……、よもや[image: 100]％中の[image: 100]％とでも仰おつしやるつもりですか、いくら私が好感度が見えないからって妄想も甚だしいでありますよ」

「残念ながら既に[image: 120]％だ……」

「な、ななんと……裂蹴紫炎弾の使い手でしたか……」

　急にＳ級妖怪で例えないでくれます？　と言いたい気持ちを抑えて俺は話を続ける。

「だがあのクールな様相で[image: 120]％は危険過ぎる……、しかも俺の後ろの席に座っているんだぜ、いつパイルドライバーをされてもおかしくない」

「授業中にパイルドライバーをかます子は違う意味でヤバいかと」

「ともかく初対面であの数値は絶対におかしい、この力も絶対じゃないのか……？」

「ふうむ……もしかしたら劣化しているのかも知れませぬよ？　もっと言えば能力が暴走しているとも言えるかも知れませぬな」

「劣化は分からなくもないが、暴走っていうのはどういう意味だよ」

「相手の好感度を操作出来るようになったとか」

「つよない？」

　いよいよ俺も学園都市最強の精神系能力者となる日が近いということか。

　じゃなくて。

　流石さすがにそれはあり得ないにしても、能力が劣化するってのは考えられるな……。

「しかしあれですな、好感度[image: 120]％って何をされるんでありましょうな？」

　虎尾が紙パックの紅茶をズルズルと言わせながらそう言うので、つられて俺も紙パックのアイスココアに手を伸ばしてしまう。

「俺も経験したことが無い数値だからな……好印象なのは違いないが、マイナス要素が一切ないってのは想像もつかない」

「シチュエーションで例えてみるのもいいかもしれませぬぞ？」

「そうだな……じゃあ仮に俺が告白をした時の反応で考えるとしようか」

「ふむ、では０％の場合」

「フルスイングでビンタ喰らって顔に唾を吐きかけられる」

「ご褒美ではありませんか、ならば次は30％」

「一瞬動揺するような目で見られて丁重にお断りされる……かな」

「いや……やっぱりご褒美では？」

「あのな……そう言いたくなるのも分かるが、30％以下は好感度としては低い部類だからこれぐらいの反応が自然というか、当たり前だよ」

「なるへそ……ならば50％は？」

「笑いながら『なに冗談言ってるのー』みたいな感じだろうな」

「相手を傷つけない配慮はあるという訳ですか、因ちなみに感情マークはどうなのですか？」

「実に申し訳無さそうな顔してる」

「ある意味一番精神的ダメージがデカい……ですが流石に70％ともなれば変わってくるのではありませぬか？」

「ライクなら保留、ラブなら可能性アリと見ていいだろうな、いずれにせよこの段階まで来てようやく光明が見えるってもんだ」

「つまり──[image: 100]％を超えれば確実に好きと言ってもいいと」

「それは80％の段階からあり得る話だよ、[image: 100]％はそれより更に上だ、狂喜乱舞とかその程度で済むなら90％ぐらいだろうし……」

　まあこんな例え話をしておきながら、告白した記憶もされた記憶もないんですけど。

　いや勘違いをしないで貰いたいが平穏な生活を送る上で恋人は弊害を生みかねないのだ、そう、だから仕方がない、誤解をして貰っちゃ困る……うん。

「そうなりますと襲われてもおかしくない……もしかしたら好き過ぎて嚙かみつかれるかもしれませぬな」

「そして彼女を復活させる為ために三人の吸血鬼ハンターと闘う羽目になると」

「いえ、そのまま融合するかと」

「チョウチンアンコウじゃねえか」

「ですが[image: 100]％ってそういうことではないかと思うのですけどな、ストーカーなどという生なま温ぬるいものではなく、一心同体でいたいぐらいに好きと言いますか」

「その上で[image: 120]％となると……最も早はや想像すらつかんな」

「想像どころか非モテの妄想と言われてもおかしくありませんな」

「そうだよな……やっぱり能力の劣化説が濃厚か……」

「現状何もされておりませんし、そう考えるのが自然かと」

「はー……そう思うと何か安心したというか、一気に肩の力が抜けちまったな……」

「ふふふ……儚はかなき童貞の夢でしたな」

「うるせえよ、ははは──」




「失礼します」




「はは────ゑ？」

「ほ、ほ、北条……朱雀氏……！」

　他た愛あいも無い笑い話として話題を終えようとした途端。

　この来襲である。

　部室内が氷点下に達するのに五秒もかからなかった。

　当然俺も虎尾も言葉など出るはずもなく、どうしたらいいか分からずあたふたしていると、表情一つ変えない北条は周囲を見渡しながら口を開く。

「……自由な校風とは聞いていたけれど、ここまでとはね──」

「は、はひ……」

　俺以外の前では全く饒じよう舌ぜつでない虎尾は蛇に睨にらまれた蛙かえるみたくなり、気づけば俺の背中に牛歩張りの速度で隠れようとしているではないか。

　こうなると虎尾は全権を俺に委任してしまうので、全く役に立たなくなる。

　つまりは俺が北条と話をするしかないのだが、彼女の目当てが俺だとすれば何をされるか分かったものじゃないし、困ったな……。

「……殆ほとんどの文化部は新校舎にあるのに、旧校舎の、しかも人気の少ない三階に作ったのは考えたわね、これなら何をしても気づかれない」

「ナニだけに」

　虎尾の余計な一言に北条がじろりと目を向けると、虎尾は小さな悲鳴を上げて俺の後ろに完全に隠れてしまう。

　どういう抵抗の仕方をしているんだお前は。

　しかしどうやら怒っている訳ではないのか、北条は改めて俺の方へと向き直ると淡々とした声で話を続ける。

「ええと、あなたが部長の虎尾裕美さんだったかしら」

「ち、違います……この男が虎尾裕美です」

「なんでや」

「彼は雅継くんでしょう、私は虎尾さんにお話があるのだけれど」

「は、はて……私は御み手洗たらい下しも水流つるという名でありまして、虎尾裕美などでは……」

「トイレを擬人化したみたいな名前やめて」

　──ん？　というか今この女、俺のことを雅継って言ったか？

　いや、名簿を見れば俺の下の名前ぐらいすぐ分かるだろうが、だとしてもそれなら普通苗みよう字じで呼ぶはず……現に虎尾のことは虎尾と呼んでいるし……。

　ふと感じてしまった疑問を、髪の毛を搔かきながら考えていると、埒らちが明かないと思ったのか、ふいに北条はポケットに手を入れ何かを取り出そうとする。

「ひぃ……殺される……」

「何でだよ、全くしょうがないな……なあ北条、悪いんだが今日の所は──」

「はいこれ、入部届」

「へ？　入部届……？」

「現代歴史文学研究会に入部希望をしに来たのよ、担任に直接渡せば済むと思ったのだけれど、同好会は顧問がいない所が殆どだから部長の承認が必要だって言われて、それで来たのだけれど……問題なかったかしら」

「それは……まあ……そうだけど」

　言う通り同好会は部活動に比べて圧倒的に多いので顧問が足りていない、必然的に教師に提出をする前に部長の印鑑が必要にはなって来るのだが……。

　いやいや待て待て、北条が現代歴史文学研究会に入りたいだって？

　よりにもよってこの同好会に？　確かに公式の同好会リストには載っちゃいるが、虎尾の意向で大々的な宣伝もしていなければ、掲示すら全くしていないんだぞ？

　もっと言えば漫画研究会やゲーム同好会、二次元好きが集まる同好会だってここよりずっと大規模なものが存在している、そんな直接的な言葉を使って活動をしている所もある中でわざわざここを選ぶなんて……。

　やはり北条の目的は俺……なのか──？

「は──こ、この同好会に入部希望というのは大変嬉うれしいことではありますが……し、しかしですな、実は定員数が一杯でありまして……」

　まるで俺が言っているかのように虎尾は後ろに隠れながらそう答える。

　虎尾が作ったこの同好会はあくまで自分の為に作ったものに過ぎない、いくらスペック高な転校生であったとしても自分の居場所を侵害されるとなると別問題。

　それは俺も同じこと、虎尾並の好感度ならまだしも、[image: 120]％ともなると自おのずと警戒心が高まってしまい、安易に歓迎など出来るはずもない。

　そうやってありがちな断り文句でご退場を願う虎尾だったが、北条は腕組みをしたまま、また周囲を見渡しながら口を開く。

「そう……、それにしては部員は二人しかいないようだけれど」

「そ、それは……今日はたまたま出席率が低いものでして……」

「それは……因みに部員は全部で何人なのかしら」

「ぜ、全部でありますか……？　え、ええと……ろ、六人ですな！　丁度この長机を囲める分だけ部員がいるのです！　ですから現状空きは無くて──」

「だとしたら変な話ね、この部室には椅子が二つしかないようだけれど、他の部員さんはわざわざ椅子を持って来ているのかしら」

「うぐっ」

　鋭い、というより誘導したかのような話の持っていき方だ。

　虎尾も話し相手が俺なら引っかかることもなかっただろうが、彼女を前にしてこの有様では中々どうしてまともな思考で会話など出来る筈はずもない。

　ただこの調子だといずれ全ての噓うそが暴かれ、泣く泣く入部を許可する羽目に……そうなれば彼女の思い通り……何か対策を考えなくては──

　慌てて俺が髪の毛をくしゃくしゃにしながら脳みそをフル稼働させていると──ソウルジェムが濁りつつあった虎尾が意を決した表情で、俺の背中から顔を覗のぞかせる。

「ほ、北条氏……」

「はい」

「そ、そなたの現代歴史文学研究会への想おもいはどれ程でありますか……？」

「……そうね、正直に言えばこういうジャンルはあまり詳しくはないのだけれど、ただ最近興味を持って色々と見ていたから、皆さんとお話が出来れば楽しいかなって」

「な、成る程……つまり冷やかしではないと……？」

「人様の趣味を馬鹿にする程下げ衆すに成り下がった覚えはないわ」

　虎尾の言葉に北条は語気を強めて、はっきりとそう言った。

「…………」

　……あくまで俺に対しての好感度と感情しか分からないから断定は出来ないが、きっとこれは噓やまやかしで言ってはいない。

　何な故ぜならもし何か企たくらみがあるなら、感情マークは俺に対しても態度を変えているに違いないのだから。

　そうなると邪心だけで構成された[image: 120]％ではない……か。

「……虎尾、それに関しては信じてもいいと思うぞ」

「ま、雅継殿──……分かりました……で、では今回は特例中の特例として入部を認めましょう……」

「そうだな……って、え？　お、おい！　北条の入部を認めちゃうのか？」

　あまりにあっさりとした承諾に、俺は思わず大きな声を出して反応してしまう。

「し、仕方ないでしょう……それだけの熱意があるのならば断るのは失礼というもの」

「そう、嬉しいわ、ありがとう虎尾さん」

「で、でもな……」

「た、ただし!!」

　不気味にも見えなくもない北条の微笑ほほえみに危機感を感じていると。

　虎尾が他人に対していつになく強い口調で、俺の肩を摑つかみながら北条を指差すと声を荒らげ気味にしてこう言い放つのだった。

「入部テストを受けて頂くことが条件であります！」

「……はい？　入部……テスト……？」

「ねっ、ね！　雅継殿もやりましたもんね！」

　一瞬何を言っているのか分からず、困惑した声をあげるが、虎尾の俺を見る今にも泣き出しそうなぐらいの形相でそれが方便だということに気付く。

「……あー、そうそう、そういえばそんなのもあったな、虎尾は女の子で構成された軽音漫画とか、願いを叶かなえる為に魔法少女になるアニメとか、廃校寸前の学校を救う為にアイドルになるアニメを見ただけでオタク気取っちゃうにわかは入部させたくないってのが信条でな、俺も入部の時は苦労したもんだった」

「そ、そうです！　そうなのであります！　実は部員が二人だけなのも私が作った難問を雅継殿以外誰も解けなかったという経緯がありまして……」

　中々苦しい言い訳に聞こえなくもないが、北条はそれを聞いて再度腕を組みながら人差し指で顎の下を支えるような体勢を取る。

「……つまり雅継くんもそのテストに合格したということなのね？」

「え、あ、ああ……そりゃ勿もち論ろん、正直生半可な知識じゃ解けないことは覚悟して貰もらわないといけないが……大丈夫か？」

「そうね……、でもそれが入部の条件と言うなら精一杯やらせて貰うだけよ」

　藤ヶ丘高校らしい風土が経験出来そうだし、と少し嬉しそうにも見える北条。

　いや、本当はそんなもの無いんですけどね。

　……とはいえ、咄とつ嗟さの判断にしては結果的にナイスと言う外にない。

　恐らく虎尾は北条がアニメや漫画を最近嗜たしなみ始めたという点に目をつけてこの作戦を思いついたのだろう、きっと半端な知識では到底解けない問題を用意してくる筈はず。

　後ろで虎尾が「よしっ！　よしっ！」と小声で言っていることからもその自信が窺うかがえる。

　まあ北条には少し申し訳ない気もするが、俺も好感度ゲージを駆使して築き上げた平穏をそう簡単に崩される訳にはいかないからな……。

　悪いがここで消えてもらうぜっ！




　　　　○




「終わったわ」




「なん……だと……」

　まさかいくら何でもと思ったが。

　北条は解答が全て終了したと、そう虎尾に告げてしまう。

「は、はい……？　ま、まだ十五分しか経たっておりませんが、よろしいのですか……？」

「ええ、もう必要ないわ」

「はえ……？」

　彼女が解答をしている間、目もくれず吞のん気きにスマホゲーをしてしまっていた虎尾はまだ現状をうまく飲み込めていないといった様子。

　だが、無理もない。

　何な故ぜなら虎尾は穴埋め、文章問題も入れて四十問もある問題数を三十分で解答しろと言ったのだから。

　しかも設問を見た限りどれもこれも俺でも知らないマイナー作品揃ぞろいで、そもそも空欄まみれでもおかしくはないレベルの悪問ばかり。

　加えて虎尾はその問題で九割以上の正解を取ることが入部の条件としていた。

　つまり、裏を返せば初めから入部をさせる気などサラサラなかったということ──

　なのに、それを十五分足らずで……。

　い、いや、慌てるな……確かに驚異的なスピードではあるが、それと合格点を超えているかどうかは別の話だ……。

　取とり敢あえず空欄だけは埋めておこうという可能性だってある……何せ本来は三割も取れるか怪しいのだし……。

「そ、そうでありますか……少々問題が難し過ぎたかもしれませぬな、なにしろ意地悪な問題も入っておりましたので、やはり北条氏では──」

「いえ？　全問答えは書いているわよ、見直しもしたし」

「……へ？」

　呆あつ気けにとられる虎尾に対し飄ひよう々ひようとした表情でそう答える北条。

　だ、駄目だ……こいつどう見ても自信にしか満みち溢あふれていねえ……。

「ま、まあ、百ひやく聞ぶんは一いつ見けんに如しかず──答え合わせをしようではありませんか」

　そう言って虎尾は北条から答案用紙を受け取ると、丸付けをし始める。

「はてさて……この辺は想定内と言いますか……ほう全問正解とはやりますな、しかしここからは……な──は、はは……意外に知識を付けてきたようで感心感心……ですが最後は配点も高い難問なので北条氏でも────────なん……だと……？」

　驚きよう愕がくの表情で赤ペンを床に落とす虎尾を見て、俺は北条の答案用紙を慌てて覗のぞき込む。

「ぜ、全問……正解……」

「と、虎尾、う、噓だろ？　学校のテストじゃないんだぜ……？」

「ば、馬鹿言わないで下され……私だって少しでも間違いがあれば減点にしようと思っていたのです……な、なのに寸分の狂いもなく……」

　だが何度見直しても変わらない、用紙一面に並べられた、四十個の赤マル。

　こんな美しい解答用紙、小学校低学年以来貰った記憶が無いというのに、それをいとも簡単に北条は……。

「ば、化物か……」

　やはり転入テストを高成績でパスした実力は伊達だてではないということなのか……。

　あまりに圧倒的な力差に、立たち眩くらみを起こしそうになっている虎尾を後ろから支えてあげると、虎尾は絞り出すような声で北条に問いかける。

「ま、まさかとは思いますが北条氏……私が入部テストを出すと分かっていて予あらかじめ準備していたのでありますか……？」

「そういうのもあるかもしれないとは思っていたけれど、単純に私の興味がそうさせただけかしら、見れば見るほど深みに嵌はまっちゃって、気づけば朝になっていたし」

「じょ、冗談でありましょう……？　よもや一夜漬けの付け焼き刃で……」

「モニター十面使って同時並行で見ていたから、流石さすがに少し疲れたけれど」

「為替みる感覚でアニメ見ないで？」

「因ちなみに六台のタブレットを使って漫画とラノベも速読していたわ」

「最先端の阿あ修しゆ羅らかな？」

　いや、しかしそれでも全ての作品を網羅するなど到底不可能……、つまり彼女は出題傾向を予想してかなり作品を絞っていたとしか……。

　天才とか秀才とか、そんな次元をゆうに超越していやがる……。

　で、でも……だからこそ分かる、これは噓偽りない[image: 120]％の好感度がなし得た努力の結果なのだ……。

「それで、私は入部を許可して貰えるのかしら？」

「そ、それは……」

　想定外の展開に口籠る虎尾に比べて、北条は淡々とした口調で話を続ける。

「勿論、部長は虎尾さんなのだから駄目ならそれに従うつもりよ、テストの結果は所詮テストの結果、大事なのは私を受け入れたいかどうかなのだから」

「む、むむむ……」

　受け入れてしまえばその時点で北条の入部は決定する、認めざるを得ない結果には違いないが、俺も虎尾も渋ってしまっていると北条はまた口を開いた。

「──それにね、何か勘違いをしているようだけれど、私はこの同好会に迷惑をかけたい訳じゃないの、ただ皆と楽しく活動がしたい、それだけよ」

「は──」

　その好感度でその台詞せりふはどうかと思うが、北条はそんな表情をおくびにも出さないものだから虎尾は少しずつ彼女の言葉に耳を傾け始めてしまう。

「それどころか私はこの問題を通して虎尾さんの現代歴史文学研究会への揺ゆるぎない愛を感じたわ、だからこそ私は虎尾さんともっとお話がしたい」

「え、あ……そ、そうでありますか……？」

　ま、まずい……硬く閉ざされた虎尾の心が……。

　い、いやそれは悪いことではないのだが、このままでは俺の平穏が……。

「と、虎尾……まだ慌てる時間じゃない──」

「私だって節操なく敷居を跨またごうだなんて思ってはいないわ、テストを受けたのだって虎尾さんを尊重してこそなのだし──だから、これ」

「か、紙袋……？　これは一体……？」

「虎尾さんへのお近づきの印、中身を見れば分かると思うから」

「は、はて、何が────こ、これは……！」

「実は私もこういうのが好きで、良かったらと思って用意をしていたの」

「お、おい虎尾……中には何が……」

　嫌な予感が頭の中を駆け巡り、俺は虎尾に渡された紙袋の中身を一緒に見る。

「……か、会場限定で今やプレミアが付く程の驚異の発想と言われたカップリング本……こ、こっちは修正が追いつかず数量限定で通信販売をしたら数分で売り切れてしまい再販もないと言われていた曰いわく付つきの……こ、こっちは公式の……！」

「や、やられた……！」

　まさか虎尾の腐属性まで事前にリサーチ済みだったとは……しかも自分が有利な状況で最後の一押しとしてこの激レア同人誌……こんなの隙がなさ過ぎる……。

　埋めるのならばまずは外堀から……虎尾を味方にしてしまえば、俺を無力化するなど造作もないということか……！

「雅継殿…………」

「な、なんだよ」

「仕方ありませぬな、今後の同好会の繁栄の為ためにも、北条氏の入部を許可しましょう！」

「北条半端ないって」

　どうやら俺と虎尾の間にあった不可侵条約は北条の介入により無事崩壊したようである。

　おのれ虎尾……簡単に反旗を翻しよって……。

　北条の巧みな戦法に悔しいがこれはもう、完敗という外にない。

　しかし……こんな美人転校生に[image: 120]％の好感度を示されていることに、嬉うれしくないのかと言われれば、噓うそにはなる。

　だが彼女の好感度をスマイル０円で受け入れ、平穏の二文字をハッピーセットのおまけにするにはあまりに都合の良い展開過ぎやしないだろうか。

　虎尾は哀れにも心も身体からだも許してしまったが、俺はまだ心までは許すわけにはいかない、少なくとも現時点では……。

　そうやって、これからの俺の平穏についてどうしたものかと頭を悩ませていると、北条が軽快な足取りで俺の方へと近づいてくる。




「雅継くん」

「…………な、なんでございましょうか」

「同好会の一員になる者として、この言葉を授けるわ」

「…………どうぞ」

「恋は盲目、ラブはいつでもハリケーンよ」

「やかましいわ」







[image: 二限目　平穏は彼を強くするが、恋愛は彼女を強くするばかりである]










「北ほう条じよう朱あや雀り……か」

「へ？　兄ちゃん北条さんを知ってるの？」

　その日の夜。

　帰宅後、夕食を作りながら独り言を呟つぶやいていると、逢あい花かが少し驚いた反応をする。

　逢花は俺の双子の妹達の一人であり、歳としは二つ下の中学三年生である。

　好感度指数は85％、兄妹きようだい仲の悪さがデフォルトと叫ばれる昨今、この数値は俺が良きお兄ちゃんであると自負しても良い高さだろう。

　黒髪のウルフショートに、潑はつ剌らつといった言葉がよく似合う我が妹は一言でいえばボーイッシュな出いで立たちであるのだが、考え事や物憂げな顔をしている時は美少年のような風貌を垣かい間ま見みせるので男子よりも女子の人気が高い少女なのである。

　因みに何な故ぜ俺が料理をしているかといえば父親が単身赴任中で、母親がいつも仕事の帰りが遅い為である、当番制で回しており今日は俺が担当という訳だ。

「いや、逆に北条を知っているのに驚きなんだが……というか飯前にお菓子を食うな」

　いつの間にかビーズクッションで仰あお向むけになりながら、ズレたシャツからはみ出ているおへそを気にも留めずうまし棒を頰ほお張ばる逢花に俺は注意をする。

「心配しなくてもお菓子は別腹だから大丈夫だよ兄ちゃん」

「晩飯の前にその言葉を使う奴やつはお前が初めてだよ」

　逢花は駄菓子が三度の飯よりも好きなので、とにかく隙あらば菓子を食うのだが、これで三度の飯もしっかり食う上に太らないので恐らく彼女の胃袋は宇宙である。

「あんまりお菓子ばっか食ってたら近日中に逢花の下着間違って穿はくから覚悟しておけ」

「へえ、事前通告して穿くとは中々やるじゃねえか兄ちゃん」

「だがブラジャーに関しては予告なく着ける」

「変態な上に違いが分からん」

　思春期の中学生にこんなセクハラ発言、普通なら二度と口を利いてもらえないが、それでも好感度を下げない辺り流石は俺の愛すべき妹といった所か。

　まあ、もう一人の妹に対してはおいそれとそういった発言も出来ないが。

　そんな兄妹愛漂う会話を続けながら、俺は炊きあがったご飯を混ぜお碗わんへとよそう。

「そういえば、最近水泳の調子はどうなんだ？」

「んー？　まあぼちぼちかな、県の記録会では一応平泳ぎで優勝したけど」

「ほほう！　流石は我が妹だな、順調そうで何よりだ」

「いやいやそう甘くはないよ兄ちゃん、専門の平泳ぎ以外は予選落ちしてるのもあるし、何よりタイムが伸びてないからね」

「？　その割には随分と余裕そうに見えるんだが」

「私の戦闘力は53万なので」

「そこはフルパワーで戦って？」

　とはいえ逢花の実力はコーチも世界で戦える素質があると太鼓判を押しているぐらいなので、単純に調整がうまく行っていないのだろう。

　現に逢花の感情マークは自信に満ち溢れた表情を崩していない、兄である俺にそれだけの顔を見せられるのであれば心配しなくても良さそうだ。

「……ん？　というかもしかして逢花が北条のことを知っているのってもしかして水泳が関係していたりするのか？」

「関係しているも何も、水泳をやってる人なら北条さんの名前を知らない人はいないんじゃないかな？　学生であんなに速い人見たことないよ」

　というかよくよく考えたら兄ちゃん知らないのか……、と呟く逢花。

「最近の事情は知らねえからな、でも逢花がそう言うなら間違いないんだろうけど……そんなに凄すごいのか」

「合宿で一緒に練習したことがあるんだけど、フォームが全く乱れないし、ペースも落ちないし、まさに天才っていうのはこういう人のことを言うんだろうなぁって思ったぐらい、一部では『水面の不死鳥』なんて呼ばれてたし」

「厨ちゆう二に極まりないネーミングセンスだな」

「その名に恥じない実力だったけどね、十五歳の時にジュニアオリンピックにも出場した筈はずだけど……でもそれっきり名前を聞かなくなったんだよなー」

　頭の良さは虎とら尾おが出したテストの結果を見れば言うまでもなかったが、まさかことスポーツに関しても才能を発揮していたとは……。

　文武両道にして誰もが羨む美貌まで兼ね備えた無敵少女か──益ます々ます俺に対して[image: 120]％の好感度を示す理由が分からなくなってきたな……。

　そうやってうーんと悩みながら焼き上がった鮭さけの塩焼きを取り出していると、だらしなくおへそが出ていたお腹なかをシャツで隠した逢花がひょいっと立ち上がる。

「でもさ、北条さんって中学も高校も県内有数の強豪校、というか女子校に通ってた筈なんだけど……え、まさか兄ちゃんそんな所までカバーしてるの……」

「パンツ穿く宣言で引かないのに何な故ぜそこで引くのだ妹よ」

　いや競泳水着は嫌いと言えば噓になるけども。

　じゃなくて。

「いや──ちょっと説明をすると長くなるんだが……実は俺のクラスにその北条朱雀が転校してきてな、ちょっとした話題になってるんだよ」

「藤ふじ高に？　北条さんが？　ごめん、ちょっと意味が分からない」

「心配するな、俺も意味が分からない」

　何ならその目的が俺かもしれないという話にまで飛躍しているが、順序立てて説明するには俺自身情報が足りていないのでうまく話すことが出来ない。

　それどころか知れば知るほど謎ばかりが深まってしまっている状態だし……。

「お兄様、逢花、只ただ今いま戻りました」

　そんな北条朱雀について話をしているともう一人の妹である緋ひ浮ふ美みが帰宅し、わざわざ兄姉きようだいである俺達に深々と頭を下げる。

　緋浮美は逢花にとっては双子の妹に当たる。

　好感度指数は92％、北条が現れるまでは緋浮美が最強好感度の座に君臨していたのであったが、よもや本日を以もつて陥落しているとは夢にも思っていないだろう。

　緋浮美は県下一のお嬢様学校に通っているのだが、まさにその通りだと言わんばかりにロングの黒髪に前髪を切り揃そろえ、ローポニーテールを施した髪型は白を基調とした制服と相まって実に上品な雰囲気を醸し出している。

　しかもその落ち着いた佇たたずまいにそぐわぬメイドのような礼儀も持ち合わせており、兄バカでも何でもなく一族最高傑作の妹と言っても過言ではない。
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　とまあ。

　これだけ非の打ち所がない妹を紹介しておきながらこんなことを言うのは非常に心苦しいのだが、この妹、実は一つだけ困った所がある──

「おかえり緋浮美、今日はいつもより早いな」

「当然です……だって本日はお兄様がお夕食を作って下さる日なのですから……、もう朝からお兄様が食材を並べる姿、お兄様が食材をカットする姿、お兄様が調理をしている姿、お兄様が盛り付けをしている姿──そして完成したお料理を私わたくしが食べ、その姿をお兄様が微笑ほほえみながら見ている姿を頭の中で千回ループしておりました……」

「緋浮美……そう言ってくれるだけでお兄ちゃんもう満腹だよ」

「ひふみん、今日兄ちゃん時間ないから買ってきた惣そう菜ざいメインだってさ」

「何ですぐそういうこと言っちゃうかな？」

　これだけ見れば一々説明する必要もないのだが、緋浮美はお兄ちゃんのことがちょびっとだけ好き好き大好き超愛してる子なのである。

　それ故俺のことが絡むと場合によっては上品さなど知らぬと言わんばかりの節操のなさを見せてくるので、お兄ちゃんはちょっと頭痛が痛い。

　逢花の余計な一言に一瞬曇った表情を見せた緋浮美だったが、秒の速度で笑顔に戻るとキッチンに立つ俺の方へと向き直る。
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「そうだったんですね……残念ですが仕方ありません、お忙しいお兄様の邪魔をしてまで手料理を作って欲しいと願うのは私の我わが儘ままになってしまいますから……」

「緋浮美……お前って奴は……」

「で、その忙しいのは北条とかいうクソアマが関係しているのでしょうか」

「緋浮美、お口が悪うございますわよ」

　変わらぬ笑顔とは裏腹に、急速に目の色が暗くなり始めた緋浮美を見て背筋が凍る。

　おいおい……まさか大分前に帰宅していたのに俺と逢花の会話が聞こえた瞬間気配を消し、こっそり話の全容を聞いていたっていうのかこの妹は……。

「あ……いえ違うのです、お兄様がどんなお方といようとそれはお兄様の自由、私如ごときが口を出すなんてとても……だってお兄様の幸せは私の幸せ……ゴギギ」

「どうやったら口からそんな音出るんですかね」

「全く……ひふみんは兄ちゃんが好きな二次キャラにも嫉妬するからなあ」

「……ん？」

「ん？　どうかした兄ちゃん？」

「待て、俺がこの二次キャラが好きとかそういう話をした覚えはないんだが」

「……ああーそっか、兄ちゃんはまだ気づいてないのか」

　逢花が妙にバツの悪そうな顔をし出すので、俺の中で嫌な予感が全身を駆け回る。

「……え？　怖い、なんだよ、何かあるのか？」

「…………兄ちゃんが隠してる同人誌、数冊消えていたと思うんだけど」

「まず同人誌の隠し場所を知っていることから議論の余地があるが……確かに減ってはいたな……母親に呼び出されていないから間違って捨てたのかと思っていたが」

「あれひふみんがみじん切りにして貼はり絵になってるから」

「サイコってレベルじゃねーぞ！」

　最近緋浮美が俺の為ためにと言って貼り絵を見せてくると思ったらマジかよこいつ。

　しかもそれを踏まえるとあのリビングに飾られている貼り絵って……やだ噓うそ、緋浮美の深すぎる愛にお兄ちゃん涙が止まらない。

「逢花……！　お、お兄様ごめんなさい……本当は後で教えるつもりだったのですが」

「教えるつもりだったとか公開処刑過ぎにも程があるぜ緋浮美ちゃん」

「というか別に北条さんと交流があるとかそんな話なんてしてなかったと思うんだけど、いくら兄ちゃんが好きだからって早とちりし過ぎだよひふみん」

「え……あ、そ、そうだったんですね……ごめんなさいお兄様、私とんだ勘違いを……」

「そもそもインドアな兄ちゃんと水泳界のプリンセスが交わるとかあり得ないし」

「酷ひどい言われようだが逢花、お前は一つだけ間違いを犯しているぞ」

「え？　インドアじゃなくて引き籠り？」

「戦略的撤退と言いなさい──ふっ、だが残念だな逢花よ、俺はそのプリンセスと交わっているのだよ」

「まぐわっている!?」

「緋浮美、お兄ちゃんそんな難しいこと言ってない」

「はははー、全く兄ちゃんよ、妄想癖は緋浮美だけにしろってあれ程言っているのに」

「言われてねえわ、いやいやマジなんだこれが、信じろという方が無理のある話なのは分かってるが……転校初日から熱烈なアピールをされていてな……」

「冗談もいい加減に……と言いたい所だけど、兄ちゃんがそんな下らないことで噓をつくとも思えないし……マジで本当なの？」

　逢花が唸うなり声を出しながらそう言うと、天井を見上げながらテーブル席へと座る。

　このまま逢花の困った表情を見続けるのも一興だが……ここは仕方がない。

「もし噓ついてたら緋浮美の部屋で一夜明かしてやるよ」

「お、おおおおおおおお兄様!?」

「兄ちゃんがそこまで言うなら本当か……でもなあ──」

「はわわ……で、ではこの噂うわさは噓で確定ということで宜よろしいのですね……？」

「え？　なんで？」

　とはいえ。

　緋浮美はともかくとして、こんな突拍子もない話、そう簡単に信用して貰もらえる筈もない。

　何せ逢花の目線で考えれば水泳で雲の上の存在とも言える人が、あろうことか兄である俺に言い寄っているという話なのだから。

　けれど北条の好感度指数は我が妹達をも軽く凌しのぐ[image: 120]％、遅めのエイプリルフールでしたと言おうものならまず自分の能力を否定しなければならない……。

　そんなことを思いながら俺が完成した料理をテーブルに並べていると、お箸を片手に持っていただきますのポーズをした逢花が俺の方を見る。

「……ねえ兄ちゃん」

「ん？　どうした？」

「北条さんはさ、今も水泳をやってるの？」

「いや……今はやってない……と思う、転校初日だからこれからなのかもしれないが、現段階で水泳部に入ったとかそういう話は聞いてないな」

「そっか……私も直接話をしたことはないんだけど、北条さんって寡黙というか、凄く真摯に水泳に取り組んでいる人だったんだよね、だからこそ兄ちゃんにアタックをしている姿が余計に想像出来ないってのもあるんだけど……」

「逢花が言うようにそういう雰囲気しかないからな……」

「逆に言えば何を考えているのか分からないって感じの人で、同じ水泳仲間と話をしている姿も殆ほとんど見かけたことがない……ただ──」

「ただ？」

　逢花はサラダを口の中に入れると、よく咀そ嚼しやくをしてごくんと飲み込む。

「とある記録会で一緒になった時、しきりに何かを探していたんだよね……、いつもは凛りんとした雰囲気が強いからそれが凄すごく印象に残ってて──」

「ふうん……？」

　何かを探している……か──

「でも思ったんだけど、別に北条さんみたいな人に言い寄られても全く損がないというか、寧むしろ得しか無いのに何で兄ちゃんはそんな悩んでいる感じなの？」

「え？　いやそういうつもりはなかったんだが……でも普通に考えたらおかしいだろ？　それがより不気味に感じてしまうというか──」

「不気味……んー、あーでも兄ちゃんはそう感じてもおかしくないか──」

「？　逢花？」

「ならさ、いっその事こっちから北条さんに近づいてもいいんじゃない？」

　ずっと思案をしながら話していた逢花だったが、自分の中で納得をしたのか、突然いつもの表情に戻ったかと思うと、そう提案してくる。

「……？　どういう意味だ？」

「兄ちゃんは危ない橋は渡らない主義だと思うけどさ、何となく北条さんは石橋を破壊して泳いで渡ってくる人だと思うんだよね」

「パワータイプかよ、と言いたいが否定は出来ないな」

「だから敢あえて兄ちゃんから石橋を叩たたかず渡ってしまおうと、そうすれば逆にリスクを避けられるかもしれないよ？　真意を知れる可能性だってあるし」

「ふむ……言われてみるとそうだな」

　逢花は実にポジティブな性格をしているので、平穏を得るためなら石橋を叩いて渡らないまである俺では思いつかないことをあっさり考えてしまう。

　事実逢花の助言のお陰で不用意に首を突っ込む真ま似ねをしないで済むこともあったし──どうやら相談したのは正解だったかもしれないな。

「……そうだな、一度その方針で考えてみることにするよ。ありがとう逢花、ご褒美に俺のコロッケを一つ上げよう」

「ふふーん、兄ちゃんまいどありー」

「────お、お兄様！」

　逢花との会話を終えた所で、鬼の形相で話を聞いていた緋浮美が突如俺の方へ言い寄って来るものだから俺はビックリして箸を落としそうになる。

「うおおっ!?　……ど、どうした緋浮美、お前もコロッケが欲しいのか？」

「いえ、私はお兄様が口を付けたお箸が欲しいです」

「永久保存されて二度と使えなくなるので駄目です」

「ち、違うんです！　そ、その私もその女の本性を暴く作戦に参加させて下さい！」

「は──ああ、なんだそんなことか」

「はい……！　お兄様を惑わす不届き者を、この手で白日の下に晒さらしたいのです！」

「そうか……緋浮美は本当にお兄ちゃん想おもいの妹だな」

「当然です！　お兄様をお守りする為なら私、どんなご命令でもお聞きします！」

「なら君はお留守番してくれるか」

「お留守番ですね！　任せて下さい！　────えっ？」




　　　　○




「──という訳で、これから作戦会議を行いたいと思う」

「雅まさ継つぐ殿のシスコンぶりを公の場に晒すのでありますね」

「違いますけど」

　次の日の放課後。

　俺と虎尾は相も変わらず、現代歴史文学研究会にいた。

　虎尾はといえば珍しくゲームをしたり漫画を読んだりしておらず、持参した液晶ペンタブレットを使ってイラスト作業に興じていた。

　虎尾は一度嵌はまった物事は時間を忘れて突き詰めるタイプなので、ＦＰＳ系のゲームが強いのもそうだが、実は絵も中々に感心するレベルの実力なのである。

「にしても本当に上手うまいな虎尾は、俺も昔は漫画家になりたいなんて思った時期もあったけど、絵心がなさ過ぎてすぐに挫折しちゃったな」

「好きこそものの上手なれですよ、本当に好きなら才能がなくてもがむしゃらに出来るものですからな、出来なかったということは、そういうことでありますよ」

「うぐっ……ごもっとも……」

「で、作戦会議というのは北条殿のことでありましたか？」

　全くこちらに目を合わせずサラサラとペン入れをしながら会話を続ける虎尾。

「理解が早くて助かる──まあそうは言ってもこの部室に完全に彼女の侵入を許してしまったのは他ならぬ虎尾なんだが……」

「むう……確かに安易に彼女の賄賂を受け取ってしまったことは反省致しますが」

「でも？」

「大変美味おいしゅうございました」

「ちゃっかり使ってんじゃねえよ」

「で、ですが賄賂が無かったとしても入部を阻止出来たとお思いですか？　自分で作っておいてなんですが、あれだけの難問をあっさりクリアされてはノーとは言えませぬよ」

　ようやく俺の方へと顔を向けた虎尾は頰ほおを膨らませブーブーと文句を言う。

　まあそこに関してはその通りだ、下手に追い出す真似をする訳にもいかないし。

「小耳に挟んだのでありますが以前通っていた女子高でも常に定期考査は一位の成績だったそうですぞ？　あの美貌で頭も良くて、女子からの人気も凄すさまじい……それだけで四コマ漫画を執筆しちゃえるスペックですよ」

「しかも水泳経験者で、それもかなりの高成績を残していたみたいだな」

「おや、そこまで知っていたのでありますか？」

「妹が水泳をやっていてな、そりゃもう知らない人はいない程だったらしい」

「因ちなみにその時の写真がネットに残っておりましてな、これでありますよ」

　虎尾が見せてきた画面を覗のぞいてみると、そこには記事と一緒に表彰台の一番てっぺんで金色に輝くメダルを首に下げた北条の姿が映っていた。

「大会レコードでしかも二位と三秒差もつけて優勝って……天才過ぎるな」

「ただその割には無愛想と言いますか、あまり喜んでいるようには見えませぬな」

「これは中学三年生の夏か、確かこの一年後に北条は水泳を突然辞めて表舞台から姿を消してしまったんだろ？　この時から水泳に対する熱意は無かったのかもな」

「それでこれは化物じみている気がしますけど……、まだまだこれからというのに何だか勿もつ体たい無ないことをしましたな」

「当人にその気がないなら仕方ないんじゃないのか？　虎尾だって好きじゃないことに一生懸命にはなれないだろ」

「ふむ、やる気すら湧きませぬな」

　そして完成した一枚絵をＳＮＳにアップする虎尾。

　何かと引っ込み思案な彼女ではあるが、それなりに自己顕示欲はあるらしく、こうした創作活動の甲か斐いもあって彼女のアカウントのフォロワー数は五万人を超えている。

　ペンネームは『虎尾とら』、その他にもＦＰＳ系のゲームで動画配信（顔出しＮＧ）も行っており、歯に衣きぬを着せない毒舌な実況が話題で、意外に視聴者は多いのだとか。

　さて、ここで現代歴史文学研究会の秘密が、という程でもないが、こんなにも大量の漫画やゲーム、ハイスペックのパソコンをいち学生ではまず揃そろえられる筈はずがないことにお気づきだろうか。

　そう、要するにこれら全て配信で稼いだお金で揃えてしまっていたのである。

　実に今時という感じだが、虎尾の才能があるからこそ成し得たものなので、彼女は北条の異才っぷりに感心しているようだが、俺からすれば虎尾だって十分凄い奴やつなのである。

　まあ、ネットでも交流は苦手なのか、あまり知り合いはいないようだが。

　するとひと仕事終えた虎尾は横に置いてあった缶コーヒーをぐいっと飲み干し、少し唸うなるような声を出す。

「むう、ですが結局の所、北条殿が水泳を辞めた理由って雅継殿なのですよね？」

「へ？　な、何だよ急に」

「いや、だって北条殿の好感度は[image: 120]％なのでありましょう？　能力の劣化でないとするならそれ以外に考えられないのですが」

「そう言われると何だか罪悪感が出てくるじゃねえか……、でも俺は北条と面識はないんだぜ？　何でそんな数値を叩き出されているのか俺だって分からないっていうのに」

「ですからそれを確認する為ために作戦を立てるのでありましょう？」

「そうなんだけども……、いっそのこと直接訊きいてしまった方が手っ取り早い気もするんだよな……、別に教えてくれない訳でもない気がするし」

「いやいやいや」

　割と正当なことを言ったつもりだというのに、虎尾は如い何かにも呆あきれたような顔で俺を見ると、手を横に振りながら馬鹿にした声を出してくる。

「甘い、温ぬるい、リア充乙」

「最後は別にいいだろ……」

「雅継殿の仰おつしやる通り、一見すれば本人に直接訊くというのが一番手っ取り早く見えなくもありませぬが、女心というのはそう簡単なものではないのですよ」

　好感度が見えておきながら情けない、とまで言ってくる虎尾。

「……ほう、まさか虎尾からそんな言葉が出てくるとはな」

「こう見えても私だって淡い恋の一つや二つ、経験しておりますからな」

「でも画面から出てこないじゃん」

「……遠距離恋愛というのは難しいものでありますな」

「織姫と彦ひこ星ぼしですら一年に一回は会えるのにな」

　遠い目をして現実から逃避する虎尾。

　次元を超えた恋愛が出来る日はいつ来るのであろうか、人類永遠の課題である。

「……って、そういう話をしているのではないのですよ！　いいでありますか、注意すべき点はあくまで好感度が分かっているのは我々だけということなのです」

「……？　そりゃそうだろ、だからこそ北条の異常な数値が分かっているんだし」

「好感度が分かり、感情も分かる、一見すれば攻守ともに隙が無いように見えますが、それが分かるからと言って北条殿の真意まで分かる訳ではありませぬ」

「だから直接訊くって話をしているんだろ、何を言っているんだよ虎尾は──」

「果たして彼女の言葉が本当に真実なのかまで、雅継殿は分かるのですか？」

「そ、それは────」

　そう言われてみればそうだ、好感度と感情が分かるだけで相手の全てを知っているような気になっていたが、真意まで分かるほど万能な力ではない。

　いや、好感度や感情が揺れ動き易やすい生徒を相手にしているのであれば、噓うそをついているのを見破るぐらい然さ程ほど難しくはないが……。

　相手は北条朱雀、好感度だけでなく、感情マークまで尋常ではない暴走具合を常に表している状態では彼女の言葉は全て本音にしか見えないのだ。

　つまり真意を隠しつつ本音を言える可能性がある……これでは彼女が噓をついている可能性を見抜くことなど不可能に近い。

「成る程……これは盲点だったな」

「分かってくれましたか、彼女の頭の良さを鑑みればそこまで見抜いていてもおかしくはないのですよ、純情な乙女心を持ち合わせているのであれば尚なお更さら真意を語らない可能性は十分に考えられます」

「しかし、それならどうする？　極端な話、俺が現代歴史文学研究会を離れればこの場の脅威は防げるが、根本的な解決にはならないし……」

「おやおや、雅継殿にだけそんな格かつ好こいいことをさせるとお思いですか、要は北条殿の真意が分からなくとも平穏が守られればそれで良いのでしょう？」

「それはそうだが……何か良い作戦でもあるのか？」

「簡単なことであります、北条殿に雅継殿をキライになって貰もらえばいいのです！」

「……は？」

　何を言いだすかと思えば……一番無謀な策じゃないか。

　大体それが出来るのなら苦労はしていない……というより好感度[image: 120]％の人間を相手に正攻法で挑むなど倒せない前提の敵キャラを相手にするようなものだ。

「虎尾……いくらなんでもそれは──」

「雅継殿、どうせＲＰＧのチュートリアルで倒せない敵キャラを倒しに行くようなものとか思っているのでしょう」

「おのれ……何な故ぜ分かった」

「実は私、相手の心が読める能力を持っておりまして」

「俺より強力な能力つけないでくれます？」

　というかそう思うとつくづく俺の能力って中途半端だよな……、あって損するものではないけど、意外に制限が掛けられているというか……。

「因みに明けない夜は無いのと同様、冷めない恋は無いというのが私の持論です」

「お前の場合は次の二次嫁に移るのが早いだけの話だろ」

「画面から出て来るぐらいの気概は見せて貰わなければ困りますな、私を呪い殺すつもりで来て貰わないと百年の恋も冷めるというもの」

「貞子もお前だけはお断りだろうよ」

「ともかくキライとまでは行かないにしても諦めさせるとか、失望して貰うとか、そうさせなければ解決への糸口は見えませぬよ」

　ふーむ、平穏を守るなんて言えば大おお袈げ裟さに聞こえるかもしれないが、誰にも邪魔されず自由な学校生活を送りたいというのは事実、頭脳で勝まされないというのであれば精神的な部分で勝るしかないということか……。

「……で、具体的には何をするつもりなんだ？」

「北条殿が不愉快に思うような行為をすればいいではありませぬかね？」

「そうか……限度はあるにせよ、片かた想おもいもちょっとした行動一つで冷めると言うしな」

「ありがちなものから攻めて行けばいずれ彼女の気に障ってしまうものがあるに違いありませぬ、そうすればきっと好感度は下がる筈です」

「[image: 120]％の北条が厭いやがる事なんて想像もつかないけどな……」

「まずはやってみないことには分かりませぬよ──そういえば北条殿はまだ来られておりませんな」

「今も生徒に囲み取材でもされているんじゃないのか、最初こそ皆呆あつ気けに取られてしまったがあれだけのスペックを持った少女を放って置く理由がないからな」

「言われてみれば、朝から有名人でも来たかのような熱狂具合でしたな」

「ああ……お陰で俺の席は常に占領されてたまったもんじゃなかったよ」

　転校生の宿命とも言うべきか、いやあれは北条だからこその宿命と言うべきだろう。

　美人とお近づきになりたい、友達になりたい、あわよくば恋人に──否定はしないがよくそんな事に一生懸命になれるなとは正直思わなくもない、輝いているのは自分じゃないのに──




「全く、雅継くんの座った椅子の匂いを堪能出来ないなんて、酷ひどい話よね」




「おいおい虎尾、幾ら何でもそれはただの変態って────ウェイ」

　おいおいおかしいだろ……いつからいたんだよ……。

　少なくともつい数秒前までいなかった筈の北条が、いつの間にか最初からいたと言わんばかりに俺と虎尾の間に鎮座していた。

　もしかしてあれかな、戦闘力とかゼロに出来るタイプなのかな？

「グウウ……」

　そして突然の登場に驚いた虎尾は北条を威嚇しながら俺の後ろへ隠れる。

　昨日はモノに釣られて懐柔されてしまった虎尾ではあるが、彼女の人見知りは一朝一夕で解消される程生易しいものではないようであった。

　とはいえ前よりは顔が背中から出ているので餌付け効果は着実に出ているようだが。

　犬かお前は。

「あら、少しはお近づきになれたかと思っていたけれど、残念ね」

「わ、私はそんなモノで釣られるような安い女ではありませぬからな……あの程度で私のハートを摑つかんだと思ったら大間違いですぞ」

「そう……なら今日持って来たこの同人誌は持って帰るしかないかしら」

「雅継殿、北条殿にお茶を」

「即落ち二コマやめろ」

　それにしても虎尾がそう簡単に心を許しはしないと想定して追い同人誌を準備しているとは……何ど処こまでも抜かりの無い奴め。

　しかしこのままではまた昨日と同じ流れに……やはり早々に作戦を実行するしか。

　とは言っても急な来訪に何も準備は出来ていない……取とり敢あえず小手調べと言わんばかりに俺は腕組みをして長机の上に足を乗せると、ふうと大きなため息をつく。

「ま、雅継殿？　何をしておられるのですか？」

　背後に隠れている虎尾が困惑した表情で俺に話しかける。

「……ちょっと横柄な態度を取ってみた、もしかしたら俺のこと真面目で素敵な好青年と思っているかもしれないからな」

「もしかして雅継殿ってアホなのですか」

　虎尾の言うことももっともだが、寧むしろこの程度で失望するなら肩透かしもいい所、さぁ少し不満げな態度の俺に北条はどう出る？

「……なるほど」

　すると俺の姿を見て北条は一言呟つぶやくと、何故か同じようにして腕を組みだし、長机の上に足を乗せるのであった。

　な、なにこれ。

　どうして北条は俺の真ま似ねをしているんだ……それに一体何の意味があると言うんだ……わ、分からん、全く分からんぞ……。

「あ、足を上げたらスカートがズレて絶対守護領域が見えそうに──まぁでも雅継くんに見られるなら全く問題ないわね」

「な、なに……？」

「ちなみに今日の色は黒です、勝負下着です」

「ほ、ほう……え、ええな……」

「…………雅継殿」

「はっ!?　お、おいおい虎尾、まさか俺がそんな色仕掛けに引っかかる筈がないだろ……マジで好感度下げるなよ、布見て興奮する程俺も落ちぶれちゃいねえよ」

　くそ……まさか北条の好感度を下げる筈はずが虎尾の好感度が下がるとは……感情マークがどん引きの表情を見せてやがるじゃねえか。

　しかも当の北条はパンツを見て貰える事に対して好感度が上がるという正気とは思えない状況になっているし……。

「おっと、机で足が支えられなくなってきたわ、ああーーー」

「ちょっと今度は棒読みで足絡めて来たんですけど!?　も……体勢が崩れる……」

「むぅ～……」

　やはりこの程度で好感度が落ちるほど[image: 120]％は伊達だてでは無いということかっ……！

　しかもこうなると密ひそかに予定していたパンチラ大作戦も無駄に終わる事に……どころか下手にやれば北条が上がり虎尾が下がるという負のスパイラルに陥ってしまう。

　一体どうしたものかと、四の字固め張りの勢いで足を絡ませて来る北条と戦っていると虎尾がひそひそ声で俺の耳元で囁ささやく。

「……雅継殿、ここは私に任せてくれませぬか？」

「虎尾……？　何か策でもあるのか？」

「ふっ……メスのことは同じメスが一番よく分かっているに決まっているでありましょう、オスはそこで指を咥くわえて歓喜しておきなされ」

「……満開の百合ゆりでも咲かそうってのか」

「なあに……すぐに分かることでありますよ」

　そう言うと背後に隠れていた虎尾は俺の座っている椅子ごとズルズルと押し始めると、徐々に北条との距離を詰め始める。

　……え？　なんで？

「ほ、北条殿……」

「何かしら虎尾さん、今私は足が絡まる事故に忙しいのだけれど」

「いいですか、雅継殿は……ヘタレ攻めです」

「百合と薔ば薇ら間違える奴やつおる？」

　マジで深刻そうな顔で噓言ってんじゃねえよ。

　どうでもいいけど虎尾が椅子を近づけたせいで足の絡まり方が意味の分からないことになり始めてるんですけど、このままじゃ足が攣つる……。

「え？　雅継くんが……ヘタレ攻め……？」

「ヤバいよこの人達、既に頭の中で俺を穢けがし済みだぜ」

「北条殿が所有する同人誌の傾向から見てネコ派と推察しましたが、残念ながら雅継殿はヘタレ攻めなのですよ！　これは天地がひっくり返っても変わらぬ不変の真理なのです！」

　テレビで言ってたから本当だよ！　って言ってる奴ぐらいの強気見せてくんなこいつ。

「……確かに、雅継くんがヘタレ攻めという時代もあったでしょう」

「時代、そういうのもあるのか」

「──でも虎尾さん、世の中は常に変化し続けているのよ」

「戯たわ言ごとを……自分の非を認めたく無いだけでありましょう」

「いいえ……時代は総受けなのよ」

「な……！　そ、総受けですと!?　ば、馬鹿げたことを……」

「人を散々ヘタレ攻め呼ばわりしておきながらこの劣勢」

「虎尾さんは信じたくないかもしれないけれど……、古い考えに囚とらわれるのは良くないと思うの、だから一度肩の力を抜いて、まっさらな気持ちで目を瞑つぶって想像してみて頂戴──ほうら、そうすれば……」

「ぬ……ぬぎぎ……そ、それでも私は雅継殿はヘタレ攻めだと……」

「虎尾、もういい休め、ゴールしてもいいから」

「あ、あ……あああああああああああああああああああああああああ！」

「と、虎尾？　ま、まさか打ち勝ったのか……？」

「……い、良い……」

「負けてんじゃねえか」

　虎尾が驚くほど役に立たずに敗北したのはいいとしても、何な故ぜ俺まで彼女達の脳内で辱めを受けなければならないのか。

　まあお陰でようやくポケットで絡まったイヤホン並に絡んだ足から解放されたが、虎尾が俺を椅子ごと北条に近づけてしまったせいで距離が近い……。

　しかもずっと凝視してるし……こうもじっと見られると恥ずかしくなってくる。

「…………」

　ただ。

　今になってふと思ったのが、彼女は現代歴史文学研究会でこそ好感度通りの暴走を繰り広げているが、教室内では至って普通の優等生という点である。

　無論常に色んな生徒に囲まれているので俺に近づく機会が無いと言えば無いのだが、その気になればいくらでもやりようはある筈なのだ。

　なのに休み時間も授業中も、[image: 120]％の好感度でありながら一切話しかけてこない。

　何なら彼女がここに一人で来ているのもおかしな話だ、北条の追っかけがいても不思議ではないのに、誰一人として連れてくることなく彼女は今この場にいる。

　それってつまり、俺達に迷惑をかけないよう配慮しているんじゃ──

「ほ、北条殿！　まだ闘いは終わっておりませぬぞ！」

　もしかしたら俺達は大きな勘違いをしているのではと思った矢先、腐女子対決に敗北した虎尾がムキになった表情で北条の前に立ちはだかる。

「虎尾さん……？　そんなに血相を変えてどうしたのかしら」

「まだ闘いは終わっていないと言っているのです……ちょっと隣の教室に来て頂けますか」

「……ええ、構わないけれど」

「え、あ、おいちょっと虎尾、それは……」

「雅継殿、私もこのまま負けっぱなしジャーマンという訳にはいかないのですよ……」

　ああそうか……忘れていたが、虎尾は好きなことなら突き詰める性格なのと同時に、意外に負けず嫌いな性格なのだった。

　だからこそ絵もゲームも上手うまいというのはあるのだが……恐らく虎尾が面と向かって何かで勝負したことがあるのは俺ぐらいなものだったはず。

　ただ俺はこれと言って自慢出来るような特技がないし、大体虎尾がやれることに合わせてきたので必然的に虎尾が常勝となってしまう。

　つまり、直接顔を合わせてハイスペックな人間を相手にしたことがない。

　しかも今から行く場所は……。

「雅継くん──」

　先に部室を出た虎尾の後に続こうとすると、北条が俺にそっと近寄ってくる。

「ん？　どうしたんだ？」

「あの……その、少し、背中を借りていいかしら」

　その言葉を聞いて、俺の予想は確信へと変わる。

　……やっぱり、出来る限り人目につかない配慮をしているんだな北条は。

「いいよ別に、俺の背中でいいなら」

「ありがとう……じゃあ上着も借りていいかしら」

「はい？」




　　　　○




「これは……」

　現代歴史文学研究会から教室を一つ挟んだ場所にある、部室と然さ程ほど大きさの変わらない教室にそれはあった。

　現代歴史文学研究会準備室、別名『虎尾専用試着室』。

　テストの成績を盾に虎尾が無理を言って借りたもう一つの部室である。

「コスプレ用の部屋……ということかしら、本当に何でもアリなのね」

「自分の家にも沢山あるらしいんだが、衣装が増え過ぎたらしくてな、学校をシチュエーションに出来るって理由も兼ねて部室というより衣装部屋って感じになってる」

　余談だが虎尾はコスプレに関しては完全に自己満足で行っている趣味である。

　ＳＮＳで発信してナンボな気もするが、恥ずかしさが上回って無理なのだとか。

「さあ北条殿！　ここにある衣装は好きに着て頂いて構いませんので、一番自信のあるコスで勝負しましょうぞ！」

　虎尾が北条を指差すと、フンスと自信満々な表情を浮かべる。

「どちらのコスプレがより本物に近いかという勝負ね、受けて立ちましょう」

「因ちなみに審査は雅継殿が行いますので」

「えっ？　俺がやるのか？」

「他に誰がいると言うのでありますか、厳正な審査をお願いしますぞ？」

　そう言ってブサイクなウインクを俺に見せる虎尾。

　成る程……要するに自分が圧倒的に有利な土俵に北条を立たせ、それを俺に審査させることで必然的に勝利をモノにしようという魂胆か。

　しかも同時に虎尾が勝てば北条より虎尾の方が良いという錯覚が北条の中で起きて、好感度が下がる可能性もあると……感情的になっていると思っていたが、案外ちゃんと俺のことも考えてくれていたようだ。

　まあ殆ほとんど八百長に近い勝負になりそうな気がするが……致し方ない。

「いいよ分かった、引き受けよう」

「それでは雅継殿には一度教室の外に出て頂き、私から合図があれば中に入り、私、北条殿の順番で見て頂き判定をして貰もらいましょう」

「ふふ、コスプレなんて初めての経験だから楽しみだわ」

「ふん……その余裕、今度こそ打ち砕いて見せましょうぞ……」




　　　　○




「雅継殿、終わりましたので入ってきて下され」

　大体十五分ぐらいだろうか、虎尾から合図があったので俺は遊んでいたアイドル育成リズムゲームを止やめるとゆっくりと地べたから立ち上がる。

　……でもあれなんだよな、安請け合いをしてしまったがこの扉を開けたら二人のコスプレ姿が待っているっていうことだよな……。

　実は俺も虎尾のコスプレ姿は一度も見たことがない──腹回りのお肉が弛たるんでいるから加工なしでは到底見せられないとの理由だったが、それを考えると虎尾も意地があったとはいえ思い切ったものだな……。

　まして北条のコスプレなど卒倒するレベルのクオリティを出して来るんじゃないのか……？　い、いかん、想像すると変に緊張してきた。

「い、いいか？　じゃあ入るぞ……」

　俺は気を取り直して扉を開けると、中へと入る。

　すると。

　そこには、防御力など皆無に等しい女戦士が剣と盾を構えて立っていた。

「ほ、ほほう……」

　流石さすがは虎尾といった所……と言いたいが恐らくこれはかなりの本気度が窺うかがえる。

　髪色を変える為ためにウィッグを被かぶり、とても安物を使ったとは思えないクオリティのビキニアーマーは際どい露出感を出しながらも本物の戦士のような雰囲気を醸し出す。

　しかも何より本来なら眼鏡キャラで推して然しかるべき所を、眼鏡を外して来るなど正気の沙汰ではない、それだというのにこの質の高さは……やはりおっぱいは最強なのか。

　というかその衣装作るのにどれだけの財をつぎ込んだんだよ。

「ふふん、どうでありますか雅継殿！」

「い、いや……悪くないというか……普通にいいな、凄すごく可愛かわいいよ」

「ぬな──！　さ、撮影は禁止でありますよ！　み、見るだけでありますからな！」

「先っちょだけみたいに言うな」

　しかし完成度はさることながら、虎尾にしてはやり過ぎと言ってもおかしくないレベルの露出ははっきり言って文句のつけようがない。

　虎尾もそれだけ負けたくないということか、こうなるといくら北条のポテンシャルを以もつてしても勝ち目はなさそうだな──

「そろそろ私もいいかしら？」

　そんなやり取りをしているとカーテン越しに北条の声が聞こえてくる。

「おや？　てっきり私のクオリティの高さに圧倒されて怖おじ気けづいたのかと思っておりましたが、まだ張り合おうという気力は残っているようでありますな？」

「それは勿もち論ろん、雅継くんに私のコス姿を早く見せたいもの」

「むぐ……ま、まあ北条殿の精一杯の努力とやらを見せて貰おうではありませぬか」

「じゃあ出るわね」

　相変わらず感情を表に出さず、淡々としているなぁと思っていると、カーテンが音を立てて開き、北条が姿を現す。

「な……に……!?」

「な、なんと……」

　そこには、煽せん情じよう的な衣装を纏まとった踊り子が立っていた。

　ロングのウィッグを被り、肌の露出を存分に活いかしたその格好は、北条のボディラインを強調しており、思わずドキッとさせる。

　しかもそれだけなく、動く度にふわりと浮き上がるショールや、身体からだの細部に施された装飾品が光に反射して煌きらめく度に、より一層彼女の妖艶さを際立てる。

「うっ……」
















　何よりお胸からくびれに至るプロポーションは完璧だと言わざるを得ない……、その威力だけで虎尾をも凌りよう駕がせん破壊力を見せつけている。

　というかこんな踊り子パーティにいたら気になり過ぎて即死するわ。

　俺は言わずもがな、虎尾もまさかこれを着るとは予想していなかったのか、明らかに狼狽うろたえていたがそれを押し殺すようにして声を出す。

「ほ、北条殿……初めてでそのクオリティは見事と言いたい所ですが、いくら何でもそれはやり過ぎでありましょう……ドスケベではありませぬか」

「あら、自分の長所を最大限に活かして何が悪いのかしら？　そういう意味なら虎尾さんだって大概狙っているように思えるけれど」

「あ、甘いですな……これはあくまでどちらがより再現度が高いかの勝負、それにこれは健全な鎧よろいなのですよ、殆ど下着の衣装に走るなどあまりに底が知れるというもの……」

「その割には下腹の再現度は低いような気がするけれど」

「ぬななっ!?　ぐぐぐ……言わせておけば……」

　いや健全な鎧ってなんやねん。

　完全に俺の問題と言うより虎尾のプライドの話になり始めている気がするが……ともかくどちらが良いか決めなければならないのか……。

「さあ雅継殿！　どちらがより二次元に近いのか判定を下すのであります！」

「そ、そう言われてもな……決めるには決めるがそんな急には──」

「雅継殿、踊り子など所詮前線では戦えぬ補佐なのですよ！　言ってしまえばラスボス戦では役に立たぬ雑魚！　しかし戦士であればラスボス戦でも身を切る活躍が出来る！　大事なのはそこでありますよ！」

「言われてみれば……いや、まるで関係ないだろ、何なら補佐も重要だわ」

「チッ」

「雅継くんが良いと思った方を素直に選んでくれればいいのよ、勿論──私を選んでくれたらそれは堪たまらなく嬉うれしいことだけれど」

　んん……？　ということはもしここで虎尾を選んだら、北条の好感度は下がったりするということなのか……？

　総合的に見ると虎尾には悪いが北条の勝ち……しかし単純な完成度だけで言えば虎尾の方が僅かに上なのである。

　つまりここで虎尾の方が良いと言ったとしてもそれは間違いではないし、異議申し立てをされることもないだろう。

　それに好感度が下がれば平穏への糸口も見つけることが出来るし、何より虎尾の面目も保たれる……どう考えても損はない、虎尾を選べば全てが丸く収まる。

　今まで相手の好感度や感情を見極めて対応して来た俺であればそうするのがベストとしか思えない──そう、何も難しいことじゃない、いつも通りにすればいいだけの話なのだ。

「…………………………………………」

「雅継殿……」

「雅継くん」

「…………いや、ドローだ」

「えっ!?　雅継殿!?」

「…………」

「完成度だけで言えば虎尾の方に軍配が上がるが、北条もこの難易度のコスプレを着こなしてしまうセンスは経験者と初心者の勝負であることを考えれば同点だと言わざるを得ない、それぐらい甲乙付け難がたい勝負だった」

「──やっぱり、そうなのね」

「そんなぁ～、雅継殿あんまりですよぉ～……」

　際どい勝負であると分かっていてもやはり勝ちに拘こだわっていたのか、引き分けという結果に想像以上にショックを受けてしまった虎尾は好感度を激しく上下させ、号泣した感情マークを見せながら、半泣きの状態で俺の腕へと飛びついてくる。

「お、おい虎尾……！　ちょっと当たって──」

「あれですか、あれなのですか？　やっぱりこの下腹が悪いのですか？」

「そ、そんなこと言ってないだろ、虎尾だって十二分に良かったよ、気持ちは分かるが取り敢あえず落ち着いて──」

「あら、そういうのはアリだったのね、なら私も」

「はっ!?　ちょ、ちょっと待って──ぬぐおおお……！」

　まさかこの混乱に乗じて北条まで俺の腕にしがみついてくるとは……だ、駄目だ……こんな格好をした二人におっぱいがいっぱい状態は……あ、頭がクラクラして……。

「ち、違うんだ……俺は北条の真意を確かめようと思っただけで……」

「……真意？　──ああ、何かおかしいと思ったら、そういうことだったのね」

「あ……え、いや……その……」

　頭がのぼせる展開に思わず口が滑ってしまい、しどろもどろになってしまっていると、北条は俺の腕からすっと離れ、ウィッグを外して俺の方へと向き直る。

「……言われてみればそうね、突然転校してきた美少女がこんな秘密結社みたいな部活に入りたいなんて言い出して、挙げ句雅継くんにぐいぐい近付こうだなんて、そんなラノベみたいな話普通じゃ考えられないものね」

「美少女とか自分で言っちゃうのね」

「私が言葉足らずなせいで虎尾さんにも迷惑かけてしまったみたいだし……それに関しては謝罪します、ごめんなさい」

「あ──い、いえそれは……」

　そう言って深々と頭を下げる北条に、あれだけ悲しみに喚わめいていた虎尾も平静を取り戻し焦った様子を見せる。

「でも勘違いはしないで欲しいの、現代歴史文学研究会で皆と仲良くしたいのは本当だし──それに、こう見えて私もインドアだから、ここの雰囲気は好きなのよ？」

「そ、そうなのでありますか……？」




「ただ雅継くんがスキだからここに来たのも本当」




　茶ちや化かしている訳でも、罰ゲームでそうしている訳でもないと、付け加える北条。

　お、おおう……まさかはっきりそう言われるとは……。

　全く変動することのない好感度を見れば噓うそではないと分かるだけに、堂々と言われてしまうとこっちがこっ恥ずかしくなる。

「何なら雅継くんをスキな所を千個以上は軽く言えるのだけれど、今から言っておいた方がいいのかしら？」

「い、いや大丈夫だ、北条の口からそれが聞けたなら裏は取れたようなものだから」

「裏……？」

「寧むしろ謝るのは俺の方だ、北条はずっと真面目に向き合ってくれていたのに、虎尾を巻き込んで酷ひどいことをしてしまって……その本当にごめん」

　俺が頭を下げると、虎尾もつられて頭を下げる、まるで仕事に遅刻したアイドルとプロデューサーだなと一瞬思いそうになるが、それを見て北条は不思議そうな顔をする。

「酷い……？　あの……私は楽しかったのだけれど」

「……え？」

「こういうのが学生らしくないっていうのは流石に分かるけれど──でも今までこうやって誰かと何かをして遊ぶ経験って殆ほとんどしたことがなかったから……」

「あ────」

「もしかしたら知っているかも知れないけれど、前の学校も、中学校の時もずっと水泳と勉強漬けだったから……それが嫌ではなかったけれど、今こうやって雅継くんと虎尾さんと一緒にふざけていられるのは少なくとも私は楽しいし、凄く嬉しい──」

　その言葉に、俺と虎尾は思わず顔を見合わせる。

　どうやら俺達は北条のことを大きく見誤ってしまっていたようだ。

　彼女は俺達が思っているよりもずっと、俺や虎尾の居場所に配慮してくれていた。

　その上で彼女は水泳選手ではない、普通の生徒としての生活がしたかった──恋に関しては多少、というよりは大分アプローチを間違えている気もするが。

　いずれにしても、彼女は平穏という意味では障害にはならないのかもしれない、あくまで現時点では、という話にはなるが、それ以上突っ込むのは野や暮ぼというもの──

　だから、今はこう言うべきだ。




「北条、ようこそ現代歴史文学研究会へ」

「北条殿、ようこそ現代歴史文学研究会へ」




　示し合わせたつもりは無かったのだが、俺と虎尾の意見は共通していたのか、同じ言葉を発すると二人揃そろって北条に手を差し伸べてしまっていた。

　それを見て北条は一瞬驚いた表情を見せたが、すぐさま柔和な表情を浮かべ、俺と虎尾の手を優しく握りしめる。

「雅継くん、虎尾さん……ありがとう、本当に嬉しい」

「それは私達の台詞せりふでありますよ、さあさあ今までのことは水に流して、北条殿の入部を祝してこの薄味のパックミルクティーで乾杯と致しましょうではないですか」

「ああ、そうだな──乾杯」

「かんぱーい！」「かんぱーい」

　はてさて。

　好感度[image: 120]％の彼女の到来によって一ひと悶もん着ちやくあったものの、ひとまず解決、ということでいいとしよう。

　色々細かい部分はあるにせよ、そういうことはいずれまた大きな問題となった時に考えればいいのだ。

　今はこれで、めでたしめでたしである。

「……これで心置きなく雅継くんの触れたものを摂取出来そうね」

「え？」

　めでたしめでたし……？







[image: 三限目　虎尾裕美はあらゆることを理解する、ただ生徒会のことだけは理解しない]










「誰かに見られているような気がする……」

　北ほう条じよう朱あや雀り入部騒動から一週間。

　そして次の授業が始まるまでの十分間休憩の時間。

　俺はここ最近誰かに見られているような視線を感じていた。

「……はい？　見られているって、それはどう考えても北条殿なのでは」

　ろくに授業も聞かず延々とスマートフォンで漫画を読んでいた虎とら尾おが少し呆あきれた表情を見せながらトーンを落とした声で反応する。

「いやあいつの場合見ているとかじゃなくて凝視だから……」

　何なら今も数人の生徒に囲まれながらも隙間から俺のことを凝視してるしね、教室だと何かとあって喋しやべれない分、眼力を使って全力で訴えかけてくるので一々恐怖を感じる。

「ですが雅まさ継つぐ殿は好感度や感情を見極めて絶妙な距離感を作っているのでしょう？　誰かが雅継殿に興味を示すということはない気がするのですが」

「うーん、それはそうなんだが……」

　実のところ最近はそうでもないというか、そうしようにもそう出来ない事情があったりするので一概に完璧な立ち回りが出来ているとは言い難がたい。

　極端な話、虎尾とこうして教室で普通に話をしてしまうことすら、好感度を維持する意味ではあまり良いとは言えない部分がある。

　だからと言って虎尾を素っ気なく扱うなんて俺には出来ないし、その上で何とか周囲との距離感を保つようには努めているのだが……それだけ平穏を保ち続けるというのは一朝一夕で成り立つ程簡単なものではないのだ。

「────うーん、あっちの方……かな」

「ふむう……？　黒板の左端ですかな──スクールカースト上位のリア充組が六名ほど、和わ気き藹あい々あいとしているようでありますが」

　男子が四人と女子が二人、昨日のドラマは面白かっただの、次の授業の宿題やってないだのと、特に中身の無さそうな話題を楽しそうに繰り広げている。

「ん……んん……？」

　もしかしたら好感度ゲージか感情マークを見ればなにか分かるかもしれないと思ったが、基本的に人や物が被かぶったりしてしまうとそのどちらとも見えなくなってしまうので、全員を確認することが出来ない、あまりジロジロ見るのもアレだし……。

「駄目だ……ここからじゃよく分からん、何とか分かった二人も別にこれと言って大きな数値は出していないし」

「北条殿との一件で少し過敏になっているのでしょう、ほらそれよりもこの漫画、おなごが方程式を使って戦う新刊なのですが意外に面白くて──ああっ！」

　虎尾が俺に漫画を読ませようと手を伸ばそうとすると、机に置いてあった紙コップのジュースが溢こぼれてしまい、虎尾の制服を濡ぬらしてしまう。

「あーあーやっちゃったな、全く大丈夫か？　ほら、体育で使う予定だったタオル貸してやるから、これ持ってお手洗いで綺き麗れいにしてこい」

「うう……すみませぬ……」

「机は俺が拭いとくから、あんまり濡れてるようなら体操服も持っていけよ」

　そうやって小走りで教室を出ていく虎尾を見送ると、俺はポケットからティッシュを取り出しひとまず汚れてしまった机を綺麗にし始める。

　──すると、そこでまたも感じる奇妙な視線。

「…………」

　しかし目線だけで周囲を見渡しても誰が俺を見ているのかはやはり判別出来ない。

　ううん……最近の状況で下手に注目浴びるような真ま似ねはしたくないんだが……面倒だが少し何かしらの対策は考えた方がいいのかもしれないな……。




　　　　○




「ほっ！　見よ私の華麗なドリフト捌さばきを！」

「残念、ここでショートカットが出来ないようではまだまだね」

「なんと……そんな高難易度の技まで……ぐう……つ、強い……」

　仄ほのかに雨の香りを感じる放課後。

　様々な部活動、同好会が各々の活動に勤いそしみ出す中、俺はパイプ椅子に腰掛け彼女達がレーシングゲームで盛り上がる姿を眺めていた。

　北条が気を回してくれるお陰か、現代歴史文学研究会は穏やかな時間が流れている。

　本来なら彼女の行動一つで多くの生徒が動いてもおかしくないのに、彼女の慎重かつ緻密な立ち回りのお陰で俺達は全く被害を受けずに済んでいるのだ。

　現に既にファンクラブが出来ているという噂うわさもあるようだし──こんな姿を見られようものなら俺は末代まで呪われてしまうのでまだまだ気は抜けない。

　因ちなみに虎尾は結局授業中は体操服姿で過ごし、今は何でも知っていそうな眼鏡委員長のコスプレの格好をしている。

「はいゴール、これで私の五連勝ね」

「いやはや……北条殿の吸収力はスポンジでありますな……一矢報いようにも試合を重ねる度に強くなられては歯が立ちませぬ」

「二万四体のクローンと意識共有をしているから仕方ないわね」

「アヤリネットワークかな？」

「因みに全ての記憶媒体は雅継くんの妄想で埋まっております」

「もっと有益に使って」

　北条は日頃我慢していたものを吐き出すように、現代歴史文学研究会にいる時はお喋りマシーンと化してしまう。

　教室での北条は話しかけられでもしない限り物静かな態度で、『水面の不死鳥』の名に違たがわぬオーラを纏まとっている──というよりは纏わざるを得ないと言うべきなのか。

　仕方がないと言えば仕方のない話なのだが、本来はこれだけお喋りなのだとしたら少し可哀かわい想そうな気がしないでもない。

　ただ──

「さて引き続き雅継くんの太ももは私のものね」

「流石さすがに血流が深刻になってきたんですが」

「え？　……それはつまり、対面に座るべきということなのかしら」

「何も変わっていないんですが」

「仕方がないわね……ではサボテンで妥協しましょう」

「ただの組体操じゃねえか」

　北条が正式に部員になって以来、何かにつけてスキンシップを図ろうとするのである。

　特にゲームを始めると大体罰ゲームを提案してくるのも彼女、最初こそ俺や虎尾が勝っていたが秀才少女の名は伊達だてではなく、次の日には俺を負かし、明くる日には虎尾と肩を並べるまでに実力をつけてくるのでたまったものではない。

　まあ……好感度[image: 120]％なのは言わずもがな、面と向かって『スキ』って言われてるんだもんな……何だか未いまだに信じられない感じは拭えないが。

　何とも言えないモヤモヤを抱えながら北条の背中しか見えない風景をぼんやりと眺めていると椅子から立ち上がった虎尾が冷蔵庫の方へと歩き出す。

「そういえば雅継殿、最近誰かに見られているっていう話ですが、あれから進展はあったのですか？」

「いや結局分からずじまいだな、俺達と北条の関係性に気づいている奴やつがいるとすればそれは問題だし、出来れば早急に────うわああああああああっ!?」

　虎尾に向けていた視線を元に戻すといつの間にか北条が対面に座っているではないか。

　しかも顔が近いし何なら目が滅め茶ちや苦く茶ちや怖いんですけど!?

「ちょ、な────こっ、こっわ……」

「雅継くん」

「は、はい……」

「それはつまり雅継くんに色目を使っている女がいるということなのかしら」

「話が飛躍し過ぎて銀河行ってるんですけど」

「雅継くんが視し姦かんされて、どうにかなりそうだって、そういう話をしているのね」

「どうにかなってねえし何なら北条の方が猛烈に視姦して──顔が近いっ！」

「北条殿落ち着いて下され、ただ誰かに見られているというだけで何かされている訳でもなければ性別すら判別出来ていない状態でありますので──」

「なるほど、つまり雅継くんを舐なめ回す奴を滅ぼせばいいということなのね」

「発想が一々ぶっ飛びすぎなんだけどこの人」

　愛すべき妹緋ひ浮ふ美みにも同様の雰囲気を感じることがあるが、北条の行動力を考えるとよっぽどこっちの方がタチが悪い気がするぜ……。

　なんてことを思いながらどうにか北条を引き剝はがそうと試みていると──




　コンコンコンと。




　突如入り口から律儀なノック音が三回もした為ため、俺達は慌てて立ち上がる。

「ら、来客……？　まさか北条のファンクラブに足がついてしまったのか……？」

「あ、慌てないでくだされ、北条殿が部員になってからは扉を施錠するようにしておりますので、このまま静かにしていれば気づかれることはありませぬよ……」

「──そうは言っても私は身を隠した方が良さそうね」

「北条殿はこちらの本教室に繫つながる扉を使って出て下され、そちらも殆ほとんど使われない教室なのでそこでじっとしていればやり過ごせます」

「分かったわ、ありがとう」

「北条早く、今ならまだ大丈夫だ」

　俺と虎尾に促されるようにして北条はゆっくりと歩きだすと、全く音を立てずに隣の教室へと移動する。

『あれ？　おかしいな、鍵がかかってる』

　ガタガタと扉を開こうとする音と一緒に、女子と思われるくぐもった声が聞こえてくる。

　やはりファンクラブの生徒がこの部室に通っているのを突き止めてしまったのだろうか……でも北条に限ってそんなヘマをするとも思えないし……。

「雅継殿、私達はどうしましょう……」

「このままじっとしているのが得策だとは思うが……電気を切るのを忘れているし中に誰かいるのは気づかれていてもおかしくはないな……」

「では私達も本教室に繫がる扉から出てしまった方が良いかもしれませぬな……」

「いざとなったらそれしかなさそうだな──」

『ガチャリ』

　だが。

　そんな話をしている矢先に、突如解錠する音が聞こえ、驚いた虎尾が俺にしがみついてしまっている間にあっさりと女子生徒の侵入を許してしまう。

「し、しまった……」

「三さん枚まい堂どうありがとう、あなたは外で待ってて──あ、なーんだ、やっぱりいたんだ」

「あ、阿あ古こ氏ではありませぬか……」

　しがみついた勢いで俺の後ろに隠れた虎尾が、そう小さな声で呟く。

　阿古琉りゆう花かは俺達の所属する二年三組のクラスメイトにして委員長である。

　腰の付近に映し出された好感度指数は55％、普段は全くと言っていいほど接点のない彼女ではあるが、委員長という立場柄割と誰に対しても分け隔てなく話をする女の子であり、俺も数回程度話をしたことのある相手である。

　黒のロングヘアーに編み込みを入れており、ぱっちりとした目元は真面目な委員長キャラとは言い難にくいが、いつも笑顔の絶えないその可愛かわいらしい表情に割と男子の人気は高い。

　でも……そんな阿古がこの場所を訪れるというのは奇妙でしかない。
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　つまり彼女はファンとしてではなく、何か役目を持ってここに来たということに──

「全くもう……秘匿性を避ける為に部室の施錠は禁止って言ってあるのにな」

「あ、あの……阿古氏はどうしてこんな辺境の部室に……？」

「んー？　そりゃ勿もち論ろん、生徒会としての仕事をしに来たんだよ？」

「はて生徒会……あ、そういえば──」

　そう、実は彼女、藤ふじヶ丘おか高校生徒会の副会長も兼任しているのである。

　見かけによらず真面目で面倒見が良く、気さくな性格から友達も多い彼女は一年生にして生徒会選挙に立候補し、圧倒的な得票数で当選。

　その後は教師との忌き憚たんのない意見交換を経て様々な改革に乗り出し、その成果から弱冠二年生にして副会長に登りつめためっちゃ意識高い系女子なのである。

　……まあ、そこで終われば良き生徒会を運営しているのだなぁ、で済むのだが。

　悲しいことに彼女の改革は決して生徒の支持を得たものばかりではない……何でも彼女の強行的な手腕が原因で生徒会内でも対立を起こす程なのだとか。

　そんな背景から分かるように、彼女の感情マークは常に企たくらみに満ちた顔をしている。

　だから俺は彼女とはあまり接点を持たないように生活して来たのだが……何だか嫌な予感しかしてこない。

「あれ？　そういえば北条さんはいないのかな？　部室の傍そばまで来た時に北条さんの声が聞こえた気がしたからてっきりいるのかと思っていたんだけど──」

　などと言いつつ、やけにわざとらしく部室を見渡す阿古。

　流石さすがに北条が現代歴史文学研究会に所属しているのは知っている……よな、隠す意味はなさそうだが万が一もあるし適当に誤ご魔ま化かしておいた方が無難か……。

「北条……？　ああ、一週間ほど前に転校してきたあの冴さえてる彼女のことか──って、おいおい、あんな美少女がこんな過疎った同好会に入部してくる筈はずがないだろ」

「んー？　おかしいな、私の持っている名簿を見る限りだと北条さんの名前が載っているんだけど、ほら、入部届のコピーもあるし」

　そう俺に向かって入部届のコピーを突きつける阿古。

　……俺の迫真の演技を返せ。

「ま、今はその話はいいんだけどね、今日は虎尾さんに用があったから」

「は……？　わ、私でありますか……？」

「そうそう、この同好会の部長は虎尾さんであってるんだよね？」

「え、ええ……そうでありますけど……」

「はい、じゃあこれ、また目を通しておいてくれるかな？」

　阿古はそう言うとおもむろにＡ４サイズの用紙を一枚取り出し、虎尾に渡す。

　俺を壁にしながら用紙を受け取るものだから取りにくいったらない、おまけに背後で確認するせいで俺にはその内容が確認出来ない。

「はて……何か申請でも忘れておりましたかな…………って、は、はぁ!?」

「うおっ！　ビックリした……急に後ろで叫ぶなよ……」

「な、な……なんですかこれは！」

「何って、見ての通りだよ？　一ヶ月以内に改善が見られない場合はそこに書かれた通り執行するからそのつもりでいてね？」

「そ、そんな……いくら何でも突然過ぎますよ……」

「……虎尾？　どうしたんだ？　俺にも見せてくれ」

　こんなに狼狽うろたえた声をあげる虎尾は初めてのことだったので、俺は慌てて青ざめた表情でフラフラと椅子に座り込んでしまった虎尾の手から握られた用紙をひったくり、中身を確認する。

「なになに……？　『県立藤ヶ丘高等学校部活動における予算削減案』……？」

「そ、藤ヶ丘高校って自由な校風を大事にしてるんだけど、ちょっと最近行き過ぎているというか、特に部活動が同好会を含めると百を超えちゃっていてね、意図が見えない部活動も多いってことで今回賛成多数で決定したって訳」

「『【条件一】部員の人数が五人以上であること、【条件二】公式の成績を残していること、【条件三】活動内容を可視化し、顧問による認可があること、以上三項目の内一つも満たしていない部活動は期限以内の改善を命ずる、尚なお期限以内に改善が見られなかった場合、当該の部は即時廃部とする』──いやいや待ってくれ、こんなの急過ぎるだろ」

「そんなことはないと思うけど？　ちゃんと広報からアナウンスはしているし、先週配布した生徒会報にもその経過は載せていた筈だけど」

「う……そ、それは──」

　そう言われてみるとそんなものも配られていた気もするが、如何いかんせんああいったモノに一々目を通す人間ではないので何も言えなくなってしまう。

　しまったな……まさかこんな提案が着々と進んでいたとは……。

　教師陣をも黙らせる阿古のプレゼン力のせいで、生徒会はラノベ並の権力を持ちつつあると噂うわさで聞いていたが、まさかここまでやってのけるとは……。




「あら、随分と面白いことをやっているのね」




　すると。

　恐らく扉越しに聞き耳を立てていたのか、北条がいつの間にか俺達の間に割って入ってきてしまっていた。

「あ……お、おい、北条！」

「何だ、北条さんやっぱりいたんだね、どうもこんにちは」

　特に驚く様子も見せず、阿古はいつもの快活そうに見える笑顔を北条に振りまくが、今までの話を聞いて機嫌が悪いのか、北条は挨拶を無視して口を開く。

「いくら説明をしていると言っても、こんな紙媒体じゃ生徒相手に理解して貰もらえたというのは少し無理があるんじゃないかしら」

「生徒会から説明の場を設ける機会があんまりないからね、だからこれでも私達としてはしっかり通知はしたつもりなんだけどな。それに、それだけじゃ駄目だと思ったからこうやって対象の部を一つ一つ訪問しているんだし」

「だとしてもそれ以前の問題としてこの案を可決したこと自体が納得いかないわね、ちゃんと生徒の意見を尊重した上で議論を重ねるべきだったと私は思うけれど」

「それは確かに、でも私を生徒会に選んだのは他ならぬ藤ヶ丘高校の生徒なのだし、そもそもマニフェストにも無駄な予算は削減するとは明記しているんだけどねえ」

「それは……私は転校してきたばかりだからその事情は分からないけれど、つまりあなたとしてはあくまで公約通りに事を進めているというだけなのかしら」

「そういうことになるね、だから反発されるのはおかしいと思ってるぐらい」

　ううむ……北条も中々に攻め立ててはいたが、あくまで藤ヶ丘高校の生徒の意を汲くんでいるということを盾にされてはこれ以上何も言い返せなくなる。

　というか、学生レベルの選挙でそこまで考えて投票してる奴やつなんている訳ないだろ……そういう意味ではこの女、かなりしたたかな奴だな……。

　こうなっては俺も北条もどうしたものかと言いあぐねていると、阿古は人差し指を俺達の前に掲げ、不穏な笑みを浮かべる。

「それにさ、廃部を免れる為ためには三つの条件の内たった一つをクリアすればいいんだよ？　正直そこまで難しい話をしているとは思っていないんだけどな」

「……その通りね……」

「申し訳ないけど、本当はここまでプライベートが蔓まん延えんしてしまっている部室は削減案以前に看過出来ない所があるんだけど、それを譲歩した上で、だからね？」

「…………」

　そこを突かれると俺達としては反論の余地がない。

　そもそも圧倒的に俺達が不利なのには変わりないのだし……。

「それじゃあ三枚堂も待たせているし、次の部を訪問しないといけないからこれで──あ、別に北条さんが現代歴史文学研究会に所属しているとか、ファンの皆さんに言いふらすつもりはないから、それじゃあまたねい」

　まるで全て見透かしているかのようにそう告げると、阿古は颯さつ爽そうと部室を後にしてしまう。

　嵐のように去っていった後の部室は来る前とは程遠い静けさを醸し出しており、暫しばらく沈黙が続いた後、北条がションボリしたような顔をする。

「……ごめんなさい、居ても立ってもいられなくなって出てきてしまったけれど、私ともあろうものが何も出来なかったわ……」

「しょうがねえよ、あれは阿古側の準備があまりに周到過ぎた、それに俺だけでどうにかなるような話でもなかったしな……それよりも問題なのは──」

　俺と北条は椅子に座り込んでいる虎尾の方に目をやる。

「あり、をり、はべり、いまそがり……」

　口から煙のようなものを出し、遠くを見ながら譫うわ言ごとを吐き続ける虎尾。

「俺の平穏もだが、虎尾の平穏の方がまずいことになってきたな……」

「そうね……早く何とかしないといけないけれど、どうしたものかしら……」




　　　　○




『藤ヶ丘高校生徒会の横暴を、許すなー!!』

『我らが藤ヶ丘高校の校訓を逸脱した強行を断じて許してはならない！　生徒会は哀れな独裁政権と化した！　今こそ立ち上がるべき時がきたのだ！』

『事実上の小規模部活迫害案に反対の署名をお願いしまーす!!』

『そんなことより駒愛好会に是非入部して下さーい！　今なら入部特典として鉄駒をプレゼントしまーす！』

『タイピング部存続の為に入部して下さいいいいいいいい！　タイピングの速さは仕事の速さ、社会人にとって必須のスキルですよおおおおおおおおお！』




　次の日の放課後。

　校庭や廊下は凄すさまじい熱気で溢れかえっていた。

　無理もない、昨日の間に廃部対象となった部活動は総じて是正勧告をされてしまっているのだ、何とかそれを阻止しようと画策するのは当然というもの。

　とは言っても廃部対象でない部活動の生徒からすれば迷惑極まりない喧やかましさではあるが……いずれ暴動に発展しないことを祈るばかりである。

「それにしても……人が多過ぎて前に進めな……」

　阿古が百以上の部活動があるとは言っていたが、こんなにも変わった部活動が沢山あったなんて……タイピング部とかニッチ過ぎて逆に応援したくなってくるわ。

　まあ、悲しいことに俺達もその例外ではないのだが……そう思いながら生徒で埋め尽くされた廊下を這はい出ると、旧校舎に繫つながる通路を抜け、現代歴史文学研究会へと駆け込む。

「はあ……分かっていたとはいえ、まるでお祭りみたいだな」

「あら、雅継くんお疲れ様、人混みにまみれてびっしょり汗をかいていることでしょう、さあこっちに来て早く嗅がせて頂戴」

「さて……汗ふきシートはここだったかな」

「──え、ちょっと何をしてるの、そんなことをしたら何の意味もないわ」

「いや普通に汗を拭くだけだから……え、い、いや汗ふきシートを奪おうとしないで！」

　こんな所で元スポーツウーマンの怪力を使おうとしないでくれますかね……しかも逆の手で既に制汗スプレーを奪取してやがるし。

　しかしこの様子だと北条は平常運転の様子──という訳でもないか。

　よく見ると目の下に僅かながらクマが出来ている、何でもないフリをしてはいるが彼女としても色々考えていたのだろう。

「それにしても……北条はあの人混みに巻き込まれなかったのか？　授業が終わったら皆堰せきを切ったみたいに活動を始めたからロクに身動きが取れなかったぞ」

「だって私が歩けば道が開くもの」

「モーセかな？」

「単純にチャイムが鳴ったと同時にスタートダッシュを切っただけの話よ、元から人目につかないよう部室に行くにはそれが最善の方法だし」

　そう言われてみればそうか……常に最善の注意を払って部室まで行かなきゃいけないのだから彼女にとってこの程度は想定済みなのか。

「そういうことなら大丈夫そうだな──なら、そろそろ本題に入るとするか」

「そうね、ただ当の本人はさっきからずっとこの状態なのだけれど──」

　心配そうな表情を浮かべた北条が、虎尾の方へ目をやる。

　最も早はや感情を失った虎尾はＦＰＳゲームをひたすらにやり続けるロボットと化し、前人未到のオンリー30キル超えをしているというのに一切喜びを見せる様子がない。

　何なら朝からずっとこの調子だからな……そりゃ急に廃部宣告をされて現実逃避したい気持ちも分からないではないが……。

　だがこのままでは前に進む事もできないので、俺は虎尾の方へと近づき、目線を合わせるようにして座るとそっと声を掛ける。

「……なあ虎尾、気持ちは分かるけどこのままじゃ何も変わらないし、俺達も何か作戦を考えるとしようぜ、まだ廃部になるって決まった訳じゃないだろ？」

「…………」

「絶対に何か方法はあるって、俺だって阿古の生徒の意思を無視したやり方は気に入ってないんだ、だから目に物見せて一泡吹かせてやろうぜ？　な？」

「……………………」

　俺に対して決して好感度が下がっている様子はないが、感情マークの落ち込み具合が兎とに角かく尋常ではないほどになってしまっている。

　俺もここまでテンションの下がっている人間を相手にしたことがないからな……でもまずは虎尾を元気づけないことには始まらないし……参ったな。

　すると今度は北条が俺とは反対側に立つと、同じように虎尾に目線を合わせるようにして座り、話し掛け始める。

「虎尾さん、辛つらい時は誰かに頼ればいいのよ、それは勿もち論ろん相手にしてくれない人もいるかもしれないけれど──少なくとも雅継くんはそんな人じゃないでしょ？　だからもっと甘えればいいのよ、この私のように」

「この私のように」

「一人で塞ぎ込んだままよりはずっといいわ、それに私だって部員であり、友人である以上虎尾さんに協力したいの」

「…………………………………………う」

　うーん……これでも駄目か……。

　さてどうしたもんかな……と、虎尾を餌で釣ろうかとも思い始めたその時。

　大粒の涙がボロボロ溢れた虎尾が嗚お咽えつも漏らしながら俺の方を見るので、一瞬ギョッとしてしまう。

「…………う、うう……雅継殿ぉ～」

「ぬおっ！　お、おい虎尾……」

　そして北条が諭してくれたからなのか、がばりと俺に抱きついてくる虎尾。

　う、うんまあ……感情が帰ってくれたのは嬉うれしいのだが、この状況は無防備に色々と当たり過ぎるので困るんだが……双子山とか双子山とか双子山とか。

「あら、またしてもやってくれたわね、では私は後ろから」

「だから何でそうなる!?」

　く、くそう……結構大事な状況だというのに俺の頭の中は登ったこともない八千メートル峰十四座がぐるぐると……すげえぜこんな手て強ごわい山々だったんだな。

　じゃなくて。

「わ、私……ばだぐじは……」

「分かってる、分かってるって、そう簡単に虎尾が頑張って作った現代歴史文学研究会を潰させやしねえよ、だからその為に一緒に考えようぜ」

「そうね、私を出し抜き、あまつさえ虎尾さんを悲しませた罪は大きいことを、阿古さんに教えて上げなきゃ」

「うう……ばさつぐ殿……べんじょう殿……あびばどうござびまず…………チーン！」

「うそお、俺のシャツで思いっきり洟はなかんでますやん」




　　　　○




「……先程は取り乱してしまい申し訳ありませぬ」

　勢いよく洟をかんだせいで少し鼻周りが赤くなっている虎尾が、ようやく落ち着きを取り戻しそう答える。

「気にしなくていいのよ、誰だって急にあんなこと言われたら冷静ではいられなくなるもの、虎尾さんにとって大切な場所なのだから尚なお更さらね」

「代わりに俺はシャツを一枚失った訳ですが」

「それは大変ね、では私のシャツを貸してあげましょう、私はブラだけで問題ないから」

「変態が二人増えただけじゃねえか」

　色々あったものの、これでようやく腰を据えて話が出来る、俺は紙パックのレモンティーをぐいっと飲み干すと本題へと入ることにした。

「ともかく阿古の言うことを肯定するつもりはないが、実際問題廃部を免れる条件っていうのはそこまで難しくないのが逆に厳しい所だな」

「部員の人数が五人以上であること、公式の成績を残していること、活動内容を可視化し、顧問による認可があること──この三つだったわね」

　俺はこくりと頷うなずく。

「ただどれも同好会レベルではハードルの高いものであるのも事実……精々可能性があるとしたら部員の人数を増やすことぐらいだが──」

「これ以上部員を増やすのは私達にとって得策ではないのよね……」

「俺達が安易に部員を増やしたくないってのもあるが、何より北条がいるってだけで寄ってくる生徒を入部させたらこの同好会は崩壊してしまう」

「そうなると条件二でありましょうか……」

「虎尾のゲームの実力、イラスト力を考えれば上位入賞ってのは不可能ではない気がするが……直近一ヶ月で結果の分かる賞レースとか大会ってのが無いんだよな……しかも公式って所がお遊び程度のモノでは駄目だと釘くぎを刺してやがる」

「テストの成績で何とか推して行ければと言いたいけれど、虎尾さんの成績で駄目だと言うなら難しいでしょうし……」

「せめて北条が実力テストを受けていればと言いたいが、転校してくる前に終わってしまったからな……転入試験は公式に開示されていないし厳しいな」

　それなら俺の成績で勝負だと言いたいがミスター平均値の呼び声高い俺では何一つ役に立てなそうなので辛い話である。

　本当はもしもの策として北条の水泳選手としての実力を使ってやろうとも思ったが、そもそも直近に水泳の大会も無かったので口にするのは止やめておいた。

「ううん……そうなりますと条件三しか無くなってくるのですが……」

「顧問を入れて活動内容をちゃんと報告しろ……ということなのかしら、他の条件と比べると然さ程ほど難易度が高いようには見えないけれど──」

「教師の割合に対して部が多過ぎるんだから、確保するのはまず無理だな」

「その上予算削減案を許可しているのは他ならぬ教師陣なのだから、運良く顧問が就任しても最悪の場合不要と判断されればその活動内容を使って廃部に追い込まれる可能性だってあるかもしれないわ……」

「もっと言えばそれを狙いにした罠わなかもしれないぞ？　阿古の考えることだ、それぐらい企たくらんでいてもおかしくはない」

「そうなりますと……もう手が無いではありませんか……」

「…………」

　そう、一緒に考えようと息巻いたはいいが、現状策は皆無なのである。

　だがこのまま平穏を危機に晒さらしたままではいけないし、三人寄れば文殊の知恵、何かしらアイデアの一つも浮かぶんじゃないかと思っていたんだが──

　こんなこと言いたくはないが、現代歴史文学研究会は虎尾の、虎尾による、虎尾の為ための部活と言っても過言ではないのだ。

　こんなのはただの遊び場だなんて一蹴されていないだけマシと思える程、私有物と化している部室に、改善の余地などある筈はずもないのだった。




　　　　○




「────くん、おーい、──くんってば」

　次の日の昼休み。

　迂う闊かつにも弁当を作り忘れてしまった俺は購買部に行くのも面倒で机に突っ伏してどうやって現代歴史文学研究会の廃部を阻止しようか考えていた。

　考えれば考えるほど先細っていく状態に頭を悩ませてしまっていると、何やら近くで俺の名を呼ぶ声が聞こえてくる。

　何だ何だ、ついに天の声でも聞こえるようになってきたのか。

「…………」

　なんていうのは冗談として、俺と接点があるのは虎尾と北条のみ、それ以外の生徒とは必要以上の関わり合いを持たないようにしていたつもりなのだが……。

　しかしこのまま机に突っ伏したままでは一体誰なのかは見当がつかない──だけど何となく億おつ劫くうになった俺はそのまま寝たフリをしてやり過ごそうと試みてしまう。

　ところが。

「あれ……？　寝てるのかな……？　よーし、ていっ、ていていっ！」

　え、何してんのこいつ……手をくちばしの形にして俺の頭を突つつくって……。

　い、意味が分からん……そこまでして俺を起こす理由でもあるのか……？　大体そんな起こし方をする奴やつ初めて見たぞ……。

　愛すべき妹、逢あい花かですら布団ごと俺を床に蹴り落とす優しさは見せるというのに……。

　純粋にアホなだけなのか、それとも過去に頭を突けば人は起きるという経験を経ての行為なのか、いずれにせよこれで寝たフリは限界があるので仕方なく俺はゆっくりと顔を起こし目の前にいる女子生徒に目を合わせる。




「あ、やっと起きた！　おはよー」




「お、おはよう……」

　明るめの茶髪にふんわりとしたショートカット、パッチリとした目元に虎尾や北条と良い勝負をしているおつのぱいの大きさ……この子は──

「龍たつ田た……ひかり」

「お！　せいかーい！　下の名前まで知っているなんて光栄だねー！」

　北条といい最近はどうなっているんだ……よりにもよってあの龍田が俺に話しかけてくるなんて……一体どういう了見なんだよ……。

　と言うのも彼女、俗に言う所でもない、完璧なリア充少女なのである。

　女子のリア充といえば、の典型とも言えるバレーボール部に所属し、男女ともに交友の広いまさにリア充にリア充を混ぜて炒いためて追いリア充もしたリア充である。

　阿古とはまた違う気さくな性格をしており、教室の隅っこ暮らしをしているような生徒にも悪気なくちょっかいを掛けるせいで勘違いの末轟ごう沈ちんを繰り広げた男子生徒も数知れないのだとか。

　因ちなみに彼女の右肩付近に映る好感度指数は60％、殆ほとんど接点を作っていない俺にさえこの数値を叩たたき出すのだから惚ほれられているのだと勘違いするのも無理はない。

　まあ俺の場合は感情マークが見えるのでその心配はないが、実際彼女の感情は俺に興味を示しているだけでその気がないというのがはっきり分かる。

「ええとそれで……龍田は俺に用でもあるのか？」

「んーと……特別なにかあるって話でもないんだけど……」

　そうは言いつつも何かを思案している感じで前髪をくるくると巻きながら、しれっと俺の前の席に座る彼女。

　彼女の感情マークが何か悪巧みをしているような様子はないから、罰ゲームとかそういう類の悪戯いたずらではないのだろう──まあそんな悪戯をされるほど俺の好感度キープ術は甘いものではないのだが。

　それよりも背後から来る殺気が半端ないから早めに切り上げたい……。

「えーっと……じゃあまずは雅継くんって呼んでもいい？」

「いや……え……？」

「あれ……ダメかな？　うーん……じゃあまーくんとか」

「幼少期に親に呼ばれた以来だから何かやだ……」

「な……私でもまだ呼んでいないのに……まーくん、まーくん、まーくん……」

　そして後ろから聞こえてくる念仏がただただ恐怖でしかない、早く終わってくれ……。

「あのね、お互いの距離を縮めるのにアダ名は必要っていうのが私の持論だったんだけど……もしかして迷惑だった……？」

「め、迷惑じゃないけども……親しみが籠り過ぎているというか……」

「うーん……そう考えると意外にアダ名って難しいね……つぐまさ……さまつぐ、ぐつさま、まぐつさ、さまぐつ……つ、つ、つ……」

「しりとりかよ」

　このままだと俺の名前が原形を留とどめなくなりそうなので、ここいらで打ち止めにしておいた方が無難だと思った俺は真剣な表情で悩む龍田に割って入る。

「そうだな……雅継でいいよ、大体いつも下の名前で呼ばれることが多いしな」

「そう？　じゃあ雅継くんで！　私のことはひかりでいいよ！」

「いや、流石さすがにそれは……」

「え──もしかして嫌なの……？」

　露骨にシュンとした顔を見せる龍田──すげえぜこの子、ナチュラルでこんなことされたら絶対好きにしかなれんだろ……。

　まあ女子からするとあざと過ぎると批判される気がしないでもないが、我らが男子はこの純粋っぷりに籠絡されない方が無理という話である。

「あ、えっと、嫌ではないけども……いきなり下の名前で呼ぶのはちょっとさ……」

「……？　ああ！　それはそうかも！　……いやでも私が雅継くんを下の名前で呼んでるんだからおあいこじゃん、私もひかりって呼んでくれないとフェアじゃないよ」

「え、ええ……？」

　こ、これがリア充というものか……まさかここまでグイグイくる性格とは……。

　北条とは違う意味でやり辛づらい……これに悪意が無いというのは末恐ろし過ぎる。

「は？　ひかり……？　だったら私のことは朱雀って呼んで欲しい……でも雅継くんに朱雀とか呼ばれたら絶頂死しそう……ああ、でも呼ばれたい……」

　後ろは後ろでさっきからずっとブツブツ言ってるし……虎尾は基本教室でご飯を食べないから助けを呼ぼうにも──いや絶対来るわけないか。

　仕方ない……ここは俺の力をフルに使って乗り切るしか……。

「……いや、でもやっぱり駄目だ」

「えー？　なんでー？」

「男にとって女の子を下の名前で呼ぶっていうのはな……特別なことなんだよ」

「え！　そうなの？　でも友達とか私のこと皆下の名前で呼んでるけど」

「…………え」

　一瞬で論破された。

「こほん……言い方を間違ったな、身持ちの固い男にとっては、という意味だった」

「何かその言い方だと私の友達が皆軽いみたいでやだな……」

「……ごめんなさい」

　いや、実際軽いだろと言いたくなる気持ちをグッと抑えての謝罪、偉いぞ、俺。

　何というか、リア充の常識というのは俺の人生において一切通ることがなかったものなので、色々あれだな、面倒くせえな。

「でもそうなるとさ、雅継くんは男女のお付き合いは健全ってことなの？」

「ん……いや……あまり声を大にして言えるもんじゃないがまだそういう経験は──」

「えー！　そうなんだ、でも雅継くんってそんな悪い顔してないと思うけどなぁ」

「社交辞令として受け取っておこう。お前みたいに俺はコミュニケーションが得意でもないからな、話し上手は聞き上手っていうだろ？　そういう奴じゃないとモテないんだよ」

「へー、よく分かんないけど、でも私も彼氏とかいたことないよ？」

「は？」

　さらりと爆弾発言をした気がしてならんが、それは絶対噓うそだろ……いや確かに童の貞を貫く者はそういう見た目の割に実は──みたいなギャップ好きだけどね？

「おいおいいくら何でもそれは……無理して合わせる必要なんてないぞ？」

「ホントだってばー、告白されたことがないって言ったら噓になるけど……全部断ってたらいつの間にか誰にもスキって言われなくなったって感じ？」

「へえ……そりゃ意外だな、小さい頃に結婚を約束した人がいるとか、白馬の王子様がいつか迎えに来るとか、実はそういうメルヘンチックな性格なのか？」

「いやーそういうのもないかな、友達としては好きっていうのはあるけど、恋愛対象として誰かをスキになったことが今まで一度もなくって」

「ふうん……」

　みんなファミリーラブアンドピースイエーイみたいなアレな子なんだろうか、感情マークを見る限り噓を言ってるようにも見えないしな。

　しかしいつまでもダラダラと話し込んでいても変に注目を浴びてしまうだけで意味がない……後ろに鎮座致す北条がそろそろ暴動を起こしかねないし……。

　そう周囲から注目を浴びていないか見渡してみると──ふと一部の生徒達が熱心に話し合いをしていることに気づく。

　何だ……？　やけに真剣に話し込んでるな、それも用紙を広げて──

「うん？　どうかしたの雅継くん？」

　そういえばあいつ……今日も朝から一生懸命声を上げてビラ配りをしていたような……もしかして俺達と同じ廃部候補に上がっている生徒の一人……？

「えーっと……、もしかして生明あざみくんのことが気になるの？」

「生明……？　いや、気になるというか……やけに必死に話をしているなと思って」

「ああ……無理もないと思うよ、生明くんが入ってる部活は今回の部活動予算削減案で廃部の候補になっちゃったみたいだから……」

　ああやっぱりそうなのか、と思いつつもあまり今回の騒動を気にしているような風を見せたくなかったので、他人ひと事ごとのように話を続ける。

「それはまた……阿古の突拍子もない提案には困ったもんだな」

「阿古さんも阿古さんで大変だとは思うけどね、批判をしている人もいるみたいだけど、皆心の何ど処こかで納得をしているから、阿古さんを責め立てようとしないで必死になって条件をクリアしようとしているんだろうし」

「へえ、意外にまともなこと言うんだな」

「なにー？　もしかして私のこと馬鹿っぽいとか思ってたんでしょ！」

　ぷくりと頰ほおを膨らませて俺を小突いて来る龍田、い、いやそういう朗らかなやり取り好きだけど今後ろにいる人が暴発寸前だから勘弁して下さい死んでしまいます。

「雅継くんの言う通りあんまり成績は良くないけど、これでもちゃんと人のことは考えてるつもりなんだからねっ！」

　そう言って今度はずいっと顔を寄せてくる龍田に、俺は思わず顔を背けてしまう。

　そういう所が男を勘違いさせているのに気づかないのはどうかと思うけどな……。

「ま、まあ、そういうクラスメイトの事情にちゃんと気づいてくれるだけで俺だったら嬉うれしいけどな、中々出来ることじゃないぜそういうのって」

「ううん、それだけじゃ駄目、私が頑張って皆の部活の危機を救えるならそうしてあげるのが一番大事だと思うから」

　それは──まるで当たり前のように言っているが、高校生でここまで周りのことを考えて動こうとする奴は然そう然そういない、本当に正義感が強いというか、仲間想おもいなんだな。

　つい最近までの俺なんて、帰って何食って寝るかしか考えてなかったというのに。

「でもね、やっぱり小規模の同好会は皆阿古さんが提示した条件をクリアするのが厳しいんだって……だから私がリーダーになろうと思ってるんだけど──」

「リーダーねえ…………何の？」

「……聞いてなかったの？　体育祭のクラスリーダーだよ？」

　……体育祭？　クラスリーダー……？

「いや……あんまり記憶にないんだが、そもそも体育祭って十月じゃないのか？」

「もー！　雅継くんってばホームルームからお寝坊さんだったの？　今年から六月の開催に変わって、今日中にリーダーを決めて来週から種目決めをするって話してたじゃん！　ほら！　これが今年の予定表！」

　そう言われずいっと渡された体育祭のプログラムを手に取り内容を確かめる。

　朝は現代歴史文学研究会の廃部をどうやって阻止するか考えていたから聞いていなかったなんて口が裂けても言えない……ああ本当だ、今年から例年より早くなるのか。

「悪い悪い……あれ、でも待ってくれ、それが部活の存続と、お前がリーダーになるのと何の関係があるんだ？　こう言っちゃ何だが全く接点がない気が──」

「それを言われると私も返す言葉がないんだけど……実は噂うわさで聞いた話で──」

　あまり人に聞かれたくないのか、龍田は俺との距離を更に縮めて耳元で話してこようとするので、少しドキドキしながら耳をすませる。




「体育祭で優勝すると廃部を免れるかもしれないんだって」




「廃部を……？　何というか、無む茶ちや苦く茶ちや眉唾な話だな……」

「そ、それはそうなんだけど……でもやらないよりはやってみた方がいいでしょ？　直接聞いてないから分かんないけど過去の実例として存続した部活もあったみたいだし」

「そうだなぁ……」

　龍田の言うことには一理ある、だがそれで仮に優勝出来たとしてもそんな都合よく二年三組内で廃部危機にある部活が全て救われたりなんて話があるのだろうか。

　クラス全体の活躍なんてのは印象づける上で一番ボヤけてしまうやり方だ、それこそ廃部危機にない体育系の部活のお陰なんて言われた日には目も当てられない。

　どうせやるならもっとインパクトがあった方が良いに決まっている……龍田には悪いが、極端な話現代歴史文学研究会のお陰で優勝が出来たぐらいの──

「……あれ？　こんな競技一年生の時にあったっけ？」

「どれのこと？　────ああ、水泳だね、まだ正式には発表されてないけど、他校の体育祭と差をつけようみたいな理由で生徒会が決めたみたいだよ？」

「ほー、中々思い切ったことをしたもんだな生徒会も、でも目新しい競技っていうのはそれだけで注目されるしインパクトも──」

　──待てよ。

　まだ頭の中で上手うまく纏まとまっていないが……これなら二年三組を優勝させ、且つ現代歴史文学研究会として活躍出来るんじゃないのか……？

「…………」

「……？　雅継くんどうしたの？　急に静かになっちゃって……おーい」

「──ありがとうひかり、これならいい方法が浮かびそうだ」

「へえっ!?　え……？　う、うん……こ、こちらこそ……？」

　まさかこんな形で光明が見えるとは……、龍田には感謝しかない。

　だがこれには阿古に悟られないようにしないといけない上に、各所において協力をして貰もらわないといけない人が必要になってくる……。

　本当は慎重にやらなければならない所だが、もう体育祭まで一ヶ月を切っている。

　最も早はや一刻の猶予もないと考えなければ……。




　しかしこれなら、阿古を出し抜けるかもしれないぞ……！
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「雅まさ継つぐくんあけぶり！」

　週明けの月曜日、昼休みの時間。

　相変わらず部活勧誘や、予算削減案に対する反対運動が盛んな中、実際に作戦を立ち上げるのに必要なモノは何かと窓の外の景色を見ながら考えていると、今日も今日とて龍たつ田たが俺の目の前に現れ、前の席を占領する。

「あけぶ……？　何だそれ」

「お久しぶりって程でもないから週明けぶりってことで略して明けぶり」

「なるほど、近頃の若いモンは何でもかんでもすぐ略すんだな」

「……いやいや、雅継くんだって近頃の若いモンじゃん、何言ってんのさー」

「実はな……内緒にして欲しいんだが、見た目は大人頭脳は子供なんだよ」

「……え!?　本当に!?　えっと……じゃあその薬を飲まされちゃったの!?」

「え……いや、違うけど」

　そこは見た目は子供頭脳は大人だろうがって突っ込んで欲しいし、何なら見た目も子供じゃんウケるぐらいのことを言って欲しかったのだが。

　龍田は人の話を頷うなずきながら聞いてくれる割にどうやら話は全部聞いていない（理解していない）のに返答には全力というちょっと残念な子のようであった。

　まあ微笑ほほえましいやり取りなので訂正するつもりはないが、この性格な上に常に好感度指数が60％前後というのはやはり魔性でしかない。

「それで、今日は俺なんざに何の用があるんだ？」

「んーと……その、用事があるって程でもないんだけど……もしかして嫌だった……？」

「そ、そんなことはないけども……」

　やけに寂しそうな顔をするので俺はそれに押されて思わず否定してしまう。

　まあ含みのある言い方が引っ掛からなくもないが、もし本当に話をしたいだけなら今までこの純情さに一体どれだけの男子生徒が涙を流して来たというのだろうか……。

　だが好感度が分かる俺相手にはそうはいかない……先人の失敗と同じ道を歩まないことこそが俺に許された特権というもの……！

　俺はそんな顔しても動じないぞとばかりにこちらから冷静に話を振ってみせる。

「あー……そういえば体育祭、無事リーダーになれたみたいで良かったな」

「ん？　ああそうだね、とは言っても私以外誰も立候補しなかったから殆ほとんど自動的に決まっちゃったみたいなものだったけど……」

「削減案の話を考えれば責任が少し重いからな、龍田が率先して手を挙げてくれたお陰で責任のなすりつけ合いにならなかっただけ良かっただろ」

「それはそうだけど────あと雅継くん、龍田じゃなくてひかり」

　そう言ってじとりとした目で俺を見る龍田、う……愛すべき妹達であれば下の名前で呼ぶのも抵抗はないんだが……これは名前をなるべく呼ばないようにするしかないな……。

　そして主に背後から来る圧が半端じゃない、もし威圧だけで人を殺せるのだとしたら今頃俺は原形を留とどめていないだろう。

「でも、た──ひかりはさ、今回の体育祭、勿もち論ろん優勝を目指しているんだろ？」

「そりゃそうだよ、だってそうしないと大事な部活が無くなっちゃう人がいるんだよ？　私が努力して何か変わるならやれることは全部やりたいもん」

「……プレッシャーはないのか？」

「不安がないって言ったら噓うそになるけど、それで何もしなかったら絶対後悔するから」

「そうか……」

　龍田が所属しているバレー部は部員も揃そろっているし顧問だっている、本来は無理をしてリーダーやる必要など何処にもない。

　先週初めて話をした時から改めて分かったというか、確信をしたと言ってもいいが、彼女は見み栄えや体裁、損得勘定で動く性格ではない女の子だ。

　どこまでも純粋、悪く言えば馬鹿正直とも言えるが……作戦をより円滑に進める意味でもリーダーとなった彼女とは接点を深めておいた方がいいかもしれない。

「……ひかり、因ちなみにだが誰がどの種目に出場するとかってもう決まっているのか？」

「え？　ううん、それはまだ──一応放課後にクラスの皆に集まって貰って、それで決めようかなって思っているんだけど……」

「その出場種目を決めることなんだが……少し日程をズラせないかな？」

「うーん……出来なくはないけど、どうして今日は駄目なの？」

　首をかしげて不思議そうな表情を浮かべる龍田。

　一々動作が大おお袈げ裟さだなあと思いつつも、それが彼女の可愛かわいさを倍増させてしまうので何も言わずに見守っておくことにする。

「本気で優勝を目指すならひかりが中心となって早い段階で団結力を深めるのが大事な要素ではあるんだが──実は一番大事なのは情報なんだよ」

「情報……？　ウチのクラスのあの子が速いとかそういうの？」

「俺達のクラスの誰が足が速くて、どの種目に長たけているかなんてのは直接聞けば分かることだし、そこは問題じゃないんだ」

「うんうん……、そうなると他のクラスがっていう話になるね」

「そう、相手がどのぐらいの速さでどの種目に出場するのか、それが分かれば俺達が誰をぶつければ上位に入れるのか分かるだろ？」

「ホントだ……雅継くん凄すごいね！　それなら優勝も狙えるかもしれない！」

　まあ、はっきり言ってこれぐらいのことは誰しもが考えつくものだ、プロの選手だって対戦する相手の情報を事前に仕入れるなど常じよう套とう手しゆ段だんなのだから。

　だが、それをこんな片田舎の高校で誰が大真面目にやるのだという話である。

　それにクラスのリーダーによっては優勝は二の次で楽しく終えられればと思う奴やつもいるだろうし、言ってしまえば廃部寸前になっている部活の為ために一肌脱いでやろうと思う生徒がいるかどうかも怪しい。

　だがその点において龍田は違う。

　クラスメイトを助けたいと思うひたむきな意思に、情報という名の武器が入れば優勝への可能性はグっと近づくのだ──

「あれ……でも他のクラスの情報なんて皆簡単に教えてくれるかな……私達みたいに優勝を真剣に狙ってるなら絶対に教えないと思うんだけど」

「そこは無理に探る必要はないよ、例えばこのレースは誰が参加するの？　とか世間話をする感じで訊きけばいい、ひかりは友達が多いしそれを怪しむ奴もいないだろう」

「うん……分かった！　やっぱり雅継くんに相談して良かった！　ありがとう！」

「試合展開を左右しそうな種目をまた後で調べておくから、まずはそれに参加予定の生徒から当たって……って、やっぱり──？　えっ、あっ、ちょ、ちょっと……」

　彼女の言葉に疑問を抱こうとする前に、突然俺の手を握り、ブンブンと振り回す龍田。

　いやちょっと……流石さすがに人前でこれはかなり恥ずかしいんですけど……。

　しかしまあ、どうやら彼女との関係性を上手うまく深めることは出来たようだ。

　実際彼女の好感度指数は65％まで上昇し、感情マークも興味から信頼へと表情が変わっているし。

　これで表立った行動は龍田に任せ、その陰で俺は自由に動くことが出来る。

　全生徒のタイムをこの手に収めることが出来れば勝利の道筋は切り開けると言っても過言ではないが──龍田に頼んでおいて何だが恐らく彼女にそれは出来ない。

　何な故ぜなら、この作戦はより速いタイムで競い合って優勝を目指すものではないのだから……。

　だからこそ俺が動く──正直彼女の純粋な心意気を利用するのは心が痛まないでもないが……現代歴史文学研究会の平穏を守る為には仕方がないのだ。
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「ブンブンブン……と」

「……何をしているんですかね」

「何って、手を握って振っているのよ」

　そしてその日の放課後。

　現代歴史文学研究会に辿たどり着いた俺は、何故か北ほう条じように手を握られ振られていた。

「ほう……理由を聞こうか」

「雅継くんの手を握りたいという気持ちに理由なんか必要なのかしら」

「必要と言ったらどうなる」

「龍田さんばっかりズルいので私も手を握ります」

「さいですか……」

　相変わらず北条のノンストップスキンシップに、若干の慣れを覚えて来てしまっている自分が怖い。

　北条の継続は力なりをまじまじと見せつけられていると、椅子に座っていた虎とら尾おがまだあまりテンションが戻っていない顔のまま口を開く。

「あの……雅継殿、あれからもう一週間が経たとうとしておりますが、これから私達はどうしたら良いのでありましょうか……」

「うん？　もしかして予算削減案の件のことか？」

「それ以外に何があるというのでありますか……というかさっきから随分と悠長な気がするのですが、何かあったのでありますか？」

「龍田さんと宜よろしくやっているのは納得が行かないけれど、恐らくそのことで何か突破口を見つけたという所じゃないかしら」

　お世辞にも機嫌が良いという訳ではなさそうだが、腕組みをした北条が椅子に座りながらそう答える。

「龍田氏……ですか？　あの絵に描いたような美女リア充ガールと雅継殿が接点を持つなど考え難にくいのでありますが……一体どういうことでありましょうか？」

「虎尾の言うことも尤もつともだが、北条の言う通り俺は今とある理由で龍田と接点を持つようにしているんだよ、勿論、現代歴史文学研究会の存続の為にな」

「現代歴史文学研究会の存続の為……？　ま、雅継殿まさかあの条件を満たす方法を思いついたのでありますか!?」

　虎尾が慌ただしく席を立って俺へと詰め寄ってくる、まあ今の虎尾の精神状態じゃ何も考えつく余裕は無かっただろうから、逸はやる気持ちが抑えられないのも無理はない。

「まあまあ虎尾落ち着け、これから順を追って説明をするから」

「す、すみませぬ……し、しかし、あの条件の中では廃部を阻止するのはかなり難しいように思えたのですが……」

「──虎尾、仮に俺達が一番安全に条件をクリアするのだとしたら、何を選ぶ？」

「は、はて……？　まあ外部の介入を許してしまうのが一番困りますから、やはり条件二ではないかと私は思いますが……」

「そうだな、俺もそれが一番だと思う」

「で、ですが直近で成績を残せそうなものはないと結論が出ているではないですか」

「確かにそう思っていた……だが虎尾、実はこの期限内に唯一条件をクリア出来るかもしれないイベントがあったんだよ」

「イベント……ですか？　はて……何かありましたでしょうか」

　学校行事など参加することすら億おつ劫くうな虎尾にはもしかしたら記憶にも入れたくないようなことなのか、うーんと唸うなっていたが、暫しばらくして隣に座っていた北条がフォローに入る。

「体育祭ね、直近で考えられるイベントと言えばそれしかないわ」

「体育祭……？　そういえば今年から六月開催に変わったのでありましたっけ────ま、まさかとは思いますが、そこで活躍をして成績を残そうというのですか!?」

　驚きながらも何を言っているんだこいつと言わんばかりの眼まな差ざしを送る虎尾、その気持ちは分からんでもないが……と思いながらも俺は話を続ける。

「それが出来るかもしれないと言ったら、どうする？」

「何を言って……第一私共の中では体育祭の競技が得意な人はいないでありましょう」

「一応私は少しスポーツに自信はあるけれど……まさか雅継くんがその程度の可能性に賭けて作戦を立てているとは思えないし……」

　そう言いつつも北条は何かを察したのか、腕組みをしながら思案をしている風だったが、虎尾は感情マークごとはてなを浮かべているような顔をする。

「わざわざ体育祭で廃部を免れようとするなら何かそれに付随する話がないと意味がないわよね……龍田さんと話をしていたことから推察すると──学年内で優勝すれば廃部を免れたという事例でもあったという所かしら」

「お、鋭いな北条、実際その通りで過去にそういう出来事があったみたいなんだよ」

「それは……またとないチャンスに聞こえなくもないですが……クラスで優勝するだけで現代歴史文学研究会が存続するのですか？」

　落ち着き無くそう話す虎尾に同調するようにして北条も続く。

「そこなのよね──……雅継くん、体育祭のプログラムとかあったりしないかしら」

「あるよ、ほらこれだ」

　北条は俺からプログラムのコピーを受け取るとその内容に目を通す、するとやはり察しがいいのか彼女は『水泳』の文字に気づくと、ああ、と声をあげた。

「成る程……これなら阿あ古こさんを出し抜くのも出来なくはないかもしれないわね……でも──本当にそこまでやるつもりなの？」

　その訊き方だとまさかこの作戦のその先まで気づいているのだろうか……もしそうなら北条には訊かなければならないことが出てくるが……。

「ま、誰もがやるような方法だと簡単に気づかれちゃうだろ？　普通じゃやろうとも思わない方法だからこそ上手うまくいく可能性が上がるってもんだ」

「それはそうだけれど……」

「あ、あの……まだ私はさっぱり意味が分かっていないのでありますが……どうやって体育祭で優勝をした上で私達が活躍するのでありますか……？」

　不安の表情を隠せない虎尾に対して、北条がちょいちょいと自分の近くに来るように促すので、虎尾は椅子ごと彼女の近くまで寄っていく。

「ほら虎尾さん、これ見れば大体何をするつもりなのか分かるんじゃないかしら」

「はあ……プログラムなんてどれも大して変わらない気がするのですが────ああっ！　も、もしかして水泳でありますか……？」

　驚嘆の声を上げた虎尾がそう言うので、俺は少し自慢げな顔を見せる。

「その通りだ、体育祭で活躍をすれば廃部を免れるというのであれば、水泳は絶好の競技だと思わないか？」

「た、確かに……我々には北条殿という最強の水泳経験者がいるではありませぬか……し、しかし北条殿は構わないのでありますか……？」

「？　どういうことかしら」

「そ、その……もう水泳はやりたくないのではないかと……」

　虎尾が少し気まずそうな声で北条に対して伝える。

　そこに関しては実は俺も危惧をしている面ではあった。本来なら水泳を続けていることが当たり前とも言える北条が、唐突に辞めてしまったというのであれば、いくら俺の発案なのだとしても水泳には拒否反応を見せるのではないか……と。

　直接訊くのは俺も虎尾も中々出来ないことだったので、俺達は少し恐々とした気持ちになっていたが、特に表情を変えない北条は虎尾の方へ顔を向ける。

「そうね──正直に言えば水泳自体は好きかと言われると好きではないわ」

「や……やはりそうでありますよね──」

「でも」

　と、落ち込む虎尾の手を取って優しく握りしめると、こう続けた。

「それで誰かを救えるのなら話は別よ」

「ほ、北条殿……！」

「雅継くんと虎尾さんを助ける為になるというのなら尚なお更さらね、だから私に出来ることなら何でも協力させて頂戴」

「あ、ありがとうございまする……」

　良かった──これでピースは着実に揃そろいつつある、まだやらなければならないことは色々残っているが、そこは俺の役目であり、俺がやらなければならないことだ。

「北条、俺からも感謝するよ、本当にありがとう」

「雅継くんのお願いなのだからこれぐらいお釣りが返ってくるぐらい安いことよ──でも私一人がどうにかなっても、クラスが優勝するのはまた別の話だと思うのだけれど」

「あ──それはそうでありますな……」

「そこはまだ俺自身確証を持っていない部分があるからはっきりとは言えないんだが……龍田が重要な役割を担うことにはなるだろう」

「龍田さんは確か体育祭のリーダーになっていた筈はずよね、優勝を狙うのであれば彼女と協力するのは間違いではないと思うけれど……頼りになるのかしら」

　北条にしては珍しく毒づいた発言をするが多分俺が龍田とのやり取りをしていることに対して不満を抱いているだけだろう、いずれそのことに関しても説明をしていかなければならないことになるが──ともかく。

「いずれにせよ計画は順調に進んでいると言ってもいいだろう、だから虎尾もいつまでも落ち込まなくていいんだぜ？　部長は部長らしくドンと構えていればいいんだよ」

「……そうね、虎尾さんに落ち込んでいる姿なんて似合わないもの」

「雅継殿……北条殿……そ、そうでありますな！　私のせいで士気が下がってもいけませぬしな！　逆境の時こそ明るくなりませねば！」

「そうそう、阿古を見返すためにもここはビシっとな」

「では、ここは一つこの計画に名前でも付けて盛り上げるのはどうでしょうか！」

「え？　な、名前をか……？」

　虎尾が元気になってくれたのは良かったが、まさかこの計画に名前か……。

　体育祭で優勝し、水泳で活躍をして現代歴史文学研究会を存続させる計画……ううん。

「現代歴史文学研究会廃部阻止計画……とか」

「生徒会撲滅大作戦とか……でありますかな」

「いくら何でも直球過ぎるな……もう少し秘密な感じがあってもいいかもしれない」

「ドキッ！　雅継くんだらけの大運動会～ポロリもあるよ～とかどうかしら」

「シンプルに気持ちわりいわ」

　しかも何ど処こに秘密要素あんだよ、お前の願望が詰まり過ぎだわ。

「ふうむ……オペレーション……オペレーションＭとかどうでしょうか？」

「オペレーションＭか……悪くはないがＭってどういう意味なんだ？」

「え、ええと……響き自体は受け売りでしかないのでありますが……ＭはメリクリウスのＭという意味で採用をしたのでありますよ」

　メリクリウスって何かの神様だった気がするが、大体ソシャゲのガチャとかでよく出てくるキャラでしか印象が無いんだよな……。

　なのでその意味を分からずにいると北条がポンと手を叩たたき綺き麗れいな音を鳴らす。

「成る程、メリクリウスはヘルメスとも同一視されるものだし、トリックスターとしての側面も持っている……私達の作戦が最終的に良い結果になるようにと意味を込めたのね、私は凄すごくいいと思うわ」

「そうであります！　それにヘルメスは体育や競技の神様とも言われておりますので、体育祭において縁起も良いのではないかと思いまして──」

「お前ら詳しいな……うん……？　でもそれならＭじゃなくてＨで良くないか？」

「あ、ええと……それは──」

「何を言っているのかしら、Ｍには一番大事な意味が込められているじゃない」

　口籠る虎尾に対してやけに自信たっぷりな表情を浮かべる北条に、どう考えても嫌な予感しかしないと思っていると、北条は続けざまにこう言うのだった。

「そんなの雅継くんのＭに決まっているでしょう？」

「ええ……噓うそでしょう……？　じょ、冗談だよな……？」

　そこは何とか否定して欲しいと虎尾を見るが、少し恥ずかしそうな顔をしてそっぽを向く虎尾を見る限り、恐ろしいことにそれで間違いないようである。

　え……？　まさかこれで決定なの、えっ？
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「……ん？　おー雅継ちゃんじゃねえの」

　新校舎と旧校舎の間にある中庭。

　そこの隅に設置された教師専用の喫煙所で、神か奈な川がわはベンチに座って呆ほうけていた。

　オペレーションＭ（俺としてはまだ納得はしていないけど）を成功させる為ために核となる情報、即すなわち学年全員の体力測定のタイムを手に入れる為、俺は彼女の元を訪れていた。

「神奈川先生、こんにちは」

「雅継ちゃんから私の方に来るなんて珍しいこともあったもんだな、どうだ学校生活は楽しいか？　因ちなみに私は全然楽しくない」

　どうして俺のことを雅継ちゃんなどと呼ぶのか甚だ疑問に思うだろうが、これもまた神奈川特有の生徒との距離感という奴やつで、敢あえて自分のクラスの生徒に関しては下の名前で呼ぶようにしているのである。

「俺はそこそこですかね、先生はどうして楽しくないんですか？」

「だってよー、もっとこう教師ってのは出会いがあると思ってたのに全然ないんだよなぁ、オッサンとかオバサンばっかりだぜ、私もそこまで落ちぶれてないっての」

　神奈川はそうボヤくとまた煙草たばこに火を点つけ、「文豪が愛した味は最高だな」と呟く。

「はあ……」

　本当に節操がないというか、だらしない人だなと思わずにはいられないが、神奈川が担任であるお陰で割と自由に動けている面もあるのであまり偉そうなことは言えない。

「……そういえば先生って何で国語の教師になろうと思ったんですか？」

「えっ？　私が国語の教師ってのが変って言いたいのか？　やっぱりそうなのか？」

「いや、全然そんなこと言ってませんけど……まあ、そのジャージ姿ですと体育の教師と思われても仕方がないとは思いますけど」

「いやー、前もさ合コンで『国語の教師やってまーす！　テヘペロ☆』って言ったら『世も末だな』って言われたんだよね……『子供の未来が可哀かわい想そう』とも……酷ひどすぎね？」

　多分それはその年でぶりっ子で行こうとしたあなたに問題がある気がするんですが、と言いたいがこれ以上傷つける訳にもいかないので黙っておく。

「あーもう、教師と生徒の禁断の恋的な感じでも行くしかないんじゃねえかな……、ホラ私って意外と生徒には人気ある方じゃん？」

「それ自分で言います？」

「でも最近って物騒だからな……教師が生徒に手を出すと即捕まる時代じゃん？　教師と生徒って大人の恋を子供に教えちゃう的な背徳感があるのにいつの間にか逆転して……生徒から教師への主従関係……あれ？　それもアリか……？」

「国語って難しいですね」

「えーっとそれでなんだっけか、私と付き合うにはどうしたらいいですかみたいな話をしていたんだっけか？」

「いえ、教師になった理由ですが」

「え……？　あー、あれだ、教師と牧師ってパッと見たら漢字が似てるだろ？　本当は牧師になりたかったんだよ」

「は？」

　やべえぞこの教師、相当アホなのかもしれない。

「ホラ、懺ざん悔げをしに来た男を許すだろ？　そこからこう恋に落ちていくというか、そういうのがやりたかったんだけど、人生上手うまくいかないもんだな」

　脳みそが解けているというより最も早はや脳みそがバターロールで出来てるなこの人。

　我がクラスの担任がヤバいという事実が無駄に発覚してしまったが、それでも神奈川の好感度指数は特に大きな変動を見せていない、寧むしろ感情マークは怠惰な表情から少しご機嫌にまでなっている。

　これなら多少強引に話を持っていっても大丈夫そうか……？

「神奈川先生、実は折り入ってご相談があってここに来たんです」

「相談？　ほう、雅継ちゃんが私と婚前契約をしたいとかそういう話か？」

「残念！　ハズレ！」

「え、じゃあもう話聞く必要ないじゃん」

「なんでやねん」

　冗談抜きで反面教師の為に教師をやっているんじゃないかと言いたくなるぐらい無む茶ちや苦く茶ちやな人と思わずにいられないが……ともあれ。

　俺が神奈川のことを何も調べずに来ていると思ったら大間違いである。

　何な故ぜならダメ女としてのさらなる秘密を知っているのだからな……。

　俺は壁に凭もたれるようにして一度髪を搔かくと神奈川の方へ再度視線を送る。

「──先生は確かギャンブルがお好きでしたよね？」

「ん？　ああそうだな、昨日も閉店一時間前に飛び込んで三万はスッた」

「……しかも何でも教師の皆さんともあまり公に出来ないこともしているとか」

　その踏み込んだ言葉に、神奈川は一瞬険しい顔を見せる。

　流石さすがにまずいか……？　とも思ったが、好感度は特に変動することなく、彼女は何本目かも分からない煙草たばこに火を点つけるとふっと乾いた笑いを出した。

「おいおい雅継ちゃん……、おかしなことを言うもんだな、私達は勝敗に応じて景品を交換しあっているだけの話さ、一位になったら焼き肉を奢おごるとか可愛かわいいものだよ」

　噓つけ、ここ最近朝のホームルームからご機嫌斜めに突拍子もなく数学教師を名指しで批判している人が何を言っとるんだ。

「なるほど……ということは今回の体育祭においても、そう言ったお話は進んでいると考えさせて貰もらってもいいということですね？」

「んあ……？　まーそうだなあ、まだ企画段階ってとこだから実際にやるかどうかは決めてはいないが、多分やることにはなるだろうな」

　ある意味公営だしセーフだろ、と神奈川。

　公営ってそういう意味で使うもんじゃねえから。

「つっても今年は各クラス実力が拮きつ抗こうしてるなんて噂うわさもあるし、あんまり旨うま味みがないというか……今月も給料日まで金ないし……あまり乗り気じゃないんだよなあ……」

「神奈川先生、実はそれについてなんですが……」

「ん？」

　俺は身体からだをかがめて神奈川と目線を合わせると、周囲を確認してから耳元で囁ささやく。

「──必勝法があると言ったらどうしますか？」

「はあ？　……ぷっ、はははは！　おいおい雅継ちゃん、ふざけたことを言うもんじゃないぜ、いくら私でも甘い話なんて無いことぐらいは分かっている」

　あんまり大人をからかうもんじゃねえよ、と神奈川は言うが、それに対して俺は肩を竦すくめると少し嘲るような態度を取ってみせる。

「神奈川先生……分かっていないですね」

「……何？」

「甘い話はですね、舞い込んでくるものに乗っかっているようじゃ駄目なんですよ、僕は最初に相談があると言いましたよね？　つまり僕は甘い話をしているのではなく甘い話を作りませんかと言っているんです」

「なん……だと……？」

　神奈川の感情マークは先程とは打って変わって俺に対して強い興味を見せている、よし問題ない……あとひと押しすれば──

「先生、もう搾取される側になるのは止やめにしましょう、今度は先生が搾取する側になるんですよ、そして僕達ならそれが出来る」

「！」

　神奈川は俺の言葉に押されるようにして突然立ち上がると、煙草の火を消し、鋭い眼光を俺に送りつける。

　そしてこれ以上ないキメ顔を作り、こう言うのだった。

「よし、用件を聞こう」

　ちょろい。

　いち生徒の馬鹿げた話に好感度を58％まで上げてくるとは……教師を抱き込むなら神奈川しかいないと思っていたが、こうも簡単に乗っかってくるとは──

　だがこれで必要な情報は全て彼女から入手することが出来る、この勝負、貰ったな。

　ありがとう神奈川、フォーエバー神奈川。
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「──それで、五組はこんな感じで、六組はこんな感じかな」

　明くる日の放課後。

　虎尾と北条が先に現代歴史文学研究会へと向かった後、俺と龍田は教室で体育祭について今後の方針を含めて話をしていた。

　二人きりで話をしたいという龍田の相変わらずの勘違いさせちゃう発言に、北条が気が気ではない表情を見せていたので後で釈明をしないと不味まずいことになりそうだが、俺もあまり目立つ行動はしたくなかっただけに、彼女の申し出は助かるものではあった。

　そんな訳で何とも青春チックな雰囲気漂うシチュエーションの中、話を続ける。

「ふむ……大方予想通りといった所か、重要になってくるのは終盤で立て続けにあるリレー種目だからな、ここに脚力自慢の生徒を入れるのは当然と言えば当然の話」

「でも雅継くん凄すごいよ……まだ私が何も言っていないのにこの生徒はこのレースに参加してくるって分かってるんだから……藤ふじヶ丘おか高校ってスポーツも強いから実は雅継くんも結構興味あったりするの？」

「ん……まあそんな所だな、スポーツを見るだけなら割と好きではあるよ」

　本当は神奈川に体力測定のデータを盗んできて貰ったとは口が裂けても言えない。

　まあこちらとしては好都合なのだが、神奈川の教育者としてのプライドが微み塵じんもないのには将来に不都合しかない気がする。

　しかしかなり一部ではあるが、龍田が友人から得た情報と合わせると足の速い生徒は重要な種目やポイントの高い種目に充てがうといった当たり前のことしかしていないな。

　肩透かしな気もするが、所詮はこんなものと言った感じか。

「パッと見た感じだけど二年三組が優勝出来る可能性って結構あるかもしれないね……ウチのクラス結構運動部の所属の人多いから」

「そうだな、順調に行けば三位以内に入るのはそれほど難しくはないと俺も思う」

「ライバルになりそうなのは一組と六組かな……？　確かサッカー部とか野球部、陸上部も何人かいたと思うし」

「混戦にはなるが、他の競技で競り勝つだけの地力は俺達のクラスにもある、出来ることなら全種目で勝ちきりたいが、そこは出場種目を決める時に話し合おう」

　なんて気前のいいことを言ってはいるが、あくまで俺達は現代歴史文学研究会が活躍出来る形を作らなければいけないのである、他のクラスがこんな速い生徒ぶつけてくるならこっちはもっと速い生徒をぶつけようなどと言っているようでは、オペレーションＭを遂行する意味など何ど処こにもない。

「うーん、そうなるとやっぱり新種目で追加された水泳は重要になってきそうだね、こればっかりはまだ他のクラスも決めきれていないみたいだし……」

「足が速くてどうにかなる種目でもないからな、でもあんまり気にする必要もないと思うぜ？　水泳が突出して強いクラスなんていないと思うし、多分ポイントはバラけることになる筈はずだ、それに何より──」

「私達には北条さんがいる……だね」

「彼女の水泳での実力はかなりのものみたいだからな、最終局面で一位が取れれば大きなダメ押しになる、優勝の可能性はグッと上がるだろうな」

「ふー！　……あはは、何か安心したら気が抜けちゃった」

　ずっと緊張した面持ちで喋しやべっていたからか、口から空気が抜ける音と共に椅子からズルズルと身体を落とすとにへっと龍田は笑ってしまっていた。

「おいおい、まだ何も決まってないのにそんなんで大丈夫か？」

「いやー……口ではあんな風に言ってたけどさ、本当に自信が無かったから……私って根拠も無いのに出来るって言っちゃうことが多いんだよね」

「そりゃまた随分と無鉄砲だな」

「えへへ……でもそれで上手うまくいってたからかな？　──ただ今回ばかりはそれじゃいけないと思って……だから雅継くんに相談して正解だった」

「──うん？　前も思ったけど……何だかその言い方だと初めからそのつもりで俺に話しかけてきたみたいに聞こえるんだが」

「あっ！　えっ、えっと……その、騙だますつもりはなかったんだけど……ほんとのこと言うと最初から雅継くんにサブリーダーになって貰おうと思っていたの」

　噓うそをついたみたいになってごめんね！　と手を叩たたいて頭を下げる龍田。

「いや……別に何も噓はつかれてないけど……どうしてよりにもよって俺なんだ？　友達だっていっぱいいるんだし、わざわざ俺である必要は無かったと思うんだが……」

「それは……雅継くん優しいし、頼りになると思ったから……かな」

　優しい？　頼りになる？　俺が？

　普段から当たり障りのない関係性しかクラスメイトと築いていないこの俺を見ていれば、一番思いつくことのない言葉な気がするんだが……。

　ましてや龍田となんて話し掛けられるまで殆ほとんど接点なんて無かったと言ってもいいのに、どうして優しくて頼りになるなどという結論に至ったのだろう……。

「優しいなんて誰でもそうだと思うけどな……寧むしろ俺なんて大したことないだろ」

「そんなことないよ！　雅継くんの場合はただ優しいだけじゃなくて自然な優しさなの！　細かい所に気が利くというか、痒かゆい所に手が届くというか……」

　危うく誰が孫の手やねんと突っ込みそうになる。どういうつもりか知らないがやけに俺の評価が高いな……好感度から考えればそれぐらい言われてもおかしくはない数値ではあるが、こそばゆい感じがして気持ちが悪い。

「ほ、ほら、虎尾さんにも、前もジュースを溢こぼしちゃった時にすぐに自分のタオルで拭いてあげてたし……そう！　雅継くんの優しさは押しつけがましくないの！」

「は、はあ……」

　どれだけ優しさの押し売りをされたらそんな捻ひねくれるんだよ……と思わなくもないが、よく考えると龍田はその美貌と、持ち前の性格で常に周りには彼女を狙う男子がいる。

　……もしかしたら鬱陶しいとは言わないまでも、されたら困るような優しさに触れ過ぎていてそういうことに敏感なのだろうか。

「……ん？」

　というか……虎尾がジュースを溢した時の話って、丁度誰かから視線を感じる気配があった時期のような……もしかしてその正体って龍田だったのか……？

　推測ではあるが龍田は知り合いではない生徒で参謀となる存在を探していて、それで俺を見つけて動向を観察していた……そう考えれば説明はつく。

　ただそうなるとわざわざ俺を見定めていたということに……純粋なお馬鹿ちゃんなのかと思っていたが意外に強したたかな奴やつだったとは……。

「と、兎とも角かく！　雅継くんなら大丈夫かもって思ったの！　それに実際話してみたら私より全然頭も良いし……雅継くんを信頼しているのは噓じゃないからね！」

　そう言って顔を赤くしながら俺をバシバシと叩く龍田、どうやらこれ以上この話はしたくないという意思表示みたいなのでそろそろ話を切り上げるとしよう。

「わ、分かった分かった、ここまで来たら俺だって最後まで協力はするから心配するな、取り敢あえず今日はこれでお開きにしよう、時間も時間だしな」

「え、う、うん──あ、そうだ、雅継くんは何か出場したい種目とかあったりする？」

「種目？」

　あー……そう言えばオペレーションＭをどう作り上げるかばかりに意識が行ってしまって、肝心の自分のことについては何も言っていなかったな。

「んー……これといって出たい種目はないし、適当に空いている所に埋めてくれればそれで──あ、そうだな、何なら水泳種目に入れてくれてもいいぜ」

「全然いいけど……何で水泳種目なの？」

「ほら、北条が活躍してくれれば優勝が決まってるようなものだし、それならプレッシャーもないだろ？　確か一人三種目ぐらいは出場しないと駄目だったと思うし、それなら一つが水泳ならクラスにかかる負担が減るしな」

「そっか……オッケー分かった！　じゃあ優先して雅継くんだけ水泳と、後は空いている種目に入れておくようにするね！　えっと、あの、その──」

「？」

　何やら急にモジモジとした表情をしながら俺のことを見つめる龍田、その恥ずかしそうにする態度が妙に可愛かわいくて思わずドキッとしてしまう。

「雅継くん、色々助けてくれて本当にありがとね、絶対私一人だったらダメだった」

「──な、なに言ってんだよ、お前は友達も多くて人望も厚いから俺じゃなくても誰かが助けてくれたよ、それがひかりのいい所なんだから、もっと自信を持っていいと思うぜ」

「うん……ありがとう、じゃあまた明日ね！　ばいばい！」

「ああ、また明日──」

　そうして龍田は教室を後にし、部活の練習のため体育館まで走っていく。

　ふう……と息をつき、俺はオレンジ色に染まった校庭に目をやった。

　思った以上に好感度の伸びは悪くない、70％に迫る勢いなのは少し想定外だが。

　ともあれこれでオペレーションＭの前段階は済んだと言っていいだろう、後は詳細な所まで詰めていけばじきに計画は完成にまで到達する。

[image: ]

　思いの外簡単に進んでいることに自分の才能が怖くなる……このまま順調に進んでくれればいいのだが。
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『位置について、よーい──』

　それから三日後。

　程なくして二年三組のクラスメイトが出場する種目の簡単な枠組みが決まり、授業の代わりとして初めて体育祭に向けた練習が行われた。

　この体育祭で優勝することは即すなわち部の存続を意味するということ、一部の生徒は目をギラつかせ、わざと遅く走ったり、騎馬戦で手を抜くなどして牽けん制せいを図り続ける。

　既に高度な情報戦は始まっているのだ、ここでバカ正直に実力を見せることは即ち死でしかない、実力が衰えているフリを見せることもまた、実力の内である。

　そう、絶対に負けられない戦いがそこにはあるのだ。

「ひっ、ひっ、ひっ、ふぅ～！　ひっ、ひっ、ひっ、ふぅ～！　ひっ、ひっ、ひっ……グフォ!?　ゲホッゲホッ……！　お、お……オエ～～～～～～～～～！」

「雅継殿って出産間近でしたかね」

「産まれる方向とは逆から違うものは出た気はするけれど、大丈夫かしら……」

　そんな大事な体育祭の練習で、何な故ぜか俺は[image: 200]メートルを全力疾走し、何故か最下位となり、そしてゲロを吐き散らかしていた。

　龍田め……確かに俺は水泳以外は空いている競技で構わないと言ったが、それは障害物競走とか、大玉転がしとか、その程度のモノだという意味だったというのに、何でよりにもよって[image: 200]メートル走なんてものを──

　いや……でも、そういう速さを必要としない競技の方こそ人気が集中するものなのか……？　脚力に自信のある奴は花形の競技に出るが、自信のない奴は地味な競技に走るのは当然といえば当然のこと……。

　寧ろこういう中途半端に負担のある個人種目こそ敬遠される……まさか計画が順調なのに胡座あぐらをかいて大事なことを忘れてしまうとは……。

　しかし時すでに遅し、俺はフラフラになりながら二年三組のいるエリアに戻ると、三角座りで俯うつむきそこから一ミリも動けなくなる。

「……そもそもさ、何で人間って走る機能が付いているんだろうな……」

「は？　いや……他の動物にも付いている機能かと思われますが」

「走るって行為はさ、時間を短縮する以外に何の意味もないだろ……この交通手段が発達した現代においてそろそろ走るという行為は退化していいと俺は思う……」

「雅継殿があまりの辛つらさに訳の分からないことを……」

「あー……皆走るからダメなんだよ、皆歩けば世界は平和になるんだ、そうだ皆歩けばいい、というかもう走ったら逮捕とかいう法律を作れ」

「これはもうダメみたいでありますね……」

「仕方ないわね、ここは私が雅継くんを保健室に──」

「雅継くん大丈夫!?」

「──ってい」

　俺があまりのしんどさに自分でも何を言っているのか分からない状態になってしまっていると、龍田と思われる声の主が俺の近くまで駆け寄ってくる。

「え……？　ああ大丈夫大丈夫……全然まだ本気とか出してないから……」

「いやいや！　凄すごく顔色悪いよ……神奈川先生！　雅継くんの調子が悪いみたいなので保健室に連れて行っても大丈夫ですか！」

「ん？　ああ、普段運動をしてないから酸欠にでもなったんだろう、ここで倒れられても困るしさっさと連れて行ってやれ」

「分かりました！　雅継くん立てそう？　ほら私の肩に摑つかまって……」

「うーん……頭痛が痛い……」

　どうなっているのかよく分からないまま、龍田に支えられながら重い身体からだを起こすと、そのまま保健室の方角へと歩いていく──

「……あの、北条殿……雅継殿と龍田氏は──」

「……抜かったわ」

「えっ」

「雅継くんの計画の為ためにある程度許容してしまっていたけれど、雅継くんの魅力を考えれば彼女が堕おちるのは時間の問題だったのよ……」

「い、いや恐らくまだそういう雰囲気ではないと思うのですが……」

「甘いわ虎尾さん……ほんの少しの油断が現実では命取りとなるのよ、手遅れになる前に手を打たないと雅継くんの貞操は一瞬で奪われてしまう……」

「そ、そういうものでありますかね……？」

「高校生の欲の強さを侮ってはいけないわ──じゃあ虎尾さん、私は今から体調不良になるから保健室まで運んで貰もらっていいかしら」

「い、いや何を言って──噓でありましょう……もう倒れているではありませぬか……」

『……ん？　お、おい！　北条様が倒れておられるぞ！』

「え」

『きっと炎天下で貧血の症状が出てしまわれたんだ……』

「い、いや季節的にまだそこまで暑くないと思うのでありますが……」

『神奈川センセー！　北条様のお身体が非常に優れないようなので保健室にお運びしても宜よろしいでしょうか！』

「はあ？　何だ今日はやけに体調不良の奴が多いな、まあいい、さっさと連れて行け」

『よし！　北条様をお運びするぞ！』

『おい馬鹿言うな！　そんな気安く北条様のお身体に触れていい筈はずがないだろ！』

『し、しかしこのままでは……』

「あ、あの……」

『ちょっと男子！　もしかして北条さんに触れるチャンスとかそんな疚やましいことを思ってるんじゃないでしょうね！』

『ば、ばばば馬鹿言うな！　俺達『北条様を見守り隊』がそんな下品なことを考える訳ないだろ！　ＹＥＳ北条様！　ＮＯタッチが信条なんだよ！』

『何言ってんだか……そんな親衛隊みたいなのを作ってる時点でどうかと思うけど』

『な、何を～！　い、言わせておけば……！』

「あ、あの！　ちょっと！」

『ん？　どうしたんだよお前、急に大きな声を出して』

「北条殿……もういないのでありますが……」

『え』
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「症状は軽いみたいだから、暫しばらく安静にしておけば大丈夫だって」

「ああ悪いな……わざわざ保健室まで連れてきて貰って……」

「大丈夫だよ！　いつも雅継くんにはお世話になってるから、これぐらい全然」

「つってもお前もまだ出場予定の種目があるだろ、俺も体調が良くなったら戻るから、もう先に行ってくれていいぞ」

「うん分かった──でも無理はしちゃダメだからね？　じゃあまた後で！」

　そう言うと龍田は腕の振りの割に進まない小走りで、保健室から出ていく。

「ふう……」

　あんまり運動をしていなかったとはいえ、まさか[image: 200]メートルを全力疾走しただけでこのザマとはな……流石さすがにちょっと情けなくなる。

「……疲れたしちょっと休むか──」

「じゃあ私が癒やしてあげましょう」

「いや今はちょっと────ってぬおおっ!?　怖いっ！　ただ純粋に怖いっ！」

　何ということでしょう、さっきまで俺しかいなかったベッドの中に、いつの間にか北条が潜り込んでいるではありませんか。

　いつぞや布団の中なら安全という概念を覆したホラー映画があった気がするが、何でそれを平然とやってのけるかねこの人は……。

「ほ、北条……いつの間に潜り込んでんだよ……というか予行練習は──」

「あら、私が絶好の夜よ這ばいのチャンスをみすみす逃すとでもお思いかしら」

「病人に付け込むにしてもやり方が下手へた糞くそ過ぎる」

「まあそれは冗談として、どうやら龍田さんとは大分よろしくやっているようね」

「は？　いや……待て待て、作戦を成し遂げる為には龍田との関係性は必要だって北条も分かっているだろ？　二年三組を統括しているのはあくまで彼女なんだからさ」

「勿もち論ろん分かっているわ、だからこれは怒っているだとかそういう話ではないの」

　いやまあ……その通りというか、実際北条の好感度は全く下がっていない……寧むしろベッドに二人という状況に好感度は上がっているぐらいだし……。

「というかこの状況ってまるでピロートークみたいね」

「会話に一貫性なさ過ぎない？」

「別に私は龍田さんといい関係になったとしても構いはしないのよ、その程度で諦める程雅継くんに対する愛は安いものじゃないもの」

「それは……そう言われると悪い気はしないけども……」

「要は私が雅継くんを愛しているという構図が変わらないのなら極端な話それで満足はしているし──でも女の子だから嫉妬ぐらいはしてしまうの」

　今こいつ、さらりと凄いことを言ったな。

　てっきり私はどうなろうとも常に一番になれる自信があるから心配していないとでも言うのかと思っていたが……。

　恐らくそういう意図もあるんだろうけど、自分がスキだと思っている人への想おもいが変わらないならそれでいいって、何気に無む茶ちや苦く茶ちや難しいことじゃないのか……。

　いや違う、だからこそ北条は好感度指数が[image: 120]％なのか……。

　これはもう完敗と言う外にない、もし北条が水泳という舞台を降りてまで俺を探しに来たというのであれば尚なお更さら、彼女からは逃げられないのだろう。

　何なら北条朱あや雀りはそういう女の子だと、腑ふに落ちたまである。

「……いや俺が悪かった、そういう気持ちにさせたことは謝るよ」

「あら、別に謝る必要はないのよ、嫉妬をしない女の子なんていないもの」

「ええといや、それだけじゃなくて──」

「？」

「──まあいいや、因ちなみにさ……こんなこと訊きくのもあれなんだが……北条のゴールって何になるんだ？　その……恋人になりたいとか、結婚をして夫婦になりたいとか、年老いても一緒に手を繫つないで笑っていたいとか……そういうのがあるだろ？」

「そういうシュールストレミング並にクッサクサの、グラブジャムンみたいな甘々な次元で私が妄想を繰り広げていると思っているのだとしたら、舐なめられたものね」

「これでも大分恥ずかしいのを抑えて言ったのにこの仕打ちよ」

「そうね……最終的には雅継くんと混ざり合って宇宙になりたいかしら」

「何その概念」

　割と大真面目に訊いたのにこうもひらりと躱かわされては気恥ずかしいったらない、何だろう北条なりの仕返しという奴やつなのだろうか。

　しかしそんな俺の様子を見て彼女は優しく微笑ほほえむとこう続けるのだった。

「でも結局の所、こうやって雅継くんと毎日話が出来ることが、一番幸せかしら」

「えっ……あ……お、おう……それは良かった……」

　何をサラっと言ってくれてんだよ……こっちがおかしくなりそうだわ。

　そんな風にして彼女の圧倒的好感度力に押されっぱなしでいると、北条がようやく俺の寝ているベッドから出てゆっくりと立ち上がる。

「さてと、そろそろ保健の先生も戻ってきそうだし、私もベッドに戻るとしようかしら」

「お前……仮病を使って保健室に来てたのかよ」

「そりゃ勿論雅継くんがいればいつだって私は健康そのものだもの、あ、そういえば……私も一つ疑問に思ったことがあるのだけれど」

「ん？　何かあったか？」

　そう言っておきながら北条は一瞬訊こうか訊くまいか少し迷ったような表情を見せたが、腕組みをして一度うんと頷うなずくと俺の方へと向き直った。

「……その、体育祭の予行練習でどうしてあんなに全力疾走をして、しかも最下位になったのかと思って」

「ああ……なんだそんなことか──俺が全力疾走をしてもあの程度の実力なのは噓うそ偽りない事実だが、一応それもオペレーションＭの一環だよ」

「……？　練習で最下位になることが……作戦の内の一つ？」

「俺が全力で[image: 200]メートルを走っていた時、クラスはどんな反応だった？」

「そうね……皆が敬遠する種目だから気の毒そうな顔をしている人もいたけれど、優勝を本気で目指している人は少し不安そうな顔をしていたかしら」

「だろうな、それで全く問題ないよ」

「……？」

　不思議そうな顔をする北条であったが、彼女の頭の良さならいずれ分かることだろう、俺に対するクラスの印象がそうでなければいけない意味が。

　まあ……どの道北条には後でお願いしないといけないこともあるしな……正直こんな話をした後にそれを言わなきゃいけないのは心苦しいのだが。

　いずれにせよ、ここで打った布石は後に重要な意味を示すこととなる。

　オペレーションＭは着々と進行しつつあるのだ。




　　　　○




　休日。

　それは生きとし生ける者にとって束つかの間まの休息時間である。

　家で過ごすもよし、何ど処こかに出掛けるもよし、各々が好きに時間を使って構わない、薄汚れた心を癒やすことの出来る至福のひとときと言えよう。

　しかし。

「いっちにー！　いっちにー！　ホラもっと大きな声出して！」

「いっちにー……いっちにー……」

　阪急宝塚駅から徒歩二分の距離にあるドブ川──失礼、武む庫こ川がわの河川敷にて、俺と虎尾と北条、そして龍田の四人は何な故ぜか朝からランニングをしていた。

　どうしてこんなことになったのか──それは俺が[image: 200]メートル走を全力で走り散らかし、そしてゲロを吐き散らかしたことに起因する。

　ゲロを吐いていいのは可愛かわいい女の子だけだという掟おきてを破ってしまったばかりに、俺の身体能力の低さを憂えた龍田が、二人でのミーティング中に唐突にコソ練をして体育祭本番で目に物を見せてやろう大作戦を提案してしまったのである。

　龍田とは良い関係性でいなければならないので嫌と言うわけにはいかない……その結果ホワイトアスパラ並の貧弱さを持ち合わせる俺は地獄を味わっているのであった。

「はーい！　じゃあここで一旦十分休憩ね、ちゃんと水分補給を怠らないようにして、それが終わったら走り込みを始めていこー！」

「おい……虎尾助けてくれ……このままじゃ寿命が十年は縮まる」

「わ、私なんか既に寿命が半分になっておりますよ……」

「死神の目を取引した時並の代償じゃねえか……」

　何故俺だけなく虎尾まで誘われたのかは単純に俺と虎尾が仲が良いと龍田に思われているからというのもあるが、体育祭を共に戦う者同士、親交を深めたいという理由もあって、実は俺の知らない所で強制的に連れてこられたらしい。

　虎尾曰いわく、リア充特有の圧に殺されそうになったからだとか何とか。

「こらこら！　二人共走ったばかりでへたり込んじゃダメだよ！　ちゃんとゆっくり歩きながら呼吸を整えないと！」

「日頃から運動していないからそういうことになるのよ、自分は卑しい豚だと思って追い込めば運動なんてただのご褒美でしかないわ」

「急にマゾ宣言すな」

「あ、北条さんも、休みの日なのに練習に付き合ってくれて本当にありがとう！」

「あら、私の方こそありがとう龍田さん、最近はあまり身体からだを動かしてなかったから久しぶりに運動が出来て気持ちいいわ」

　北条はずっと水泳をやっていたから身体を動かすこと自体は嫌いではないんだろうな、インドアを貫いてきた俺と虎尾からすれば何が楽しいんだって話だが。

「虎尾さんも来てくれてありがとうね！　もしかしたら虎尾さんは来てくれないかも……って思ってたんだけど来てくれて本当に嬉うれしい！」

「は……この程度朝飯前でありますよ……」

　仰あお向むけで横からスポーツドリンク流し込んでる奴の言う台詞せりふじゃねえけどな。

　……とはいえ、必死になってくれる龍田には悪いが、体育祭まで残り二週間を切っているというのに、こんな短期間の練習で足が速くはならんのだけどな……。

　精々ゲロを吐かずに最下位になるといった程度の未来しか見えない、いっそのこと捨て競技として扱って貰もらった方が楽といえば楽なんだが……。

　だが俺の顔色の心配よりも今は学年一の美女とお話がしたいのか、龍田は北条と美しい花々を咲かせることに集中してしまう。

「あの……北条さん、迷惑じゃなかったら訊いてみたかったんだけど……普段休みの日はどんなことをして遊んでるの？」

「休みの日？　そうね……、天気の良い日は庭で紅茶を飲みながら読書かしら」

「わ～！　凄すごい！　やっぱりお嬢様なんだね！」

　どうやら北条の気品あるお嬢様設定は今日も冴さえ渡っている。

　しかし俺は知っている、こいつは虎尾から借りた漫画をベッドで寝転びながら読み、コーラ飲んで過ごすような干物だということを。

　いやまあ、メガ盛りすれば庭でティータイムしながら読書にギリなるけども。

「やっぱりお嬢様学校出身ともなると庶民の私達とは生活が違うんだねえ……」

「そんなことはないわ、普通にショッピングに行ったりもするし、ファストフードだって食べるし、普通の女子高生と何も変わらないものよ」

「そうなんだ～！　じゃあ梅田とか難なん波ばとか三宮でショッピングもしたりするの？」

「もちろん、私服だって皆がよく買うブランドを着ているわ」

「スタパでコーヒー飲んだり、エムドでハンバーガーも食べたり？」

「寧ろ好んで高級店に行く子の方が少ないんじゃないかしら」

「えっと……じゃあ友達の家にお泊りして恋バナなんかしちゃったり──」

「ふふ、楽しいわよね、恋する乙女はそれぐらいして当然じゃない」

「わー……！　何か凄い親近感湧いてきちゃったかも！　あの……もし北条さんが迷惑じゃなかったら今度一緒に遊びに行ったりしてもいいかな？」

「ええ、こちらこそ機会があればいつでもお相手するわ」

「わー嬉うれしい！　今度私の友達とか紹介するね！」

　俺と虎尾の周りにはどす黒い空気が淀よどんでいるが、あちらは息を吸っただけで女の子になれそうなぐらい温和で甘い空気が広がっていた。

「……こう、なんかいいよな、見てるだけで心拍数が安定してくるわ」

「は？　私からすればただのリア充の会話を見せられただけなのでありますが」

　おいおい同じ女子の癖に何を虎の尾を踏んだみたいな顔になってんだと思ったが。

　俺からすれば男のリア充同士の中身の無い会話を延々と見せられているようなものなのか……そりゃそんな顔にもなるわな、仰向けのままなのはどうかと思うが。

「物は試しに虎尾も話に混じってみればいいんじゃないのか？　こう……もしかしたら新たな境地が見えてくるかもしれないだろ」

「日本橋と三宮といえどセンタープラザしか行きませぬ私と本当に話が合うとお思いでしたら今すぐにでも特攻して氷点下まで温度を下げてさし上げますが」

「……すまん、俺と一緒に来期のアニメについてお話ししようか」

　そういう意味では幅広く何でも嗜たしなめる北条のスペックの高さには改めて感心する。

　というよりコミュニケーションを取る上で必要なことは何でも経験して来たということなのだろうか、水泳でトップに立つならそういうツールも必要だろうしな……。

「……といいますか、この状況って何の意味があるのでありますか？」

「ん？　どういう意味だよ」

「いえ……現代歴史文学研究会をお守りして下さる上でこういったイベントも必要なのは理解は出来るのですが……その──」

　ようやく仰向け状態から腰を上げた虎尾が少し言い辛づらそうな表情をする。

「あー……──いや、この走力アップイベント自体は特に意味はないな」

「はひ──？　では私はまだしもどうして北条殿まで……」

「誘ったのは俺というよりは龍田なんだけどな、ただ北条に龍田と接点を持つというか、仲良くするようにお願いしたのは他ならぬ俺だ」

「北条殿と龍田氏を、雅継殿が……？　一体どうしてでありますか？」

「本当は龍田は俺をサブリーダーにしたかったと思うんだが、体育祭で二年三組を指揮する上で俺と龍田のコンビでは出来ない部分があるんだよ」

　そう言って俺もスポーツドリンクを半分ぐらい一気に飲む、走った後にこれだけ話をするとのどが渇いて仕方がない。

「ふうむ……？　例えばどういった面で出来ないのでありますか？」

「色々あるにはあるが、一番は種目決めだな」

「確かに優勝を狙う上で大事な部分ではありますからな、ですが雅継殿でもあれだけ龍田氏と親交を深めたなら問題はないのではないですか？」

「龍田だけを相手にするならな、でも実際に相手にするのは二年三組のクラスメイトだろ？　しっかりと上位を三組で固めるなら綿密に作戦を立てなきゃいけない、だからちゃんとした議論を重ねた上で種目を決めないといけないんだ、でも──」

「成る程、龍田氏はあのような性格ゆえ忖そん度たくをする可能性がありますし、クラスメイトとの距離を作っている雅継殿では存在に説得力が足りない訳ですね」

　その通り、龍田はよく言えばお人ひと好よし、悪く言えば優柔不断なのでクラスメイトの意見に流され上手うまくコントロール出来ない可能性がある。

　ましてや俺の場合サブリーダーをしていること自体に疑問を呈されてもおかしくはないし、下手に目立ちたくないというのもあるが、その点を解消しようと思えば能力を駆使してクラスメイトとの信頼関係を構築する所から始めないといけなくなる。

　きっと龍田の性格ならその仲介を買って出てくれるかもしれないが……それでも時間がかかる──しかし、それが北条であれば一発で解決してしまうのだ。

「龍田一人を軸に据えて直接俺の代弁者となって貰う手もあるが、いざという時に機転が利かないだろうし、何より現代歴史文学研究会を存続させることを中心に動いている俺達とでは意図がズレてしまうことだって考えられる」

「その点北条殿がサブリーダーに入れば雅継殿の意図を全て理解して龍田氏の隣に立つことが出来る、何より北条殿であれば説得力がある……ということでありますな」

「そういうこと、だから北条には申し訳ないがこの機会に龍田と仲良くなって貰うようお願いしたんだ、いずれ北条から体育祭の話をするように仕向け、協力をさせて欲しいと言うようにする、龍田は戸惑うだろうが間違いなく俺に相談をしてくるからこちらも北条をサブリーダーにするように話を持っていく、これが筋書きだよ」

「ははあ……雅継殿……中々どうして恐ろしい男よ……」

「でもこれで完全に二年三組は俺達の手中に落ちたと言ってもいいだろう」

　綿密な計画こそが勝利を摑むことが出来る、相手が生徒会であるなら、尚なお更さらだ。

　これで生徒が出場する種目も全て俺達で決められる、体力測定のデータを全て手にした俺達が入り込めばほぼ完璧なレース展開を作り上げることが出来るのは間違いない。

　そしてたとえクラスメイトから人選に関して不満があっても龍田のフォローと北条の圧倒的な論破力、そして魅力があれば誰もが付き従うしかない──しかしそれを陰で動かすのは他ならぬこの俺。

　まさに完璧な立ち回り……後はこれを実行に移すだけである。

　オペレーションＭの舞台は今ここに整ったのだ。







[image: 五限目　どうあろうと体育祭はよいものだ]










『宣誓！　私達生徒一同は──』

　現代歴史文学研究会廃部阻止計画、虎とら尾お命名『オペレーションＭ』が発案されてからあっという間に時間が過ぎ、ついに藤ふじヶ丘おか高校体育祭本番を迎えていた。

　体育祭はどの学校においても重要な三大イベントの一つであり、皆がお祭り気分に浮かれるのが通例であろう。

　だが、今年は部活動の予算削減案のせいで廃部をかけた戦いとしての色が濃い──何せ優勝を手にすれば存続を手にすることが出来るのだから。

　クラスメイトに限らずどの生徒も一様に険しい表情を浮かべており、まるで戦でも始まろうとしているのではないかというぐらいの異様な雰囲気が、そこには漂っていた。

「雅まさ継つぐ殿、雅継殿」

「ん、どうかしたか？」

「選手宣誓って、小学生の頃何で先生に宣言するんだろうって思いませんでした？」

「ああ……あるあるだな、でも先生に対して宣言するのも別におかしなことじゃないから、結局それが当たり前だと思って聞いていたりしたよな」

「そうそう、日本語って中々難しいものでありますよなあ」

　スポーツの大会に幼いころから参加していればそうではないってことが分かりもしたんだろうが、口頭だけでは全ては伝わらない良い例というものである。

　それにしても……と、背の順で丁度隣にいた虎尾を見ながら思う。

　現代歴史文学研究会が廃部になるかもしれないなんて話になった時は見るに堪えない憔しよう悴すいっぷりであったが、冗談を言えるぐらいには余裕が出てきたのは何よりだ。

　ま……いずれにせよそれも今日で終わりを告げる。

　何せこの日の為ために計画を準備してきたのだからな、そんじょそこらの優勝を目指している生徒とは格が違うということを教えて差し上げるとしようじゃないか。

　いよいよオペレーションＭの始動開始だ。




　　　　○




「おーおーそこにいるのは雅継ちゃんじゃあーりませんか」

　開会式も終わり、所定の席へと戻る者、最初の種目に参加する生徒でごった返す中、席に戻ろうとした俺に神か奈な川がわが声を掛けてくる。

「神奈川先生、おはようございます」

「おへようごぜえます、じゃねえよ、オイオイかしこまっちゃってよ～、私と雅継ちゃんの仲だろ？　共犯者なんだし無礼講で行きましょうじゃないのヘイヘイ～」

　そう言って俺の肩をバシバシと叩たたいてくる神奈川。

　なんじゃいこいつ。

　いや、俺が神奈川に全クラスの体力測定のデータを盗んでくれれば三組が優勝出来る、何なら教師同士の賭け事で総取り出来るなんて言っちゃったから仕方がないんだが……それにしたってご機嫌極まりないな、感情マークに至っては悪魔みたいな顔をしてるし。

「そうですね……こんなことバレたら後でどうなるか分かったものではないですしね」

「残念ながら一部のお偉いさんもこのお遊びに参加してるんだな、即すなわちここで私のインチキがバレようともこのことを公にすると脅せば事態は丸く収まる」

「毒をもって毒を制すという言葉がこれ以上似合う展開もないですね」

　いつか阿あ古こ率いる最強生徒会に滅ぼされるぞマジで。

「まあまあそう言うなって、それで……ん？　どうなんだ？　ウチのクラスは優勝出来そうなのか？　今日のために五万は用意したんだからな頼むぜ雅継ちゃんよー」

　欲にまみれた大人というのはこうも意地汚いものなのか、それとも社会という荒波に揉もまれてしまうと自然と心が汚くなっていくものなのか。

　とはいえ、実際計画を遂行する上でこのデータは必要不可欠なものだったし……それにちゃんと最後まで面倒を見ないと後でどうなるか分かったものではない。

「……少なくとも三位以内には確実に入れますよ、優勝候補筆頭のクラスにこちらもサッカー部の俊足自慢や陸上部の中長距離選手をぶつけていますので、トラブルさえ起きなければ三種目に一回は一位になれる計算ですし、優勝の可能性も十分あります」

「ほっほう、因ちなみに対抗となってくる優勝候補のクラスは何組になるんだ？」

「一組と六組ですかね、やはり運動系の部活動の生徒が多くいますので」

「なるほど……つまりあれをこうして、ああして……──ふ、ふふふ、よくやったぞ雅継！　お前は本当に教師想おもいの良い生徒だな」

「模範的ではないですけどね」

「そう言うな、私が勝利した暁にはお前にジュースを一本奢おごってやる」

「え……？　やっす」

「さーて今年の体育祭も楽しみだなあ～、今からあいつらが恐れ慄おののく姿が目に浮かぶようだぜ、ふんふんふーん」

　そう言って鼻歌交じりに倍プッシュを連呼しながら帰っていく神奈川。

　……仮に今回の事実が漏れるようなことがあっても、体力測定のデータを外部に持ち出したのは神奈川なのだし、責任は全て彼女に行くだろう、オレハナニモシラナイ。

　さて、そろそろ席に戻るとしよう、直接のクラスメイトとの折衝は北ほう条じように任せていたし、本番が始まる前に一度話し合っておかないと──

「雅継殿」

　すると、聞き慣れた俺を呼ぶ声がしたので振り向くと、虎尾が手を後ろに組んでちょこんとした佇たたずまいで立っていた。

「おう、どうかしたのか？」

「ええとその……オペレーションＭはこれから始動するのでありますよね？」

「そうだな、この日の為に準備を整えてきた訳だしな、実際始まらないと分からない部分もあるから何とも言えないが、そんなに心配する必要はないと思うぜ」

「はー……先程までは大分気持ちも落ち着いていたのでありますが、いざこう始まりますとどうしても落ち着きがなくなってしまいまして……」

「それは無理もねえよ」

　この体育祭が終わればその時点で現代歴史文学研究会の廃部か存続かが分かってしまうんだからな……虎尾としては気が気でないだろう。

　必ずこのチームが優勝するというだけの実力があったとしても、それに何かが掛かっているとなった瞬間、万が一という可能性が頭を過よぎってしまう、虎尾からすればそれが大きなプレッシャーとなってしまうのだから。

「ま、大丈夫だよ、好感度も相手の感情も分かる俺が今まで失敗してしまったのはお前と北条だけなんだぜ、負け戦をしないのが俺の流儀だ、必ず結果を出してやるさ」

「私と北条殿は雅継殿に勝った貴重な相手という訳でありますか……ふふ、それは誇らしい話でありますな──」

「ん……？　おやおや、もしかしてそこにいるのは雅継くんと虎尾さんかな？」

　そうやって。

　笑顔の戻った虎尾の肩を優しく叩いていると、空気を読む気などないぜ、と言わんばかりに今回の件の最大の要因と言える阿あ古こが姿を現す。

「うへ……」

　流石さすがの俺でも思わず表情が濁る、それにしても随分と飄ひよう々ひようとしているな……あれだけ多くの生徒を敵に回してしまったというのに、まるで意に介さないといった調子にはある意味尊敬の念さえ覚えてしまう。

「がるるるるるるるるる……！」

　そしてこの中で一番阿古を敵視している虎尾が、俺の後ろに隠れ威嚇をお見舞いする。

　こいつどんどんと犬化に拍車がかかってんな。

「あらら、虎尾さんには嫌われちゃったもんだね、私としては藤ヶ丘高校の健全な学校運営を思ってのことだったんだけど」

「言いたいことは分かるが生徒からすればそんなのは関係ねえからな、いくら予算を圧迫していても、それが大事な居場所なら尚なお更さら相あい容いれないってもんだろ」

「ふーむ、言われてみるとそうなのかな」

　長い髪を揺らしながら悩んでいる素振りを見せる阿古、特に感情マークが納得している風でもないし、あまり響いている様子はなさそうだ。

　まさしく糠ぬかに釘くぎとなりそうだが、俺は不毛な話を続けることにする。

「阿古だって生徒会は自分の居場所なんじゃないのか？」

「うーん？　いやー、どうかな、別に面白いと思ったからやってるだけで、生徒会が居場所とか考えたこともなかったけど」

「なら二年三組も阿古にとっては居場所ではないと？」

「教師の皆さんの都合で決められて、四角形の教室にすし詰めにされて、はいどうぞコミュニケーションを図って下さいって放置されるところが居場所になるかな？」

「む……」

　それは一理あるので俺も虎尾も何も言えなくなってしまう。

　実際俺も一々クラスを変わる度にクラスメイトの好感度と感情を把握するのは面倒だからな……適度な距離感を作るというのは意外に楽ではないから困った話ではある。

　でも、だからこそ少人数の部活動の人にとってはそこが大事な居場所だという認識にはならないのだろうか……と言いたくなるがそれに理解があるのであれば今頃こんなことにはなっていないであろう。

「ウー……わんわんわんわん！」

「おお虎尾、どうどうどう…………いや日本語ぐらいは喋しやべれよ」

「私とは喋りたくもないっていう意思表示かな？　いやはや全くそこまでされちゃうと私も少しは傷ついちゃうなー」

「そうは言うが今回の削減案で虎尾の比じゃないぐらいの批判は浴びたんじゃないのか、そう簡単に理解を得られる内容でもないだろ」

「まあね、ただ生徒会には力自慢の優秀な子達がいるから、あんまり煩うるさいようだと武力で鎮圧してお説教すれば大体大人しくなったよ？」

「恐怖政治かな？」

　本当にラノベみたいな生徒会を地で繰り広げてんだから恐ろしい、いずれ能力者とか出てきて学校に迫りくる危機と戦ったりしそう。

　と。

　そんな話をしていると、お忙しい生徒会副会長さんとでも言うべきなのか、阿古を呼び出すアナウンスが場内に流れる。

「ん……おっとっと、もうそんな時間か、じゃあ私はこれで、お二人共体育祭頑張って──と言いたい所だけど、私からも一つ質問してもいいかな？」

「……？　別に構わないけど、何かあるのか？」

「いやーホント単純に、君達現代歴史文学研究会も廃部までのリミットが迫っているけど、何のアクションもないから大丈夫なのかなって思ってね」

「あー……」

　……そんなもん、起こしているに決まっているだろ。

　何ならもう夕方にはその成果が出ている頃だと言いたいが、それを彼女に悟られることなど万に一つもあってはならない。

　ほくそ笑みたくなる気持ちをグッと抑えながら、俺はちょっと頑張っていますよ感漂う雰囲気を出してみせると、少し自信を覗のぞかせた声でこう言った。

「少し時間はかかっているけど、何とか期限内にはクリア出来そう……かな、またその時が来たら報告はするつもりだから心配いらねえよ」

「ふーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーん……」

　え……なにその疑っているとしか思えない眼まな差ざしは。

　おかしいな……阿古、俺の勝ちだ、なんて間違っても言っていないのに。

　しかしそんな顔をしている割には、感情マークはいつもの悪巧みをしているような表情ではなく、何か期待しているような表情を見せている。

　まさかオペレーションＭに気づいている……とかじゃないよな、いや気づいているなら当然阻止をしてくる筈はずだし、何より具体的な計画を説明しているのは北条だけ……。

　ただ、俺と龍たつ田たの交流を不審に思っていたらそこから勘付かれている可能性も……。

　い、いや……何か直接的に追及されているのではないし、今は素知らぬフリで通すとしよう……計画に支障がなければ問題はない。

「な、なんだよ……どうかしたのか？」

「……ん？　ああいや別に──じゃあ私もそろそろ戻るから、現代歴史文学研究会のことも、ちゃんと期日までに報告書は出すようにしてね？」

　出さなかったら廃部になっちゃうからねー、と釘を刺している割にまるで真剣味を感じない声を投げかけながら俺達の前から去っていく阿古。

　ふう……何とかやり過ごせたが……体育祭の間も彼女のことは警戒しておくに越したことはないかもしれないな……。

「アイツ、キライ、アイツ、コロス」

「犬通り越してヤバい強化人間みたいになってんじゃねえか、もう阿古はいないから大丈夫だ、とりあえず落ち着け」

「ううう……阿古氏が生徒会にいなければこんなことにはなっていませんのに……」

「気持ちは分かるけどなってしまったもんはしょうがないよ、まあここから俺達の快進撃って奴やつだ、平穏を奪うとどうなるかってのを阿古に教えてやろうぜ」




　　　　○




　そして藤ヶ丘高校体育祭の競技が始まった。

　徒競走をメインとしながら上位を争い、一位に30ポイント、二位に20ポイント、三位に10ポイント、それ以下は５ポイントといった感じで得点が振り分けられる。

　例年であれば自分の番になれば走り、クラスメイトが出走する時は適当に応援し、そうでなければ椅子に座って話し込むだけが当たり前の光景であり、何とか優勝出来れば嬉うれしいなーぐらいが普通であるが。

　今年は学年を問わず多くの生徒が懸命に応援し、上位に入れば沸き上がり、下位に沈めば肩を叩たたき健闘を称たたえ励まし合う姿が多く見受けられる。

　果たしてかつてここまで盛り上がりを見せた体育祭があっただろうか、部の存続を賭けた闘いであるとはいえ、生徒会による予算削減案が思わぬ形で体育祭の盛り上げに一役買っているように見えなくもなかった。

　当然我らが二年三組も気合の入ったパフォーマンスを見せ、多くの種目で上位へと食い込み、ポイントを重ねていく。

　龍田のリーダーとしての鼓舞、気遣い、そして北条のサブリーダーとしての巧みな指揮もあってかクラスの雰囲気も思いの外悪くなく、優勝に向けて俄が然ぜん気合が入っているようであった──

　さて、そんなこんなで午前の部が無事終わったので、休憩へと入る前にここで前半のハイライトと行こう。

　龍田、女子スウェーデンリレーでアンカーを務め健闘、二位を獲得。

　北条、女子[image: 100]メートル走にて圧巻の独走を見せ余裕の一位を獲得。

　虎尾、大玉転がしにて意外な健闘を見せ三位に食い込む。

　俺氏、50メートルパン食い競走にて勢い余ってパンをヘッドでゴールに叩き込む痛恨のゴラッソを見せ無事最下位。

　以上である、では後半戦に期待しよう。




　　　　○




　お昼の休憩時間となり、各々がそれぞれの場所で昼食を取る中、俺と虎尾と北条は相も変わらず現代歴史文学研究会で弁当を食べていた。

「はい、雅継くん、あーん」

「……え？　いや別に自分の弁当があるから大丈夫──もごっ!?」

「あら、雅継くんったらそんながっついちゃって……焦らなくてもまだ沢山あるのに」

　いや今箸ごと思いっきり口に突っ込まれたんですけど、しかもこれ伊い勢せ海え老びかよ……お嬢様なのは今更の話だが金持ちなのはマジなんだな……というか普通にうめえ。

「次はこの唐揚げを咀そ嚼しやくして口移しにするから口を開けて待っていて頂戴ね」

「俺は餌待ちの雛ひなか」

　いかん……このままでは北条のエンドレス昼食に腹をパンパンにされて午後の競技に支障が出てしまう……。

　折せつ角かく大きな波乱もなく午前の部が終わったというのに、後に控える絶望の[image: 200]メートル走でまた吐き散らかしては台無しだと、俺は慌てて話相手を虎尾へと切り替える。

「そ、それにしても、虎尾の大玉転がしの三位は意外だったな、やるじゃないか」

　すると虎尾は弁当のメインとも言えるハンバーグを食べ進める手を止め、頰ほおを膨らませながら少し嬉しそうな顔をする。

「わはふひもおひゃくにたひたいとおもふていまひたからな」

「虎尾、ちゃんと飲み込んでから喋しやべろうな」

「ふふ、でも虎尾さん流石ね、やはり玉を相手にしたら右に出る者はいないわ」

「ごくん……いやはや、妄想で玉を転がし続けた甲か斐いがありましたよ」

「この調子で玉入れも頑張りましょうね、何なら玉運びもすればよかったのに」

「玉運びは難易度が高いですからなあ、玉転がしや玉入れは多少乱暴でも問題ありませぬが、玉運びは優しく撫なぜるような気持ちでいなければいけませんから」

「そうね、突くのやら入れるのやらとでは話が違うものね」

「人生でこんなに玉が入った会話を聞いたことがねえよ俺は」

　というか玉の話をしているんですよね、卑ひ猥わいでしかないのは気のせいですかね？

　どうでもいいけど玉運びじゃなくてプログラムにはちゃんとスプーンリレーって書いてるからね？　いや表現として間違ってはいないけども。

「あ──そういえば雅継くんはこの後何の種目が残っているのかしら？」

「ん？　騎馬戦とかそういう団体競技はあるが……個人種目だと男子[image: 200]メートル走と男女二人三脚、後は水泳──男子[image: 100]メートル自由形だったかな」

「虎尾さんは？」

「私は個人種目に参加しない分団体種目に参加するようお願いしましたから、参加しないといけないとしたら……えーと何でしたかな、何分大玉転がしのことしか考えておりませんでしたのでプログラムを確認しないと分かりませぬな」

「どんだけ玉好きやねん」

「私も雅継くんと同じ水泳で女子[image: 100]メートル自由形と……後は男女混合リレーぐらいだったかしら」

「まあ北条にはもう少し頑張って貰もらうことにはなってしまうが……そうだ、今の総合ポイントってどうなっているんだ？　学年別で二位なのは確認したんだが」

「十競技が終わった段階で一位が赤組（一組）で[image: 180]ポイント、二位が私達青組（三組）で[image: 160]ポイント、三位が黄色組（六組）で[image: 105]ポイントって所ね、それ以下のクラスは獲得したポイントが一気に離れているわ」

　龍田の直接的な補佐役は現状北条がしているので、各クラスがどういった動向を見せているのかは今は俺より北条の方が把握をしている。

　本当は逐一情報を聞き取った方が急なことにも対応出来るのだが、龍田とは話せても北条とは人前で話が出来ないからそういう訳にもいかない。

「よし……、展開としては問題ないな、六組の突き上げが少し怖い所ではあるが、よっぽどでもない限りこの調子なら無視して問題はないだろう」

「本命以外のクラスが粘りを見せなかったのは幸いというべきなのかしら」

「それも想定内だけどな、まず廃部対象の部に所属する生徒が少ないクラスは纏まとまりがないし、運動系の部員が少ないクラスは上位に食い込むのすら難しい、それは体力測定のデータ通りだし、申し訳ないが意識する相手ですらない」

「拮きつ抗こうした試合運びになっているのも良い流れね」

「それは北条のお陰だけどな、こればっかりは俺だけではどうにもならないことだったし、前線に立ってくれて本当に感謝しているよ」

「雅継くんのお願いなら私が聞かない訳がないじゃない、何なら世界平和だって雅継くんが望むなら叶かなえてみせるわ」

「ゼウスなのかな？」

「あのー……雅継殿、つかぬことをお訊ききしますが」

　俺と北条とで話し合われていた内容を不思議そうに聞いていた虎尾が、恐る恐ると言った感じで話に入ってくる。

「その、オペレーションＭは我らが二年三組が体育祭で優勝し、且つ現代歴史文学研究会として水泳での活躍をしてしまう、ということで間違いないですよね？」

「うん？　そうだな、認識としてはそれで間違いないよ」

「それで問題ないのであれば大丈夫なのですが……それですと何だか少し違和感があると言いますか……実際にオペレーションＭを目の当たりにして感じたと言いますか……あまりにも普通過ぎると思ったのは気のせいでありましょうか？」

「普通過ぎる……か、なるほど虎尾にはそういう風に見えるんだな」

「だってそうでありましょう？　もしそれが本当にオペレーションＭなのだとしたらこんなもの作戦でも何でもありませぬよ」

　虎尾の言うことは尤もつともである、一見するとこれは皆で頑張って優勝しようと言っているだけにしか見えないのは仕方がない。

　だが、それこそがオペレーションＭなのである、何な故ぜならクラスメイトは本気で優勝を目指して頑張っているのだから。

「虎尾、実はその認識は間違っていないんだよ、それが正しい認識なんだ」

「はい……？　つまり仲良しこよしで優勝目指しましょうということなのですか？」

「違う違う、その認識こそが実は錯覚なんだよ、だから虎尾が普通に優勝することが違和感になってしまうのは正解なんだ」

「は、はあ……」

　そうは言っても実際に何をしているのか説明しないと、オペレーションＭがどういうものなのかなんて分かるはずがないよな……。

　そう思うと俺は数十枚に渡る用紙をカバンから取り出し、それを虎尾に渡す。

「これはとあるルートから入手したものなんだが、二年生の最初に行われた体力測定のデータが全て載っているものだ」

「はへ……？　そんなもの一体どこから……ふむ……マーカーで色分けをしたり、番号を振っていたりしておりますがこれは……」

「体育祭の例年の平均記録に合わせて色を分けてあるんだよ、赤のマーカーは平均以上のタイムを叩たたき出だしている生徒で、青のマーカーは平均以下のタイムの生徒、そして横に振ってある数字は生徒が参加する予定の種目の番号になっている」

「ふんふん……それは分かりましたが……む？　そうしてみますと我が三組は平均以上のタイムが他のクラスより多いように見えますな……あれ、ちょっと待って下され──」

　虎尾は何かに気づいたのか三組の体力測定の記録を左手に持ちながら他のクラスの記録と照らし合わせるようにして確認し始める。

　そしてややあって難しい顔をしながら俺の方に顔を向けると、こう口にした。

「あの……これ、我らが三組ってもっと楽勝で優勝が出来るのでは……？」

「おっ、そういうことだな、俺達のクラスはそもそもの話、ライバルである一組と六組さえも脅威ではない優勝候補筆頭だったんだよ」

「は──で、ですが実際はかなり僅差の勝負になっておりますよね……？　それも手を抜いているとかではなく、クラスメイトは皆本気で優勝に向けて取り組んでいるという……、これは一体……いや、もしかして──」

　虎尾がにわかには信じられないといった表情を見せたので、俺は不敵な笑みをしてみせると、箸を天井に掲げ高らかに宣言する。




「そう──体育祭のポイントをコントロールする、それがオペレーションＭだ！」




「カシャカシャカシャシャシャシャシャシャシャシャシャシャシャシャシャシャ」

「あの北条さん……？　凄すさまじい連写速度なんですが」

「雅継くんが最高に決まっている姿を写真に収めない理由が何ど処こにあるというのかしら、百万枚撮っても足りないぐらいだわ」

「容量気にして」

「何ならそのお箸が私にはエクスカリバーに見えてきたもの、後で加工しておくわね」

「クッソ恥ずかしいから止やめて下さい」

　いや最高に決まったポーズをしたかしていないかと言われればしているんだが……、北条のせいでほぼ台無しになったわくそったれ。

「体育祭のポイントをコントロール……確かにそう言われますとこの拮きつ抗こうした試合展開も納得は出来ますが……そんなこと不可能でありましょう！　全生徒を傀かい儡らいの如ごとく操っているようなものではありませぬか」

「勿もち論ろんそんなことは出来るはずもない、それが出来れば体育祭どころか人生ヌルゲーだよ、だからもっと限定的に考えると答えが見えてくると思うぞ」

「限定的……？　そうなりますとやはり二年三組が────成る程、分かりました！　我らがクラスは優勝出来るだけの戦力があるからこそ、拮抗した勝負が出来る、つまりはポイントをコントロールするのは全クラスではなく二年三組のみという訳ですな！」

「お、その通りだよく気がついたな」

「……ん？　いやですが本来なら一位になれるレースでわざと二位や三位にするということは……この体力測定のデータを見る限りわざと微妙に足の遅い生徒を投入するという訳でありますよね……？　そんなのクラスメイトが許すとは到底思えないのですが……」

　そう言ってうーんと頭を抱えてしまう虎尾、全部説明してしまった方が早いのではあるが、虎尾の一喜一憂する姿がどうにも可愛かわいいのでついつい泳がせたくなってしまう。

「虎尾さん、私を忘れていないかしら」

　すると今度は昼食を終えお茶をすすっていた北条が、今にもふふんと言わんばかりの表情で腕組みをしながら虎尾の横に座る。

　どうでもいいけど北条が腕組みをすると唯ただでさえ大きなお胸が更に強調されるので、俺としては否いやが応おうでも目が行ってしまうので辛つらい話である。

「……そういえば北条殿は龍田氏のサブリーダーとして、陣頭指揮を取っておりましたな、雅継殿では出来ない部分を任せていたとかなんとか……」

「体力測定のデータは私達以外誰も持っていない極秘の情報だけれど、二年三組だけで言えばお互いに話をすれば誰が速いのか遅いのかなんて分かってしまうでしょう？　そこを上手うまく分からないよう特定の競技に参加させるのが私の役目なの」

「つまり本来は負けるレースなのにあなたにはこのレースに参加して欲しいというのでありますよね？　それって納得されるのでありますか……？」

「そこは敢あえて噓うその情報を流したり、水泳での実績を盾にそれっぽい理由を付けて参加するように促したりするのが基本だけれど……一番は根性論かしら」

「は？　こ、根性論……？」

「ほら、こんな風に」

　オペレーションＭとは程遠い作戦内容に混乱する虎尾をよそに、北条は俺の手を取るときゅっと優しく握ってとてつもなく穏やかな表情を見せる。

「雅継くん、あなたならきっと一位になれるわ、だから頑張って」

「え……あ、お、おう……」

　それが方便だと分かっているというのに、俺は思わず気け圧おされて肯定にも聞こえなくない返事をしてしまう。

「まあ、こんな感じね、手を握るのは雅継くんにしかしないけれど、男女関わらず大体この戦法で一位になれるか怪しい競技でも参加してくれるわ」

「ひ、ひえ……」

　あまりの演技力に啞あ然ぜんとした表情で北条を見る虎尾。

　まさに自分のことが誰よりも可愛くて人気者だと分かっているからこその戦法なんだが……分かっている俺でさえこんな反応をしてしまうのだから、事情を知らない生徒は一瞬で堕おちてしまうことだろう。

「と、兎とも角かく、こうすれば俺達の意図した通りの試合展開になるだろ？　本来なら優勝出来るクラスが一転して最終局面になるまで優勝が出来るか分からないチームと化してしまう、これがオペレーションＭの真髄なんだよ」

「はー……何だか想像していた以上に凄すごいことをしていたのでありますな……ですがこれで私達現代歴史文学研究会は────っておかしいでありましょう！」

　これでオチ付けたつもりだったのが、感心したような顔をしていた虎尾が突如豹ひよう変へんし机をバンと叩くものだから、俺はビックリして椅子から落ちそうになる。

「な、なんだよ……急に怒るなよ……」

「そりゃ怒りもしますよ！　どうして圧倒的に優勝出来るクラスをわざわざ僅差の試合になるような配役にしてしまったのですか！　どう考えても優勝することが一番重要でありましょうがああああああああああああああ！」

　そうやって虎尾は俺の前に立つと肩を摑つかみ激しく俺の身体からだを揺らし始める。

「と、ととと虎尾落ち着け……優勝しないなんて一言も言っていないだろ……、現代歴史文学研究会が存続する為ためには簡単に優勝をしちゃいけないんだよ……」

「そんなことがあるはずないでしょう！　普通に優勝することが一番いいに決まって──あれ？　でもそれですと現代歴史文学研究会としての成果は──」

　一瞬取り乱した虎尾であったが、俺の言う通りそれでは駄目だということに気づいたのか、俺の肩をパッと離す。

　結構な時間身体を揺さぶられてしまったので、若干吐き気を覚えずにはいられないが、何とかそれを堪こらえながら虎尾の方を見る。

「そう……俺達が目指すのは単なる優勝じゃない、劇的な優勝じゃないと駄目なんだ」

「劇的な……優勝……つまりそれは──」

　単なる優勝、単なる活躍では本当に現代歴史文学研究会を救えるか分からない。

　二年三組皆のお陰ではなく、俺達現代歴史文学研究会のお陰で優勝が出来たと思わせるぐらいのインパクトのある結果でないと、意味はないのだ、つまり──

「つまり、劇的な優勝とは俺達が大活躍をして優勝するということだ」
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「北条よ、これはどういうことか説明して頂こうか」

「え？　何が？」

　午後の部が始まると、また生徒が各々の位置へと移動し、次の競技が始まる。

　俺は今始まっている競技が終わると男女混合50メートル二人三脚走に参加しないといけなかったので、入場口へと集まっていたのだが──

　どうしたことか、俺は北条と片足の紐ひもを結ばされているではないか。

「い、いや……流石さすがにこれは……というか二人三脚に一緒に参加する人って北条じゃなかった気がするんですけども……」

「あら、聞いてなかったのかしら、雅継くんと一緒に走る予定の子、急に体調が悪くなったみたいで、代わりに私が出ることになったのよ、ジュルリ」

「舌した舐なめずりしながらよく言えたもんだぜ」

　間違いなく昼休憩の際参加予定の競技の談義をしていた時に、俺が二人三脚に参加するのを聞いてねじ込んだとしか思えない……というか体調が悪いとか絶対噓だろ。

　俺の参加予定の競技は生徒に悟られないように秘密裏に龍田にしか伝えてなかったのに迂う闊かつだったな……まさかこんな所でサブリーダーの特権をフルに使ってこようとは。

　北条ファンの皆様方が羨まし過ぎて泣いておられるではないか。

「おい、分かっていると思うがこの競技は──」

「問題ないわ、まずは内側の足を出して、次に外側の足を出す、そして『いちにーいちにー』の掛け声でリズム良く前に進んでいく競技よね」

「そんな話してると思う？」

　俺と一緒に二人三脚が出来るという喜びに溢あふれてしまっているのか完全に有頂天じゃねえか……恐るべし好感度指数[image: 120]％。

　いやでも待てよ……、この競技はあくまで下位に沈むだけでいいのだから北条主体で動かせばうまく前に進めず潰れるに違いない……。

　本来ペアになる予定だったクラスメイトと練習を積んだ訳でもないが、急造ペアということでこの結果は致し方ないという雰囲気にもなるだろう。

「こうなった以上は仕方がない……全力で行くぞ」

「ええ、任せて頂戴」

　そう言って俺と北条はがっちりと肩を組み合うと、スタート地点に立つ。

　ん……あれ、これめっちゃ近いな。

　散々北条からのゼロ距離スキンシップを喰くらっていたせいでいい加減慣れていると思っていたが……何だろう片足を束縛されて肩を組むという状況は冷静に考えると凄くイケナイプレイをしているような気がしてきたぞ。

　上が体操服一枚ということもあり、北条も汗を気にしてか甘く優しい制汗スプレーの香りが俺の鼻び腔こうを擽くすぐり、冷静な判断を失わせ始める。

　しかもあまり意識をしていなかったが、体操服一枚というのは冬服と比べ耐久値を一気に下げるので凄くこう……お胸様が強調されるのだな……。

『位置について──よーい──』

「はっ！」

　い、いかんいかん！　あくまで自然な形で下位にならなければいけないのに、ボーッとしていたら俺が足を引っ張る形になってしまうではないか！

　と、とにかくまずは外側の足から出すとしよう……大事なのはそこだ、北条は内側の足を出すのに対し反対を攻めれば一瞬でバランスが崩れ、遅れを取る。

　恐らく男女で肩を組んでわざわざ練習を重ねた奴やつは殆ほとんどいないだろうし、グダグダなレース展開になるのは想定済み……大丈夫だ、問題ない。

　脳内を駆け巡る邪念を吹き飛ばし、俺は前を見据えると、空砲の音と同時に『いち』の合図で外側の足を、わざと大股で一歩踏み出す。

「どうだ……！」

　これで俺達の足はぐらついて倒れ込んでしまうだろう、完璧だ……これで最高にグダグダなレース展開に──

「なっ──！」

　だが、北条の踏み出した足は左足──即すなわちそれは外側の足──！

　ば、馬鹿な……！　自分の口から内側の足を出すと宣言しておきながら、何な故ぜ外側の足を出す……!?　こ、これではまるで……。

「はっ!?」

　想定外の行動に困惑しながら北条の顔を見ると、『雅継くんの考えていることなんてお見通しよ』と言わんばかりの不敵な笑みを見せる彼女。

「雅継くんの考えていることなんてお見通しよ」

　いやそれはもう代弁したから。

「ど、どういうつもりだ……ここで上位に食い込むのは得策ではない、まさか欲望の為にオペレーションＭに背くつもりか……！」

「何を言っているのかしら、私がオペレーションＭに背くなんてあり得ないわ、だってそうでしょう、オペレーションＭのＭはマゾのＭ」

「違うわ」

「雅継くん聞いて頂戴、このレース、大事なのは下位に沈むことであって最下位になることではないの、無理をしてまで隔かつ靴か搔そう痒ような思いをする必要なんて何ど処こにもないのよ」

「分かってはいるのか……だがこのペースだと上位に食い込んでしまうぞ……」

　最も早はや以心伝心というよりは操られているのではないかと思いそうになるまで互いに同じ足を出してグイグイと前に進んでいく俺と北条。

　その結果足がもたつきうまく前に進めない生徒が多くいる中、俺達はあっという間に折り返し地点まで近づいてしまう。

「ああ……このままあと42・[image: 195]キロは走り続けたいわね」

「筋繊維が摩耗するわ」

　しかし北条はどういうつもりなんだ……？　このまま突っ切れば上位に入ってしまうというのに……それが悪手でしかないのは北条だって分かっている筈はず……一体何を──

　他のクラスのペアは声を出し合いながら前へと進む中、俺達だけが無言でずんずんと邁まい進しんする姿は異様でしかなかったが、それも残りあと十五メートルで終わりを告げる。

「お、おい、このままじゃ……」

　流石にこれは不味まずいと北条の方へ目をやる──するといつの間にか北条が焦った表情を見せており「おかしい……」と小声で呟つぶやいているではないか。

　珍しく感情マークも動揺を見せた表情をしている……ま、まさか予定していた策がうまく行っていないのか……？

　まずい……そうなるとこのレースは最低でも三位以内が確定してしまうことに……それだけはオペレーションＭにおいて一番良くない……早く手を打たないと──

「きゃっ!?」

　そう策を張り巡らせていた瞬間、それまで異常なまでに完璧なペースで進んでいた北条が突如バランスを崩し前のめりに倒れそうになる。

　片足の自由が利いていない状態で倒れてしまえば、殆ど受け身を取れずに地面に叩たたきつけられてしまうことに──！

「危ない！」

　俺は咄とつ嗟さに北条の動きに合わせるようにして重心を勢いよく前に倒すと、倒れそうになる北条の左肩を右手で摑み、空中で仰あお向むけになりながら北条と地面の間に割って入り、そのまま地面に背中から倒れ込む。

「ぐええっ！」

　思わずカエルが潰れたみたいな声を上げてしまったが、足を結んでいた紐ひもが偶然にも切れたお陰でうまく抱きかかえる形を取ることができ、俺の身体がクッションとなり北条は地面に叩きつけられずに助かる。

「あ……ありがとう……」

　少し驚いた表情で俺を見る北条、まさか俺もここまでうまく助けられるとは思わなかったので、もしかしたらスタントマンに向いているのかもしれない。

　ただ……これは非常によろしくない──顔とか滅め茶ちや苦く茶ちや近いし、何なら主におっぱいとかおっぱいとかおっぱいとかが密接して当たってるし。

「…………」

　おや？

　いつもならここがアタックチャンスと言わんばかりに攻め立ててきそうな北条だが、不思議と何も言わずに、浮かない顔をしながら起き上がる。

　そして手を差し伸べてくれるので、俺はその手に摑つかまってゆっくりと起き上がった。

「あー……紐、切れちゃったな、これは失格かね」

「ごめんなさい……本当はこんなつもりではなかったのだけれど……」

　そう、申し訳なさそうにする北条を見て、もしかして……と思い、切れた紐を確認する。

　すると。

　千切れた跡とは違う、八割ほど何かで切られた跡があるのに気づく。

「もしかして……北条がやろうとしていたことって」

「……走っている内に紐が切れるように、出走前に深く切れ目を入れておいたの」

「そういうことか……確かにこれなら自然な流れで失敗を装えるな」

「きっと雅継くんはうまくいかずガタガタになって順位を下げるのを狙っていたと思うのだけれど、クラスの士気が上がっている状態で、しかも後半戦が始まってすぐにその結果だともし雰囲気が悪くなった時雅継くんが可哀かわい想そうだと思って──」

　そうか、俺はポイントのコントロールのことばかり考えていたが、最前線でサブリーダーをやっている北条からすれば、後腐れが残るのを危惧してくれていたのか……。

「ごめん北条、俺の代わりにそこまでやってくれたのに、無神経だったよ」

「ううん……そんなことはないわ、これは私の我わが儘ままみたいなものだから──でもありがとう、助けてくれて……凄すごく……嬉うれしかった」

　そう北条が優しく微笑ほほえむので、俺は急に恥ずかしくなって目を逸そらしてしまう。

「ま、まあ……これなら紐が切れたからって言い訳も出来るしな、結果オーライだろ」

「そうね……、でも雅継くんが助けてくれた事に変わりはないから」

　まさか北条を助ける為ためにここまで機敏に動けるとは思っていなかったので正直驚いているのだが、北条が普段どういう行動をするのか、無意識に観察していたから反応が出来たのだろうか……。

　何にせよオペレーションＭは順調に進んでいるのだ、北条も大きな怪け我がをせずに済んだのだし、それで良いとしようじゃないか。
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　クラスメイトのいる席に戻ると、何故か俺は拍手で迎え入れられてしまった。

　どうやら龍田が咄嗟の判断で北条を助けた俺を見て『結果も大事だけどこういうのも大事だよね！』と感極まっていたらしく、同調的な空気になってしまったクラスメイトは取り敢あえず拍手で迎え入れようという話になったようである（虎尾談）。

　正直に言えばあまり目立たない存在でいることが俺の役目だったので、クラスメイトからの好感度が若干上がっているのは悩ましい話ではあるのだが、許容範囲内での増加ではあるので目を瞑つぶることにする。

　ただ『北条様を見守り隊』の皆様からは、『よくぞ身を挺ていして北条様を守った』とお褒めの言葉を頂いた反面『だが羨まし過ぎて心が苦しい』と半泣きになりながら得も言われぬ表情をされたので大分良くない気がするが。

「雅継殿、北条殿、大丈夫でありましたか？」

　椅子に座って戦況を見ていた虎尾が心配した様子で俺達の元に駆け寄る。

「私は大丈夫よ、雅継くんが守ってくれたから何処も怪我はしていないわ」

「俺も背中から倒れただけだから汚れちゃいるが特に問題はねえよ────と思ったけど軽く肘を擦すりむいてるな」

　北条のクッションになった際に地面で擦ってしまったのだろうか、大した怪我ではないが少し血が出てしまっていた。

「大変……私が舐なめ取るから雅継くん、早く肘を出して」

「舐め取るとか言うな」

「え……？　唾液には止血作用と抗菌作用があるのよ、ここで私が舐めなくしていつ舐めると言うのかしら、いや舐めなければならない」

「救護室行きますが」

　反語にした所で絶対舐なめさせないからね？　大体クラスメイトもまだ気にしているような状況で平然と言ってしまうのだから早くこの場から去りたいまである。

「あっ……！　雅継くんさっきの二人三脚で怪け我がしちゃったの!?」

　するとそんな俺と北条と虎尾の様子を気にしてか今度は龍田が駆け寄ってくる。

　二年三組のリーダーとして当然の行動ではあるので彼女が間に入ってくれるのは有り難がたい話である、今の北条は好感度指数が臨界点を更に突破しそうだしな……。

「あ、ああ、大おお袈げ裟さにするほどでもないんだが、ちょっとな」

「一応水で洗ってから救護室で絆ばん創そう膏こう貰もらおっか、まだ雅継くんは出場する競技があるし、特に水泳だと染みちゃうかもしれないしね」

「あーそうだな、じゃあちょっと行って──」

「私が付いていくわ」

「私が付いていくよ」

　何な故ぜこのタイミングでと言わんばかりに北条と龍田が絶妙なハモり具合を見せたかと思うと、主に北条から先手を打つ形でジロリと龍田に睨にらみを利かせる。

「あら……龍田さん、そんなに心配をしなくても大丈夫よ、ここは私が付いて行って彼の傷を完治させるのが私の役目だから」

「ん？　いやいやそんな、傷なんて自然治癒でしか治らないんだから北条さんが付いて行っても変わらないよ、それに北条さんも二人三脚で疲れていると思うし、椅子に座って少し休んだ方がいいと思うし……」

「お気遣いありがとう、でも平気よ、第一雅継くんに怪我をさせてしまったのは他ならぬ私なのだし、ここは私がちゃんと全責任を負って雅継くんを救護室へと安心安全に連れて行くから龍田さんは引き続きリーダーとしての役割をお願いするわ」

「北条さんがそこまで引け目を感じることはないよ！　あれは事故みたいなものだったんだから、北条さんがそこまでしなくてもいいと思う！」

「え、い、いえでも──」

「こういうのもリーダーである私の仕事だと思うし、雅継くんや北条さんの助言を貰っていたとしても、競技に誰を参加させるのか最終的な決定をしたのは私なんだから……やっぱり私がちゃんと責任を持つべきだと思う」

「う……」

　どうやら北条としては龍田をライバルのような気持ちで見ていたようだが、思いの外彼女が純粋な気持ちで俺を救護室まで連れていきたいと思ったことに気づいたらしく、対応に苦戦しているようであった。

　まあ……龍田の好感度はラブ対象の次元まで高いものじゃないからな……あくまで信頼関係が成り立っているレベルの好感度なので話が嚙かみ合わないのも無理はない。

　北条の意図を汲くんであげたい気持ちは山々なのだが、これ以上目立つと北条との関係まで疑われる羽目に……素直にここは龍田に譲って欲しいのだが──

「北条殿、ちょっといいでありますか？」

　そう不安を抱えながら見守っていると、横で見ていた虎尾が北条を手招きするので、北条は少し不思議そうな顔をしながら虎尾の方へと近づく。

「何かしら虎尾さん、今私はだいひな──」

　途端、虎尾はなにを思ったのか、近くまで呼び寄せた北条の両頰ほおをつまみ、ぐにーっと伸ばし始めたではないか。

「と、虎尾……？」

「は、はの……とらほさん……ほれは……」

　虎尾と北条という珍しい組み合わせに、遠巻きに見ていた一部の生徒は驚いた表情を見せたが、虎尾はそんな状況も構わず話を続ける。

「……ふむ、どうやら北条殿は先程の出来事で少し急せいているようでありますな」

「は、はひ……？」

「気持ちは分かりますぞ？　私もＦＰＳゲームをしている時に窮地に陥るとつい焦って攻めに転じてしまいますからな、でもピンチの時こそ一度冷静になって、視野を広げると思わぬ所に光明があったりするものなのです」

「…………」

「だからこういう時は一度深呼吸をして少し笑ってみせましょう、北条殿はこんな所で負けるほどノーマルスペックではありませぬよ」

　そう言い終わると虎尾は頰をパッと離し、北条に笑顔を見せる。

「虎尾さん……」

　北条は二年三組の中では氷山の頂上に咲く一輪の花みたいなものなので、基本的に彼女に対し忌き憚たんのない意見を言える者が殆ほとんどいない。

　精々それを許されているとしたら俺か龍田、虎尾ぐらいものだが、今回対象となっているのは龍田だし、俺はこの場においてその間に入ることが出来ない。

　俺達の平穏の為にオペレーションＭを遂行しているのだから、尚なお更さらである。

　本来ならこういったイベント、特に人目につく場所だと絶対に関わりたがらないのが虎尾の性分なのだが……これは助けられたな。

「……そうね、そういうことなら龍田さんにお願いしようかしら」

　北条も虎尾にそこまで言わせてしまったのは申し訳ないと思ったのか、虎尾から龍田の方へと向き直ると、彼女にそう告げる。

「……うん、任せておいて、でも本当に北条さんも休んでね？　もうすぐ男女混合リレーが始まるし、まだ水泳も残っているから」

「ええ、ありがとう──二年三組が優勝する為にも、全力で休ませて貰うわ」

　ふう……何にせよ丸く収まって何よりだ、虎尾には後でお礼をしないとな──

　ピックアップが出るまで課金とか言われそうだが。




　　　　○




「水も弾はじいてくれる絆創膏らしいから、これなら水泳も大丈夫そうだね」

　手当をして貰った後、俺と龍田は救護室で水分補給をしながら休憩していた。

　救護室はテントを張ってある上に、扇風機も完備しているので正直ここでずっと休んでいたいのだが、このレースが終わったら出るようにと言われているので残念である。

「痛みもあんまりないし、残っている競技を考えたら問題なさそうだな」

「でも……本当に雅継くんと北条さんのお陰で優勝争いに入ってるんだから凄いね、今はまた二位に落ちちゃったけど、途中までは一位になっていた時もあったし、もしかしたら優勝も夢じゃないかも……」

「……そうだな、一組と六組以外のクラスとは大分差が開いたし、実質この三チームで勝負が決まると言っても過言じゃない、だからこそ一層気を引き締めないとな」

　オペレーションＭによって本来なら大した努力をせずとも優勝出来た所を操作しているのでそう言われると罪悪感があるが、こればっかりはどうしようもない。

　あくまで俺達は劇的な優勝しか望んでいないのだ、それが龍田を利用するような形になったとしても──

「あ、そうだ、皆の前じゃちょっと見せ辛づらいと思って、雅継くんに頼まれていたアレを持ってきたんだけど……」

　そう言うと龍田はポケットから一枚の用紙を取り出し、それを俺に手渡す。

「ん、何だこれ？」

「ほら、雅継くんが言っていた各水泳種目に出場予定の生徒の全クラス分の名前、体育祭の実行委員会の子に聞いたらあるって言うからコピー貰ったんだ」

「お、わざわざ探してきてくれたのか、ありがとう助かるよ」

「ううん、優勝目指してるんだし、これで戦略を立てられるなら何でも言ってよ！　本番前は流石さすがに駄目って言われてギリギリになっちゃったけど……」

　前髪を軽く触りながら少しバツの悪そうな顔をする龍田。

　確かにこれを渡していいのかは若干微妙な所があるからな……、とはいえタイムが載っているものでもないしグレーって程のものではないのだが。

　本当は神奈川にお願いしてタイム付きの物を盗んできて貰うつもりだったのだが、水泳に関しては記録測定を行っていないから無いとのことだったので仕方がない。

　だが参加選手の名前だけでも分かればこっちのもの、俺は救護室に置いてあったボールペンを借りると、おもむろにマルとバツと三角を付ける。

「……？　雅継くん何をしているの？」

「水泳経験のある奴やつとない奴、あとは不明な奴と分けているんだよ」

「……？　でもそんなの──あ、そっか！」

「そう、流石に全部は分からないが、水泳部だけじゃなく外部のスクール出身者は北条に訊きけばある程度絞ることが出来るんだよ」

　もっと言えば地元のスクール出身者に関しては我が愛すべき妹逢あい花かに訊いてしまえば大体こんな奴がいたぐらいの情報は知ることが出来る。

「でも……出場者はもう決まってるのに今から変えられることってあるのかな……？」

「水泳はいきなりプールに入ってよーいドンじゃなくて、軽く泳いで身体からだを慣らす時間がある筈はずだ、そこを狙うんだよ──泳ぎ方の特徴とか癖を北条が見れば、直前でも対策を講じることぐらいは出来るだろ？」

「言われてみれば……それなら一位にはなれなくても、上位には入れるかも……！」

　とはいえ面メン子ツを見る限り要注意と言えそうな生徒はほんの一部しかいなそうだ……、水泳部も近年は阪神間での大会止まりの成績らしいし、そもそも実力者が集まるような部活ではないという情報もあるしな……。

　あまり意味のある情報はなさそうだと思いつつ、チェックを続けていると途中で一つ気になる部分を見つけ、ペンを止めてしまう。

「……ん？　俺が参加予定の男子[image: 100]メートル自由形の出場登録者に、既にバツが一つ入っているんだが、これはどういうことだ？」

「あ、それは元々参加予定だった子が怪我で不参加になったみたいで、だから別の生徒が代役で入るらしいんだけど……実行委員の子の話だと水泳部だとか……」

「水泳部だって？」

　体育祭で水泳部が活躍出来る絶好のチャンスなのに、最初の時点で参加を表明していなかったっていうのはどういうことなんだ……？　幽霊部員レベルの実力の生徒だから出場したくなかったのか、それとも──

「……その代役で出場する生徒の名前って分かったりするか？」

「えっと……入にゆう道どう山やまくん……だったかな」

「入道山──か、オッケー分かった、それなら多分問題はなさそうだ、一応この情報を北条にも伝えるようにして、ある程度戦略は立てておくようにしよう」

「うん！　そうだね────あ！　雅継くん！」

「なんだ？」

　話をしながら考え事をしてしまっていたので意識が散漫になっていると、俺の肩をポンポンと叩たたく龍田が上空を指差しながら俺の袖をぐいっと摑つかむ。

「ほら！　男子[image: 200]メートル走参加者の集合アナウンスがかかってるよ！　急がないと！」

「……ほう、どうやら俺の練習の成果を見せる時がついに来たようだな」

「そ、そうだね！　あれから私達一杯練習したもんね……！」

　そう、あれから俺達は今日この日まで何度も繰り返し練習を重ねたのだ。

　休日を返上し、俺と龍田、北条……虎尾は一週間ぐらいして失踪したが。

　毎日のように夜になれば武庫川の河川敷を走り込み続けた。最初はあまりにも筋肉痛が辛すぎて、諦めようと何度思ったことか……。

　しかし、龍田と北条の懸命なサポートもあり、いつしか無くなった筋肉痛は俺の体力、走力を想像していた以上にパワーアップさせてしまっていたのだ。

　加えてスタートの練習から走る時の姿勢、動かし方まで動画を見ながら何度も繰り返し確認もした……ましてやイメージトレーニングすら欠かさなかった日はない。

　何なら頭の中では既に一位を十回は経験している──最下位になるイメージなど、最も早はや無いに等しいと言ってもいいだろう。

　ゲロを吐き散らかし、動けなくなった頃の俺は、もうここにはいないのだ。

「さて……十分休憩も取れたし、そろそろ本領発揮と行こうか」

「が、頑張ってね！　雅継くん！　応援してるから！」




「ああ、いっちょ終盤を勢いづける走りってもんを見せてやるぜ……！」







[image: 六限目　オペレーションＭに必要なことは、道化と彼女達とほんの少しの才能だ]










「六位」

「実質一位みたいなものね」

「えっ？」

「身体はアスリート張りの綺き麗れいなフォームで、もの凄すごい速度で動いていたのでありますが、まるで前に進んでいませんでしたな」

「気持ちだけは誰にも負けてなかったからな」

「もしかしたら男子[image: 200]メートル気持ちだけは一番速い走だったんじゃないかしら……ちょっと運営の方に確認をしてくるわ」

「おい止やめろ！　絶対に違うから！」

　藤ふじヶ丘おか高校体育祭もいよいよ終盤へと向かい始め、残る競技は男子スウェーデンリレー、男女混合リレー、そして新競技の水泳だけとなった。

　そしてその前ぜん哨しよう戦せんとも言える男子[image: 200]メートル走にて俺が出した結果は七人中六位。

　こんなことを言うと言い訳がましいが予想通りではある。

　不本意な結果に肩を落とす者も中にはいたが、そもそも予行練習の時点で俺の身体能力の無さは露呈しているのでまず悪い空気にはならない。

　中には北ほう条じようを庇かばった時に負傷をしているからこうなるのは仕方ないと声を上げる者もいたし、まさに怪け我がの功名と言うべきだろう。

　……まあ、そもそも空きの競技に適当に充てがわれたとはいえ、一組や六組もスウェーデンリレーに力を注いでいるのでそもそもこのレースには俊足自慢の生徒はあまりいない、事実一組と六組も下位に沈んでいるので大きなダメージはないのだ。

「雅まさ継つぐくんお疲れ様！　結果は残念だったけど……怪我もしてる中で一生懸命走ってくれてありがとう！　これ、飲み物買って来たから飲んでね！」

「お、おうふ……ありがとう……」

　眩まぶしい……眩しいよ龍たつ田たさん。

　たかだか数週間の練習で鈍足の俺のタイムなど上がる訳もないのは龍田も分かっていた筈はずなのに最後まで練習に付き合ってくれて……彼女の想おもいも虚むなしく残念な結果に終わってしまったというのに、そんな顔を見せられたら俺はもう君を直視出来ない……。

　何なら好感度はついに大台の70％を越えてしまっているし、感情マークまでちょっとうるうるした表情をしているのだから胸が痛くなってくる。

「最初は[image: 100]メートルを過ぎた段階で徒歩みたいなペースだったのに、それが最後まで走りきれるようになったんだよ！　努力って報われるんだね……」

　あれ？　何だろう、褒められているのにこの腑ふに落ちない気持ちは。

「それに六位だよ六位！　練習をする前は最下位だったのに六位になれたんだよ！　最後のデッドヒートなんて思わず大声で応援しちゃったし」

　おおう……マジで言ってんのかこやつは、ドベ争いのデッドヒートを真面目に応援とかもうただのカオスでしかないから、悲しみの向こう側見ることになるから。

　そうか……分かったぞ、この気持ちは多分あれだ、犬がおすわり出来るようになってめっちゃ褒められてる時の奴やつだ、もう息してるだけで偉いねとか褒められるタイプの奴。

　しかも北条と同じで冗談で言ってないのだからゾッとしかしない。

　多分天然な上に感情的になっちゃうタイプなのだろう……ここまで来ると男としては甘えたいランキングダントツの一位の才能しか感じないぜこいつは。

　そりゃ男は好きになるよこんなん……朝起きただけで偉いとか、勉強しようと思って机に座っただけで偉いとか言われてえもの。

「ともかく雅継くんは頑張って練習以上の力を出せたんだよ！　それだけで十分凄いんだから！　偉いなんてもんじゃないんだから！」

「もう一生分人に褒められた気がする」

「龍田さん……やはり危険な女ね、私も雅継くんを褒めちぎっていかないと……」

　龍田の底なしの純粋さを目の当たりにして腕を組みながらブツブツと呟つぶやき始める北条。

　いや、お前の場合は自分の欲が先行するから無理だろ……。

　というより……北条は高スペックで溢あふれかえっているのだから今更新たに取り入れる必要もない、そもそも[image: 120]％の好感度を叩き出している時点で格が違うし。

「──あ、そうだ、北条、ちょっといいか」

　俺は虎とら尾おと龍田から少し離れた場所に移動すると、北条にそっと声を掛ける。

「……？　何かしら、もしかしてキスでもしてくれるのかしら」

「しないけども」

「え……？　じゃあ接せつ吻ぷん？」

「意味一緒なんですけど」

「相手の唇や手などに自分の唇をつけること。愛情や尊敬の気持ちなどを表す」

「いやそれが接吻だから」

「そんな……じゃあそれ以上となると、ぽっ」

「ぽっ、じゃねえわ、何な故ぜそれ以下の発想がない……そうじゃなくてだな、もし北条が知っているなら教えて欲しい人がいるんだよ」

　俺が頭を少し搔かきながらそう伝えると、北条の顔色が少しだけ変わる。

「……水泳で出場予定の生徒の情報は教えた筈だけれど、何かあったのかしら」

「……実は龍田からの情報で、急きゆう遽きよ出場する生徒が変わったらしいんだ」

「ふうん……？　雅継くんとしてはその生徒が気になるのかしら」

「俺の出場する男子[image: 100]メートル自由形に出る相手だからな……、何でも藤ヶ丘高校の水泳部に所属しているらしいんだが──」

「名前を教えて貰もらえるかしら」

「入にゆう道どう山やまって言うらしい、下の名前は分からん」

「入道山……何ど処こかで聞いたことがある気がしないでもないけれど……」

　そうやって北条は腕を組むと、上空の一点を見つめてそのまま動かなくなる。

　そして何な故ぜかそのまま徐々に首を横にかしげて独特な首の向きのまま目線だけを俺の方に動かすと、その状態で彼女は喋しやべり始めるのだった。

「……名前からして如い何かにも強そうな雰囲気だけれど、それだけインパクトのある名前を大会で聞いたことはないわね、少なくとも私の知る限りでは、有名ではないかしら」

「──そうか……やっぱりそこまで警戒する相手じゃないのかもな」

「あら、雅継くんにしては随分と楽観的な判断をするのね」

「……まあな、走るのと泳ぐのは、別物だからな」




　　　　○




　その後、男女混合リレーはアンカーである北条が圧巻の走りを見せ、見事一位を獲得。

　ただ、男子スウェーデンリレーでは想定外のバトンミスがあり、一瞬ヒヤリとする場面もあったが、執念の巻き返しもあり何とか二位という結果で終えることが出来た。

　連続して上位に食い込んだことで一度は沈みかけた順位も盛り返し二位となり、二年三組は最終局面の水泳に向けて気運は最高潮に達していた。

　それにしても……こうも僅差の入れ替わりが続く内容だとおかしいと感じる者はいないもんだな、たかだか高校生の体育祭如ごときでポイントを調整しているなど、疑っている者がいるかどうかも怪しい話ではあるが。

　一位となった一組との点差はわずか５ポイント。

　何にしても、オペレーションＭ通りの最高の展開となってくれたのは幸いだ。

『只ただ今いまより、最終プログラム、競泳を開始します、出場する生徒は更衣室にて水着に着替え、プールサイドにお集まり下さい』

「さて……と」

　アナウンスに導かれるようにして、ぞろぞろと生徒がプールへと集まり始める。

　藤ヶ丘高校はスポーツに力を入れている学校なので、意外にプールは充実しており、大会で使用されることもあってか百人程度は座れる小さな観客席が設置されている。

　しかし生徒や保護者の人数を考えると到底収まり切る筈もなく、注目の一戦を見ようと多くの人が集まってきて、さながらボクシングの試合会場のような様相となってしまう。

　わざわざ教師がビデオカメラを数台用意して撮影の準備をしている辺り、学校としては目玉イベントの一つにしようという考えもあるのかもしれない。

　とはいえ、水泳一つ追加したぐらいで受験者数が変わるとも思えないが……。

　そんなこんなで、俺達を含めた一年生から三年生の出場者全員が着替え終わると、歓声に沸くプールサイドへと集合する。

　六月も終盤へと差し掛かる時期ではあるが、やはりまだ泳ぐには少し肌寒さを感じるものであり、優勝戦線から脱落したクラスの生徒は些いささか憂鬱そうな顔をしていた。

「新競技として水泳を採用したってのはいいにしても、この時期にプールに飛び込みたいっていう気には流石さすがにならねえな……」

「そうかしら、私はもう慣れてしまったけれど」

「そりゃ北条はそうだろ……こんな観衆との距離が近いのも慣れているだろうし、ホントそれだけでアドバンテージが────ほ？」

　参加者の身を震わせる寒さとは裏腹に熱気に包まれる観客に目が行ってしまっていたが、よくよく北条の方に目をやるとそこには競泳水着姿の彼女が立っているではないか。

[image: ]

「お、お……」

　ぴっちりと身体からだに吸い付くように着せられた競泳水着は北条のボディラインを明確に浮き立たせ、彼女がモデル並のスタイルであるということを改めて理解させる、実に煽せん情じよう的な仕上がりになってしまっていた。

　水泳の授業にありがちな『せんせー今日私体調が悪いんで見学しまーす』という言葉など足蹴にしてしまい兼ねないパーフェクトさ、直視など到底出来るはずも無かった。

　もうね、まずお胸が強調され過ぎててヤバい、こんなの凶器でしょ、ここまで来たらスクール水着まで見たい気持ちに駆られてくるわ。

　しかもよく見るとやけに生徒が北条がいる所に固まってやがるし……お前ら本当に正直な生き物だな、俺もそうだけど。

「ふふ……どう雅継くん、流石にちょっとはドキドキしてくれた？」

　俺の反応に気づいたのか、やけに自信満々な顔を見せた北条はそうやって答えを求めようとしてくる。

「いくら何でもそれはチートだ……つうか何で競泳水着なんて着ているんだよ、別にそこはスクール水着で問題ないだろ」

「だって雅継くんに見せられる機会なんてこんな所でしかないじゃない、スクール水着なら後々授業で幾らでも見せられるでしょう？」

　そう告げると、「んっ」と小さな声を出して伸びをする北条。

　それと同時に大いに湧き上がる歓声。

　最も早はや北条の独壇場と化している気がするが、これだけ圧倒的な差を見せつけられれば誰も文句は言えない、女子ですら北条に見み惚とれている状態だしな……。

　それに。

　二年生であれば殆ほとんどの生徒の耳に入っているだろう彼女の実力──

　その筋では『水面の不死鳥』と呼ばれ、ジュニアオリンピックに出場経験があるとなれば一度はその泳ぎを見たいと思う者も多いだろう。

　故にこの試合で一番注目されているのは他でもない北条朱あや雀りただ一人。

　そう、それでいいのだ……、彼女に注目が行けば行くほどオペレーションＭは絶大な効果を発揮する。

　ただ────と、俺は少しだけ思ったことを北条に伝える。

「北条、あのさ」

「……何かしら？」

「このオペレーションＭを完遂する為ためには北条の協力が無ければ絶対に出来なかった、でも……本来これは北条にとって何一つメリットのないことだ」

「それは──」

「俺だけじゃなく、虎尾だって最初からそれを心配していた、いくら現代歴史文学研究会の為とはいえ、もし本当に嫌なら今からでも──」

「雅継くん」

　北条は俺の言葉を途中で制止して、自分の言葉を紡ぎ始める。

「確かにこれは私が泳ぐ上ではデメリットなのかもしれないわ、けれどそれはあくまで客観的に見た場合の話であって、私自身にとってはデメリットなんてどこにもない、寧むしろメリットしかない話なのよ？」

「メリットしかない……？　でもオペレーションＭは──」

「私にとって一番大事なのは雅継くんと一緒にいられること、そして虎尾さんの居場所が守られること、それ以上の幸せなんて望む方がおかしな話よ」

　その為なら過去の栄光なんて、簡単にドブに捨ててあげられるわ、と、北条はいつもと変わらぬ平然とした口調で、そう答える。

「はは……」

　思わず変な笑いが出てしまう。

　何ど処こまでも凄すごい奴やつだよお前は……まあ、言われてみれば将来を有望視されていた水泳を捨ててまでこの藤ヶ丘高校に来ているんだから、未練なんてないのかもしれないが。

　普通ならそれだけのモノがあれば一生モノとして自慢しても呆あきれられたりはしない……、なのにそれを捨てられるだなんて感心を通り越して呆れさえしてしまう。

　ありがとう──ならばもう、俺も最後までやりきるだけだ。

「そうか……ならもう覚悟は出来ているんだな？」

「覚悟じゃないわ、これは使命よ」

「なら何も言うことはないよ──頼んだぞ、北条」

「ええ、雅継くんの頼みとあらば」

　さて……一世一代の劇的な優勝とやらを、見せてやるとしようか。




　　　　○




　先に一年生が男子、女子共に[image: 100]メートル自由形を終え、優勝の決定に一喜一憂の声が飛び交う中、いよいよ俺達二年生の最終戦が始まる。

　まず女子からスタートする為、アナウンスより各コース前の飛び込み台に立つように指示があると、北条を含め他の生徒達が並び始める。

　まだ泳ぎ始めてすらいないというのに、北条がその場に立っただけでとてつもない歓声がプール内で反響し続ける。

　だが、それと打って変わった雰囲気を放っていたのは我らが二年三組。

　何せここで一位を獲得すればほぼ優勝は手中に収めたと言っても過言ではないのである、加えてその一位となる使命を託されたのは他ならぬ北条朱雀。

　軽く水泳を経験した程度や、小さな大会で結果を残している程度の実力では到底敵かないやしない彼女の実力は、楽観的とまでは言わないが、余裕の雰囲気を二年三組に与えてしまっていても無理はない話であった。

「はあ……いよいよでありますな……」

　そんな雰囲気にも拘かかわらず、丁度俺の斜め後ろで観戦していた虎尾だけは、浮かない顔と共に小さなため息を漏らす。

「そうだね……、でも大丈夫だよ、直接訊きいた訳じゃないけど、北条さんの実力は本物みたいだし……何より陸上競技だってあれだけの結果を残せるんだから、きっと北条さんなら何とかしてくれると思う」

　龍田と虎尾の組み合わせなんて珍しいなと思ったが、北条と違って龍田は分かりやすい聖母のような優しさを持ち合わせているので自然と馴な染じんでしまったのだろう。

　それに虎尾は気丈に振る舞ってはいるがずっと不安を拭えないままだからな、龍田は虎尾の事情は知らないが、何となく雰囲気を察して側そばにいてあげているのだろう、本当に前世でどれだけ徳を積んだらこんな性格になるのやら……。

「そ、そうでありますな……私が不安になっていては北条殿にその気持ちが移ってしまうかもしれませぬし、ここは懸命に応援するとしましょう……！」

「うん、そうだよ、私達がしっかり応援して上げないと────よーし……北条さーん！　頑張ってー！」

「北条殿ー！　頼むでありますよー！」

「…………」

　そうだ、北条には本当に頑張って貰もらわないとならない。

　たとえ周囲がどれだけの期待を寄せていようとも、その重圧に決して負けないだけの強きよう靭じんさを見せつけなければならないのだから。

　そうでなければ──現代歴史文学研究会は廃部を余儀なくされる。

　……全く以もつておかしな話だ、どうして平穏を求めているだけなのにここまでしなければならないのか、面倒臭いったらありゃしない。

　でもそこまでしなければ失ってしまうというのであれば、やるしかないのだろう、その為のオペレーションＭなのである。

　阿あ古こにやられたことは、倍にして返してやらねば。

「頼むぞ……」

　スタートの合図を務める神か奈な川がわが、出場者が並ぶプールサイドの横に立つと、笛を鳴らし飛び込み台へ登るよう指示する。

　そして全員が飛び込み台の上に立った所で神奈川は空砲を上に掲げると、珍しく教師らしい真面目な顔つきで、声を張り上げた。

「位置について────よーい──！」




　　　　○




『お、終わった……俺の部活は廃部決定だ……』




『え、お、おい……』

『う、噓うそだよな……』

『そんな訳ないだろ……だって、実力は本物だってお前言ってたじゃんかよ』

『お、俺だって友達に聞いたんだよ……未来のオリンピック選手だったって……』

『でも……この結果は……』

『やっぱりブランクがあると上手うまく泳げなくなっちゃうのかな……』

『それでもさ……』

『この結果っていうのはいくら何でも……』

「わ、私の五万円が……」

　あまりの出来事に、どよめきの声が収まらない場内。

　一体誰が想像しただろうか、下馬評では圧倒的一位と言われていた筈はずの北条が、三位以内にすら入れない四位という結果を。

　これにより水泳部の女子を投入していた一組は五組には負けてしまったものの大健闘の二位を獲得し、その差は20ポイントとなり、ここに来て絶望的な点差となってしまった。

　土壇場での逆転に歓喜に沸き上がる二年一組の生徒、だが優勝をほぼ手中に収めていた我らが二年三組は愕がく然ぜんとした状況になり、誰もが言葉を失ってしまう。

　そしてその奥でフェンスに手を掛け嘔え吐ずき始める神奈川。

「こ……こんな……こんなことがあってたまりますかぁ…………」

「わわっ！　と、虎尾さん！　大丈夫!?」

　あまりにショッキング過ぎる光景だったのか、虎尾は突如フラフラと足取りが危うくなったかと思うと、そのまま龍田に凭もたれ掛かかってしまう。

「た、大変……！　早く救護室に連れて行かないと……！」

「は、はは……龍田氏平気でありますよ……少々立ち眩くらみがしただけであります……気温のせいでありますかね、少し暑くなってきておりましたから……」

「どう見たって平気じゃないよ……ちょっと待って、今先生を──」

　明らかに青ざめておきながら、それでも尚なお気力を振り絞って笑ってみせる虎尾。

　無論そんな場合ではないので慌てて救護室に向かおうとした龍田だったが、虎尾は今にもグラウンドの地面に倒れそうな身体を必死に支えながら龍田の腕を摑つかむ。

「と、虎尾さん……？」

「こ、ここで私が救護室に行ってしまえば……もうこの続きは見ることは出来ないのでありましょう……？　ベッドの上で横になって、目が覚めたら結果が分かっているなんて、そんなのは絶対に嫌でありますからな……」

「な、何を言っているの……？」

「何を……？　龍田氏は分かっていないのでありますか……？　ま、まさかこれで私達の優勝は潰えたなどと、本当に思ってなどおりませんでしょうな……？」

「えっ……？　そ、それは──」

　龍田が困惑した顔で俺の方を見る。

　好感度こそ下がってはいないが、感情マークはどうしたらいいか分からないといった、そんな動揺した表情を見せてしまっている。

　……無理もない、誰もが絶望に打ちひしがれる状況の中、誰が声を大にしてまだ終わっていないと言えるのか、潰ついえた希望をどうやってもう一度摑めというのか。

　龍田の反応は間違っちゃいない、それが正解なのだ。

　でも、虎尾の反応は正直意外だった。

　好感度を一つも下げることなく、瀕ひん死しと言ってもおかしくない虎尾の顔色とは反して、感情マークは食いしばったような必死な表情を見せていた。

　本気でまだ終わってはいないと、そう信じてくれているのか虎尾は──

「雅継殿……」

　龍田に抱きかかえられたままの虎尾がフェンス越しに俺に話し掛ける。

「虎尾、大丈夫か？　無理はするなよ」

「はは……何のこれしき……雅継殿が感じているプレッシャーと比べればこんなものは屁へみたいなものでありますよ……」

「……随分と嬉うれしいこと言ってくれるじゃねえか」

「当たり前でありましょう……雅継殿は現代歴史文学研究会を廃部にさせないと言ってくれたのでありますからな……ならば私がこんな所でへこたれるなどあってはならぬ話……最後まで応援させて頂きますぞ……」

「……そうか、なら安心して見ていてくれ、北条の代わりに──俺が必ず優勝旗を持って帰って来てやるから」

「ははは……頼もしい限りですなあ……では悠然と構えて見させて──頂いて──」

　そう、言い切る前に虎尾は力尽き、龍田のお胸様を枕代わりにして安らかな眠りについてしまった。

　いや死んではないんだけども。

　ラスボス手前で死んだ主人公の仲間みたいな台詞せりふ吐きやがって、そこまで追い込まれてもそれをやる余裕があるとは虎尾にも信用されたもんだな。

　とはいえ、虎尾も不安に押し潰されそうな日々を送っていただろうし、睡眠不足も祟たたっていたのだろう、実際目の下にはクマの濃い紫が浮き出ている。

　いずれにせよ、彼女にはゆっくりと休んで貰おう、起きた時に結果が分かっている方が負担がかからないで済みそうだしな。

「えっと……雅継くん……」

　虎尾を抱えながら俺達の話を聞いていた龍田は不安そうな顔で俺を見る。

「龍田────ひかりは先生と一緒に虎尾を保健室まで運んでやってくれないかな、こいつ普通の女の子よりちょっと重いから、二人がかりじゃないと運べないだろうし」

「え、う、うん……それは大丈夫だけど……、あ、あの……雅継くんは……大丈夫なのかなって……だって北条さんは──」

「うん？　まーこのぐらいの雰囲気の方が丁度いいだろ、北条だって周りが囃はやし立てるから調子が出なかったのかもしれないし、大会とかで慣れてるかもしれないけどさ、ブランクはあるんだから少し期待し過ぎたんじゃないか？」

「そ……それは……そうかもしれないけど……」

「だったらこれぐらいの方が丁度いいって、ま、期待しない程度に待ってくれていればそれで十分だよ」

「あ──雅継くん──」

　俺はそう言い残すと背を向けて虎尾とまだ何か言おうとしていた龍田の元を離れ、スタート地点である飛び込み台へと振り返ることなく歩いていく。

　すると。

「──どうだったかしら、私の迫真の泳ぎは」

　その途中で、先にレースを終え、水泳キャップを外した北条に声を掛けられる。

「文句なしの最高の泳ぎだったよ──もしかしてその競泳水着の本当の理由って、観客の期待感を煽あおるためのものだったのか？」

「いえ？　雅継くんに見せたい以外の理由はないけれど」

「お？　おう……？」

　そこはそういう為ための理由であってくれよ……身体からだが熱くなってくるわ。

「……にしたって、圧倒的な一位を予想されていた北条が、まさかの四位に沈むっていう展開は、流石さすがに観客にとっても予想外過ぎたみたいだな」

「それはそうでしょうね、私が四位に沈むなんてまずあり得ない話だもの、こう言っちゃ何だけれど、現役時代でも三位以下に沈んだ記憶は一度もないわ」

「噓だろ……本当に凄すごかったんだな北条って……」

「そうね、運動も勉学も出来て当たり前の環境で育ってきたから、それが普通だと思っている部分もあるのかもしれないけど」

　いや……普通だとしてもそれに付いていける能力がある時点で普通じゃねえよ、俺だったら余裕で投げ出して引き籠こもれる自信すらある。

　しかし当の彼女は淡々と飄ひよう々ひようとした様子を崩すことはない。

「でもさ……お前を知っている人からしたら四位という結果は流石におかしいと思っているんじゃないのか？」

「かもしれないわね、全力で泳いで四位と、手を抜いて四位とでは動きに大分差があると思うから、もし現役の時の私を知っている人が見たらわざと遅く泳いでいるって気づいているかもしれないけれど」

　そう。

　これがオペレーションＭの大仕掛けとも言える部分──北条には意図的に遅く泳いで貰い、わざと四位に沈んでみせるよう俺が依頼したのだった。

　誰もが彼女の一位を疑わない状態での四位は、生徒や一部の保護者の顔を見ればはっきりと分かるぐらいに強烈なインパクトを与えてしまっている。

　この絶望的な状況を作り出すことが何よりも必要なことであった、その為にここまで拮きつ抗こうした試合展開を創り上げてきたのだから──

「まあ、そこは知らぬ存ぜぬで通せば大丈夫だろ──ともあれ、これでオペレーションＭの大部分は終了したな、北条のお陰で最高の舞台が整った」

「こちらこそ──ところで……虎尾さんはどうだったかしら」

　観客席やフェンスの向こう側を気にしていた北条が、少し心配そうな声を出して俺にそう尋ねてくる。

「あー……そうだな、取り敢あえず四位という結果で気を失った」

「……それは、本当に申し訳ないことをしてしまったわね、全部綺き麗れいに終わった時にちゃんと虎尾さんに謝らないと……」

「虎尾にオペレーションＭの最終段階について説明する訳にはいかなかったからな……俺も相当怒られることにはなるだろうが今は──」

「ええ──後はお願いするわね」

　あまり長く話をしている訳にもいかなかったので、俺は北条と別れると飛び込み台の前に立ち、ゆっくりと前を見据える。

「…………」

　北条はここに立った時、一体どんな気分だったのだろう。

　懐かしい気持ちになったのか、それとも嬉しい気持ちになったのか、はたまた嫌な気持ちになったのか。

　いずれにせよ俺は嬉しい気持ちに駆られることはなかったが、本当に少しだけ、思い出が蘇よみがえったような気がしないでもなかった。

「まあ、今はそんなことはどうでもいいんだが」

　ぽつりと独り言を呟つぶやくと、俺は対戦する相手六人の顔を見渡す。

　好感度は平均して40％から50％と言った所か、感情マークは誰もが緊張している様子を見せており、俺に関心など持つ余裕などないといった感じである。

　まあそれに関しては特に問題はない、情報通りであるならばライバルである一組と六組の出場者は水泳部出身でもなければスクール出身でもないと聞いている、この日に備えて一年前から隠れて特訓でも積まれていない限り余裕だなこれは。

「…………ん？」

　そう思いながらふと一番奥に立っている生徒に目をやると──他の生徒とは明らかに風貌が違う子が立っていることに気づく。

「──ん？　んんんん……？」

　そして思わず二度見。

　い、いや待ってくれ……明らかにおかしいというか、一人だけ男子じゃなくて女子のスクール水着を着ている子がいるんだが……？

　しかもよくよく見ると顔が幼い……というよりどう見てもちっちゃくて可愛かわいらしい女の子でしかない子がいるんですけど……ど、どういうこと……？

『全く……今日も入道山たんは最高だな……』

『ああ……もうあれが男の娘こっていうのがそそられる要素しかないよな』

『分かる……最初は何で入道山は男なんだって思うこともあったんだが、今となっては男の子に産まれてきて感謝しかないよな』

『男の子とはなんと非礼な……男の娘、だろうが』

『おっとすまない……でもあの水着姿、可愛過ぎてたまんねえよ……』

『ふふ……俺なんて入道山たんを間近で見るためだけに水泳部に入ったからな』

『貴様何という……で、どうだったのだ？　水泳部での入道山たんは』

『すごく真面目で一生懸命な娘だよ、自分に厳しく他人に優しいというか……俺みたいなノロマにも懇切丁寧に教えてくれるんだぜ？　近くで入道山たんを見れるだけで幸せだってのに、指導までして貰もらえてもう至福しかねえよ』

『なんという羨ま──さぞタイムも伸びたことだろう』

『それがな────何な故ぜか一向にタイムが伸びなくて困っている』

『見み惚とれてないで練習しろ戯たわけが』

『だから新競技の水泳に出場出来なかったのではないですか、入道山たんに今すぐ謝罪をしなさい』

『うう……俺の浮ついた心が……入道山たんごめんよ……』

　何だか驚異的に香ばしい会話が聞こえてきているが……成る程そういうことか……あれが急きゆう遽きよ出場登録になった入道山だったのか。

　入道山という名前からは到底想像もつかない程に背が小さく、その上華きや奢しやな身体をしており、塩素で黒の色素が落ちたのか、茶色がかったマッシュショートが印象的であった。

　少し垂れた目が余計に可愛らしさを生み出しており、初対面で男だと分かる奴やつなどまずいない程の圧倒的女子、小リスみたいな雰囲気もあり隠れファンが多いのも頷うなずける。

　しかしあれだけ女の子要素が満載だと、誰かに男用の水着を着用するのは全力で止められているんだろうな、逆に女子のスクール水着を着てくれと懇願されているまである。

「因ちなみに好感度はと……」

　こんな娘に低い好感度を示されていたら逆にショックだなと思いつつ見渡してみると、少し見辛づらいがおへその部分に好感度ゲージらしきモノを発見し確認をしてみる──




「…………え？　82％……だと……？」




　え、ちょっと待って……全く理解が追いつかない……ま、まさか彼女は俺にラブレベルの好感度を示していることになるのか……？

　北条の[image: 120]％の好感度を見た時も大概驚きを隠せなかったが、これはこれで動揺を隠せない、この超絶プリティな男の娘が何ゆえに……？

　唐突過ぎる事態にどうしたらいいか分からずあたふたしていると、そんな俺の様子にハッと気づいた入道山が少し照れくさそうな顔をして手を振ってくるではないか。

「え──……」

　や、やだ……凄すごく可愛かわいいんですけど……心臓の鼓動も速まってきたし……ま、まさかこれが……俗に言う……変……？

　い、いや慌てるな、入道山たんの感情マークは凄く嬉うれしそうにしているがそんなものに惑わされてはいけない……今は冷静にならないと──

『うおおおおおおおおおおおお！　い、今入道山たんが俺に手を振ってくれたぞ！』

『馬鹿言え！　どう見ても俺に対して振っていただろ！』

『哀れですね貴方あなた達たちは──あの角度、向きから計算してどう考えても私ですよ』

『男子うっせえぞ！　黙って試合見ろボケナス！』

　女子の強烈な一喝により一瞬にしてシュンとなる入道山を愛めで隊の皆様。

　うむ……何とも酷ひどい言われようではあるが、思わず言葉にして入道山たんについて語りたい気持ちは痛いほど分かる、今となっては完全に君達と心は一つだ。

　じゃなくて。

　水泳部出身なのは既知の情報だが、性格は真面目で一生懸命、自分に厳しく人に優しい……か、それが何ど処こまで実力にまで反映されているかだが……。

　そうは言っても、間近で見れば見るほど、あの体格ではやはりそれほどの速さは出ないように思えるし……。

『ピーッ！』

　そんな入道山のことで頭が一杯になっていると、そこまで大きく鳴らす必要があるのかと思いそうになるぐらいやけに煩うるさい笛が左手から鳴り響く。

　その音がする方を振り向くとそこには感情マークを確認しなくとも分かるぐらいに露骨に機嫌を悪くした神奈川の姿が一人。

「うげ……」

　あー……そういえば三組は優勝するから心配ない、ドンと厚めに張っておいて大丈夫とかそんなことを言ってしまっていたような……。

　普段よりさらに凄みの増した目つきの悪いその眼光で、俺を睨にらみながら空砲を片手に持つ姿は最も早はや犯罪者のそれでしかなく、今にも俺に向かって発砲してやると言わんばかりのオーラがダダ漏れになってしまっていた。

　ヤバいな……今ここでこれは誤解ですと言うわけにもいかないし……。

　ただそうは言っても彼女を騙だましているという訳でもないので、ここは試合が終わるまでは我慢して貰うしか無い。

　そうやって神奈川の殺気を気にしつつも飛び込み台の上に上がると、水泳キャップを被かぶりゴーグルを付ける。

　さて……オペレーションＭ、最後の仕上げだ。

『念ねんの為ため聞くけどさ……三組が万に一つでも優勝する可能性ってないのか？』

『そうだな……最低でもこれで一位になることが条件ではあるな……』

『でも一組が二位以内に入った場合はその可能性は潰ついえることになるぜ』

『一組が三位だったらどうだ？』

『同点……だな、それだと同点優勝ってことになるのか？』

『一組の出場している生徒は水泳部ではないし、確か文化系に所属している奴やつだった気がするから、上位に入らない可能性が高いと思うが……』

『どちらにせよ、ウチが一位にならないことには──』

　遠くから諦めムードが漂うクラスの声が聞こえているが、そうなってしまうのも致し方がない、本来北条が一位であれば俺のレースはただの消化試合だったんだしな。

　まあそれもこれも全て計画の内、分かっていた事態に今更どうこう──




「まーーーーさーーーーーーつーーーーーーーーぐーーーーーーーーーーくーーーーーーーーーーーーん！！！！！！！！！！！！！！　がんばってーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー！！！！！！！！！！！！！！！」




　途端。

　それまでざわざわとしかしていなかったプール場内に、まるで悲鳴みたいな、耳を劈つんざくような力強い声援が飛んでくる。

　流石さすがにビックリして慌ててその声が聞こえる方を見ると、決死の形相をした龍田が俺に向かって大声で叫んでいるではないか。

「た、龍田……？」

「頑張れ頑張れ！　できるできるよ！　絶対できるから！　頑張ってもっとやれるよ！　やれる！　気持ちの問題だから！　頑張れ頑張れそこだよ！　そこで諦めちゃ駄目絶対に頑張れ積極的にポジティブに頑張れ！　頑張れ！　雅継くんなら絶対出来るから！」

　○造かよ。

　いや多分龍田にその自覚は全くないというか、大真面目にやっているんだろうけども、そこまで必死になって応援をされては恥ずかしいを通り越して笑いそうになってしまう。

「ほら！　みんなも雅継くんを応援しようよ！　駄目かもしれないって思ってもさ、そんな沈んだ空気でいたら雅継くんが可哀かわい想そうだよ！」

『え、い、いや……』

『それはそうだけどさ……で、でも──』

「皆だって雅継くんと同じ立場になった時にそんな風にされたら嫌でしょ！」

『ま、まあ……』

『少なくとも俺なら凹へこむかな──』

「だったらさ！　駄目だったとしても一生懸命応援してあげようよ！　無理だと思う前に私達で出来ることはしてあげよう！　ね！」

『そうだな……どんな結果でも最後ぐらい、応援してやらねえとな』

『ひかりが言うならいっちょやってやるとしますか』

「雅継くん！　ファイトー！」

「…………」

　こんな馬鹿みたいに情の厚い奴、もし俺に好感度の分かる力が無ければ、こういう自分が可愛いとか思ってる面倒臭え奴だと一蹴してしまっていただろう。

　でも、龍田はいつだって本気なのである、その場だけいい子ぶったり真面目ぶったりしているのではなく、いつ何時でも彼女は誰かの為に全力になれるのだ。

　好感度の分かる俺にはそれが痛いほど伝わる、だから俺は彼女を嫌いになれない。

　でも、俺のようにたとえ好感度が分からなくても、彼女のことを少しでも知っているのであれば、馬鹿にしようと思う奴は一人もいないだろう。

　現に、自然と、応援の声は大きくなっていたのだから。

「本当に凄い奴だよ龍田は──俺とはまるで人種が違う」

　俺が創り上げた茶番劇を、ここまで壮大にしてくれて、本当の意味で感じていなかった痛みというか、申し訳無さが広がってしまう。

　だから。

　オペレーションＭはこれが最初で最後にしよう、平穏のために、現代歴史文学研究会存続の為に立ち上げた計画は純粋な人の心を欺き過ぎてしまった。

　学ばないとな──どうやら俺は意外に情に弱いらしい。

「位置について────！」

　様々な歓声が湧き上がる中、神奈川がよく通る力の籠こもった声を出し、合図をする。

　俺はグラブスタートの体勢を取ると、ゆっくりと深呼吸をし、気持ちを落ち着かせる。

　さて、見せてやるとするか。

「よーい────！」

　神奈川が上空に向け鳴らした空砲の音と同時に、俺は足を飛び込み台にしっかりと踏み込むと、一気に水面へと飛び出していく。

　そして完璧な角度で入水をし、水面に浮かぶまでの間、全力で両足を上下に振るドルフィンキックで前へと推進していく。

　自分でも驚くぐらい完璧な出だしを決めてみせると、一瞬だけ左右に目をやり、自分の横には誰もいないことを確認する。

　いくらブランクがあるとはいえ、たまの休みに愛すべき逢あい花かと市民プールに行ったりしていたからそこまで鈍なまってはいない。

　それに、どうやら龍田との地獄の特訓は決して無駄ではなかったようだ、ほんの少しとはいえ俺の中で培われたスタミナが身体からだを軽くさせる。

　これなら問題はない……一気に畳み掛けてやる。

　あれだけ歓声に沸いていた場内であったが、一度水中に入ってしまうとその声は全く聞こえなくなり、それがまた俺に安心感を覚えさせる。

　そうこうしている内に15メートル地点の手前で身体を水面へと浮かべ、俺は体勢を整え直すと水面に浮かび上がったと同時にクロールへと切り替える。

　無駄な抵抗を起こさないよう、正しい姿勢を意識しながらバタ足をし、腕を大きく回してグングンと前へと加速していく。

　息苦しくならないよう呼吸のタイミングも間違えず、習った通りにやればスピードなど自然と付いて来る、必死になってバランスを崩したり、無理をして息継ぎをしないようにする奴も多くいるが、そんなことをしているようでは俺には勝てない。

　あっという間に25メートルの折返しに到達すると、大味にならぬよう身体を小さく畳んで半回転し、これもまた上手うまくクイックターンを決めてみせた。

　そこから先は、また同様に泳ぎ進み、クイックターンを繰り返す、一往復、50メートルを過ぎた段階でも、俺の隣には誰も付いてきてはいないようだった。

　まさに独走状態、余力もまだ残っているしこれなら最後のターンで誰もいなければ大逆転勝利の優勝は貰もらったと言ってもいいだろう。

　そう思いながら、速度を保ちつつ最後のターンへと到達した。

　その時。

　それまで感じていなかった、背後から猛烈な勢いで誰かが迫ってくる感覚が俺を襲う。

　まさか……入道山か……？　いやでもこの尋常じゃない圧力はアザラシを追い詰めるサメのような殺気立ったものを感じる。

　雰囲気はニモのような入道山たんでは到底出せるとも思えない……でも────！

　俺はターンを強めに蹴り出すと、残りの力を全て使い果たすつもりで最後の25メートルを泳ぎ始める。

　背後から感じる異様な圧に追いかけられるようにして、それでも尚なお俺はそれを振り切るつもりで、決して手足を止めることなく進み続けた。

　さあ残り10メートル。

　しかしそこで、それまで見えなかった俺を追いかける影がついに視界へ入ってくる。

　でもこれならまだ間に合う……何とか振り切れる──

　５メートル。

　もう目の前にゴールの壁は見えている──そ、それなのに、その影は容赦なく俺の身体を摑つかむと、ゆっくりと後ろへと引きずり込もうとするではないか。

　勿もち論ろんそれはただの幻に過ぎない、だというのに徐々に俺の速度が落ち始める。

　４メートル……３メートル……。

　すると遂ついにその影が俺の横へと並び、その正体が俺の眼球へと飛び込んでくる──

　くそ……何で前に進まない……まだ体力はあるのに……どうして……。

　２メートル。

　そして無情にも俺を追い続けていた影が俺を抜き去り、僅かに前に先行する。

　それに対して俺はその影に飲み込まれるような気分に陥ってしまい、まるで安定したフォームで泳げなくなり、途端に身体が重く動かなくなってしまう。

　まさか……これで終わりだっていうのか……？　こんな……最後の最後で、完璧だったオペレーションＭが失敗に終わるなんてことがあるのか……？

　だが、これだけがむしゃらに泳いで進まないならもう、諦めるしか──

　１メートル。

　いや────駄目だ！　それだけは絶対あってはならない！　北条だけでなく、龍田までをも巻き込んでしまったこのオペレーションＭを、俺のせいで潰してなるものか！

　何より──これだとあまりに虎尾が報われないじゃないか──！




　くそったれ！　こういう時ぐらい、ちょっとは死ぬ気で藻も搔がいてみせろこの野郎！




「ぷはあっ!!」

　最後の最後、残り数センチを、渾こん身しんの力で手を伸ばし壁にタッチした瞬間、俺は水面から顔を上げると、荒くなった呼吸を落ち着かせるのも忘れて周囲を見渡す。

「ど、どうだ……？　どうなった!?」

『うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！　す、すげえ……！　マジかよ！　何だよこの試合！』

『おい……！　もしかして！　もしかしかするのか!?』

『いやでも七組の奴やつも滅め茶ちや苦く茶ちや速かったぞ、どっちだ？　どっちなんだよ！』

『殆ほとんど同着にしか見えなかったけど……、この場合どうなるの？』

　誰もが予想だにしていなかった展開に、あちこちで怒号に近い声が飛び交い、とてつもない熱気を見せるが、中々その結果は明らかにならない。

　息を切らしながらふと横に目をやると、そこには同じように息を切らしながら水面を見つめている入道山の姿があった。

　……やっぱり、俺に追いつこうとしていたのは入道山だったのか。

　万が一に備えて最後で更にスパートをかけられるよう余力を残しておいたのにほぼ同着とは……やっぱり現役で泳いでいる選手は配分をよく分かっているし、俺とはそもそもの仕上がり具合が違う。

　下手に余裕を見せて同じペースで泳いでいたら確実に負けていた……とはいえまだ結果が出ていない以上それは分からないのだが……。

　場内のどよめきが収まらない中待っていると、暫しばらくして神奈川が拡声器を持って現れる。

「あーあー、えー──只ただ今いまの結果なんだが、殆ど同着だった為ため、目視では確認が出来なかった、よって今回の新競技の為に用意していたビデオカメラでスロー再生を行った結果を報告しようと思う──」

「お願い……雅継くん……！」

　いよいよ結果がわかる──

　神奈川のぶっきらぼうな口調に、俺を含め誰もが固唾をのむ中、彼女はわざとらしく間を置いて観客の緊張感をわざと煽あおってみせる。

　そしてふっと乾いた声を出し、ニヤリと笑ってみせたかと思うと、こう言った。




「おめでとう、二年三組の大逆転優勝だ」




　その言葉を聞いた瞬間、大歓声と共に俺は気が抜け水面へと沈みそうになる。

　ああ……良かった、これでオペレーションＭは終わったんだ……。

　本当は圧倒的一位で幕引きにしようと思っていただけに、ここまで縺もつれ込こんだ展開になったのは流石さすがに肝が冷えた……取り敢あえず……今はもういいや──

「……うん、やっぱり雅継君は速いね」

　奥のレーンで少し悔しそうな顔をしていた入道山が、気を取り直したのか笑顔を見せると俺のレーンにまで近寄ってそんな言葉を掛けてくる。

「え……は……？」

「ちょっとフラフラしてるみたいだけど大丈夫？　手貸すよ？」

「あ……お、おう、ありがとう……」

「あー、それにしても悔しいなぁ、まさか負けるとは思ってなかったからね……もしかしてこっそり練習とかしてたの？」

「えっと、まあ……恥をかきたくなかったからな……」

「これでも現役でやってるのにな……、やっぱり才能なのかな──でも僕もちょっと油断した所はあったかも……でも次は負けないからね！」

「え、あ、いやその……もしあれだったら申し訳ないんだが──」

「？」

　入道山がやけに不思議そうな顔をするので、一瞬言い出しづらくなってしまうが、このまま確認しない訳にもいかないので、俺はそれを言葉にする。

「俺と入道山って面識とか……あったっけ……？」

「あ……え、えーっと、そっか……やっぱり覚えてないか……そうだよね、あんまり話もしなかったし、選手コースにいたのも、三ヶ月だけの話だもんね」

「え……？　もしかしてスクール出身なのか？」

　入道山からその言葉が出て来たので驚いてしまったが、あまりそんな態度を悟られたくなかったので、何とか平静なフリを装う。

「そうだよ？　と言っても僕はあんまりタイムが伸びなかったから中学卒業と同時に辞めちゃって、今は藤ヶ丘高校の水泳部にいるんだけどね」

「そう……だったのか、覚えてなくて、なんか悪いな」

「いやいや！　僕が一方的に雅継くんのことを知っていただけの話だから！　僕の方こそ親しげに話すような真ま似ねしちゃってごめんね！」

　ぶんぶんと両の手を見せて振りながら、顔を赤くして必死に謝罪する入道山。

「ま、またね雅継君！　良かったらいつでも水泳部に遊びに来てよ！　雅継君の実力ならきっと歓迎されると思うからさ！」

「あ、おい──」

　まだ訊ききたいことはあったのだが、入道山はそう言い残すと急いでプールから上がり逃げるように去って行ってしまう。

　いや、仕草といい反応といい、女子力高すぎるだろ。

　後ろ姿に至ってはもう完全に女子だし、可愛かわいいにも程があるだろいい加減にしろ。

「……それにしても」

　まさか俺のスクール時代を知っている奴が、この学校にいたとはな──

　不思議な縁もあるものだと思いつつ、俺もプールから上がり前を見ると、体操服に着替えた北条が俺の前に立っていた。

「雅継くんお疲れ様、すっごく────素敵だったわ」

「北条……」

「本当は今すぐにでも抱きつきたいぐらいだけれど……それをグッと抑え込んで今は水着姿の雅継くんに水中壁ドンされて耳元で愛を囁ささやかれる妄想に耽ふけることにするわ」

「ゴボゴボ言ってるだけじゃないかな」

「ついでに雅継くんから滴るいい男水をペットボトルに集めて一週間かけて飲み干したいです」

「お腹なか壊すから止やめよう」

　何だろう、こんなやり取りはもう飽きるほど何回もした筈はずなのに、このやり取りが出来て少し安心してしまっている自分がいる。

　失敗はしないと確信していた計画ではあったが、最後の入道山の想定外の追い上げが、そうさせてしまっているのか──

　いずれにせよ元の場所に帰ってこられたような、そんな安心感が、そこにはあった。

「まあ冗談はこれぐらいにして」

「冗談であったことなんて一度もないだろうが」

「ふふ、それもそうね。さあ雅継くん、胸を張ってクラスメイトの元に向かいましょう」

「……気は進まないが、そうだな、二年三組を優勝に導いた者として」

　現代歴史文学研究会の存続を、勝ち取った者として。




　　　　○




　それからはもう、とにかく好感度が鰻うなぎ登のぼりのクラスメイトにもみくちゃにされて、終しまいには盛大に胴上げまでされる羽目となった俺。

　龍田には思いっきり飛びつかれて大泣きされてしまうし、それを見た北条には混乱に乗じて後ろからあすなろ抱きされるわで、もう無む茶ちや苦く茶ちやであった。

　おまけに閉会式ではわざわざ前にまで押し出されてトロフィーを掲げさせられ、神奈川には激しく頭を小突かれながらも、焼き肉を奢おごってやると言われる始末。

　俺は平穏を守りたかっただけなのに、こんなヒーローみたいな扱い、たまったものじゃない──と言いたい所だが、こうなることも想定済みなのだから、諦めるしか無い。

　出来ることなら、保健室で眠っている虎尾に真っ先にこの光景を見せてあげたかった、それだけは心残りではあるが──ともあれ。




　これにて現代歴史文学研究会廃部阻止計画『オペレーションＭ』は完遂である。
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　体育祭から一週間。

　俺と虎とら尾お、そして北ほう条じようの三人は今日も今日とて、放課後の時間を現代歴史文学研究会で過ごしていた。

　本格的に梅雨の季節となり、しつこいまでに連日降り注ぐ雨と、じわじわと感じ始める夏の暑さにいい加減うんざりしそうになるが、今日はそんな梅雨を全く感じさせない爽やかな晴天に恵まれていた。

　日照時間も大分長くなり、夕方の五時が近づく時間であるにも拘かかわらず、まだ太陽は明るい日差しを部室の中へ降り注いでくれている。

　自然と口数は減り、無言で読書に耽ふける時間も長くなる。

　北条が俺を椅子代わりにしていることを除けばだが。

「雅まさ継つぐくん、次のページをめくったわよ」

「いや背中しか見えないんですが」

「雅継くん的にはこのミステリー小説の犯人は誰だと思うかしら」

「そうだな……少なくとも人間だとは思うな」

「私はこのメスゴリラが怪しいと思うのよね」

「メスゴ……メスゴリラ？」

「それかこのフタコブラクダ」

「その小説、癖つよ過ぎない？」

　事件現場サファリパークかよ。

　最も早はやここが定位置と言わんばかりの北条のお座り攻撃には困った話なのであるが、今回の計画では彼女の活躍が何より重要だったので多少のスキンシップは許すしかない。

　そう。

　オペレーションＭは無事終わったのだ。

　条件をクリアしなければ現代歴史文学研究会は廃部という、阿あ古こ率いる生徒会の予算削減案に対抗する為の計画。

　大接戦に次ぐ大接戦の末、優勝を左右する最終プログラム水泳競技にて、廃部の危機に瀕ひんした現代歴史文学研究会に所属する俺が、北条が犯した大ブレーキをものともしない大逆転勝利によって二年三組を優勝に導くという筋書きを、見事に演じてみせたのだった。

「それにしても、体育祭が終わった後の三日間はとんだお祭り騒ぎだったわね」

「北条殿が転校してきて以来の大盛り上がりで、毎日のように雅継殿の周りに人が集まって……私の席も占領されてしまってそれはもう大変でありましたよ」

「悪いな虎尾、迷惑をかけるつもりはなかったんだが、優勝の立役者ともなってしまうと祭り上げられるのは仕方がなかったんだ」

　俺達現代歴史文学研究会に限らず、体育祭で優勝するということは部の存続を大いに引き寄せるということを意味する。

　ましてや一度はその優勝へと続く糸が切れたように思われたものを、俺が手繰り寄せてしまったように見せたのだから、感謝をされないという方が難しい話である。

　しかしそれでも虎尾はむうっと頰ほおを膨らませると、やや不満げな表情をしながら俺に向かって文句を言い始める。

「確かに雅継殿の壮大な茶番劇によって劇的な優勝を演じてみせたことには私も異論はありませぬが……ですがちゃんとオチまで説明は欲しかったでありますな」

「うぐ……それは、まあ……」

「お陰で気絶損でありますよ！　まさか私の人生で知らない天井と呟つぶやける機会があるとは思いませんでしたのでそこには感謝致しますが！」

「まさか俺もそんな理由で感謝される日が来るとは思わなかったけどな」

　だが虎尾が怒ってしまうのも無理はない話である。

　北条がわざと水泳で下位に沈み、俺がそこから逆転劇を演じることを知っていれば、わざわざ気絶に追い込まれるまで精神をすり減らす必要は無かったんだからな……。

　だが俺もまさか虎尾が気絶するとは思わなかったので計算外と言えば計算外なのだが、虎尾をそこまで不安にさせてしまったことには申し訳なさしかない。

「虎尾さん、それについては私も謝るわ、でもそれも計画の一つだったのよ」

「はい……？　私が気絶することが計画の一つでありますか……？」

「いや、そうじゃなくて虎尾に計画を最後まで伝えなかったことだよ──虎尾はさ、俺達が今回実行したオペレーションＭって、率直にどう感じた？」

「ふむ……？　まあ劇的な優勝を目的としていた訳ですから素直に感心はしましたが、あまり褒められた方法ではありませぬよね……グレー感の漂うモノではありますし」

　うんうんと頷うなずきながら、俺を見てそう答える虎尾。

「そうだ、なら生徒会が、もっと言えば阿古がオペレーションＭを知ればどうなる？」

「……むむう、『そんな手を使って優勝を狙うようじゃ現代歴史文学研究会の存続を認められないね』とでも言われてもおかしくありませぬな」

「…………おう」

　あまりの阿古のモノマネの似てなさに若干停止する空気。

　これには虎尾も恥ずかしくなったのか、少し顔を赤く染めると恥ずかしそうに下に向けてしまう。

　……うん、まあ流石さすがに可哀かわい想そうなので今のは無かったことにして話を続けよう。

「俺は阿古って奴やつは生徒会での実績とか、言動を見ても頭がキレると思った。恐らくオペレーションＭ自体に気づくことはないだろうけど、それでも彼女なら俺達の行動だけで何か良からぬことを考えているって、探りを入れられたかもしれないだろ？」

　それは彼女の感情マークが常に何かを企たくらんでいるような顔をしているのを知っている俺だからこその警戒、余計に油断など出来なかった。

「そうですな……オペレーションＭに辿たどり着かれる訳にはいきませぬからな」

「だから俺達はこのままじゃ廃部になってしまうと、慌てふためく現代歴史文学研究会を彼女に見せつける必要があった」

　すると今度は北条が補足的な説明をする為ために俺達の話に割って入る。

「けれど、私は見ての通り感情を表に出して慌てたり狼狽うろたえるような性格でもないし、ましてや普段は真面目で物静かで淑しとやかで美人で綺き麗れいな可か憐れんさを売りにしているでしょう」

「最後の方要らなくない？」

　相変わらず自分に絶対的な自信を持っている奴だな……、というかそろそろ足が痺しびれてきたからどいてくれませんかね。

「でも虎尾は廃部候補であるという通知を受けた時点で、狼狽えた表情を阿古に見せてしまっていた、だから虎尾が動揺する姿を彼女に見せ続けることで、現代歴史文学研究会は体育祭に照準を合わせていないという認識を刷り込むことが出来たんだよ」

　実際その結果通り、阿古は俺達を執しつ拗ように監視するような真似をしてこなかったし、証拠を突きつけられ計画を中止に追い込まれるようなことも起きなかった。

　虎尾自身は恐らく全く実感はないだろうが、実は彼女もまた大いにオペレーションＭに貢献はしてくれていたのである。

「はー……成る程……私がカモフラージュになっていたのでありますか」

「体育祭で何とか部を存続させようと思っていたのは俺達だけじゃなかったからな、あれだけ反対運動も起これば、阿古が警戒して動く可能性は十分にあった」

　そういう意味では龍たつ田たにも感謝をせねばならない──あくまでクラスの一員として体育祭に臨んでいるという風に見せかけることが出来たのだから。

「それは納得しましたが……まさか雅継殿が水泳が得意とは知りませんでしたなあ……周囲の話を聞いていますとかなり速かったそうではありませんか」

「黙っていたけど唯一の得意分野だからな、とはいえ真面目にやっていたのは中学生までの話だし、定期的に泳いでなかったら結構ヤバかったよ」

「ですが現役の──ええと入にゆう道どう山やま氏でしたかな、彼女──じゃなくて彼に競り勝ったのは普通に凄すごいと思うのですが」

「入道山が急きゆう遽きよ参加するのは龍田を通して事前に知っていたからな、もしかしたらと思って動画サイトで調べたら彼女が記録会に参加している動画があったから、彼女のスタイルとタイムを可能な限り研究しておいたって訳だ」

　遠目の映像しかなかったので彼女の素性自体は実際に会ってみるまで分からなかったことだが、特に最近の入道山のタイムはお世辞にも芳かんばしいものではなかった、体育祭での出場を最後まで渋っていたのもそれが要因だろう。

　しかも後半から伸びるタイプの彼女が調子が悪いとなれば俺は前半から一気に先行すれば焦ってペースを乱すに違いない、そうすれば最後の25メートルで僅差の勝負になったとしても勝てるチャンスは大いにあった。

　だが動画の情報だけでは万が一のこともある、だからこそ過去に北条が大会で入道山と出会ったことがなかったのか、確認をしておいたのである。

「ははあ……よもやそこまで考えていましたとは……」

「何度見ても惚ほれ惚ぼれするような泳ぎだったわよね……正直あの時間が永遠に続けばいいのにと思ってしまったぐらいだわ」

「ドーバー海峡でも横断すんのかよ」

　しかも俺の上に乗った状態で頰に手を当てながらお尻をくねくねするな、何かこう……イケナイ気持ちになっちゃうだろ……あと、骨が刺さって痛い。

「しかしあれだけの速さ、雅継殿ならもっと上を目指せたのではないですか？　中学生で辞めてしまうのは勿もつ体たい無ないような」

「前にも似たような話をした気がするが、別に好きでやっていた訳じゃないからな……親に強制されていた訳でもないし、ずっと惰性で続けてもしょうがないだろ？」

「まー……私も好きでもないことをずっと続けられる性分ではありませぬしな」

　好きでもないことに時間を潰されるぐらいなら、その時間を好きなことに費やしている方が最高に決まっている。

　まあ、今回に至ってはその惰性が思わぬ形で平穏の助けとなったのだが。

　何ど処こでどんな形で過去の経験が活いきるか、分からないものである。

「それにしても雅継くんがあんなに素晴らしい泳ぎを見せたのに、三日も過ぎると何事もなかったかのように日常に戻るなんて……実に腹立たしいわ」

「言われてみますと見事な三日天下っぷりでありましたな」

「いやそれでいいんだよ、俺はそもそもヒーローになる為でもなければ人気者になる為にこの計画を実行したんでもないんだからな、あくまで現代歴史文学研究会の平穏を死守する為にやったことなんだから──大体人に囲まれる生活なんて苦痛でしかねえよ」

　それに、大体三日もすれば俺への関心が薄まるのは想定していたことでもある。

　まず体育祭から三日後は金曜日なので土日を挟むことで俺への興味が薄くなる、そして何より週明けは皆が憂鬱になる中間テストの時期に入ってしまうので、必然的に皆気持ちはそっちへと流れてしまうのだ。

　廃部の危機に瀕ひんしていた部の連中からは未いまだに感謝を告げられることもあるが、彼らも部の日常に帰っていけばその内話し掛けてもこなくなるだろう。

　体育祭直後はストップ高となっていた俺への好感度も今は大分落ち着き始めている、要するに人の興味関心は一時的なもので、普通は簡単に移ろってしまうものなのである。

　だからこれでようやく、いつもの平穏に帰ってこられる。

「しかし……そういう意味では未だに阿古氏から何の音沙汰もないのは一体どういうことなのでありましょうか……」

　ふと思い出したかのように、虎尾は急に不安そうな顔をしてそう呟つぶやく。

「ちゃんと期限内に報告書は提出した筈はずよね……もう五日も経たっているのに変な話ね」

「言われてみればそうだな……他の部活も存続が決定したとかいう話も聞いていないし……まさか一斉掲示とかされたりしないだろうな」

「それでは合格発表ではありませぬか……はあ……本当に大丈夫でありますかな……」

　心配そうな声をあげる虎尾を勇気づけてやりたいが、これ以上は俺達が出来ることはもうなにもない……阿古からの発表を待つしかないのだ。

「客観的に見ればこれ以上ない結果だと思うんだがな……けれどそれを判断するのは生徒会だって話なのが──」

「安心して頂戴、阿あ僧そう祇ぎが一にでも雅継くんの頑張りが報われないようなことがあれば、その時は私が生徒会を潰すから」

「パワータイプかよ」

　正直北条対生徒会の死闘を見てみたい気もするが、北条の本気は確実に物理的に生徒会を破滅に追いやると思うので是非とも寛大な措置をお願いしたい所である。

　そんな風にして各自が全く別の思いにヤキモキしてしまっていると。

　突如ご丁寧な三回ノックが部室内に響き渡り、ゆっくりと扉が開け放たれる。

　すると。

「失礼します……と──お、皆さんお揃そろいみたいで良かったよ」

　まるでタイミングを合わせたかのように阿古が部室へと入ってくるのだった。

「…………」

　最も早はや流れ作業とも言える速度で俺の後ろに隠れる虎尾。

　……だが、その前に北条が俺の上に座っているというこの状態。

　どうしようもないぐらいカオス中のカオスでしかないんですが、どうして副会長さんは平然としてるんですかね……。

「えーっとそれじゃあまず結果から言わせてもらうけど──」

「えっ？　ちょ……ちょっと待ってくれ、もう言っちゃうのか？」

「え？　そりゃそうだよ、だってそれを言いに来たんだから」

「いや……それはそうだけども……」

　随分とあっさりとしているというか……何でこれをスルー出来るのかただただ怖い。

　にしても、それ以上になんかもっとこう色々と前置きをされるのかと思っていたのに、あっさりと済ませようとするもんだから思わず制止をしてしまった。

「これでも他の部活にも結果を伝えないといけないからね、役割分担をしてはいるけど正直時間はあんまりないっていうのが本音かな」

「そうは言っても、雅継くんの予定外の活躍には少し驚いたんじゃないかしら」

　阿古の言葉に対して北条が少し含みを持たせたような言い方をする。

　彼女としても阿古には色々と思う所はあるのだろう、捉えようによってはどうだ見たかこの野郎とでも言わんばかりの言い方に聞こえなくもなかった。

「体育祭のこと？　まあそりゃ、雅継くんがこんな予想外の活躍をするとは思わなかったからね、素直にそれは凄いと言うか、感心しちゃったかな」

「ふふん、そうでしょう、もっと褒め称たたえなさい」

「俺に座りながらよくそんな台詞せりふ出てくるな」

「でもさ、実は文化系の部活が体育祭で活躍してもあんまり意味ないんだよね」

「……はい？」

「……へい？」

「……ほい？」

　あまりにも衝撃的な発言に、阿古を除く俺達全員がこの女は何を言っているんだ状態となり、完全にフリーズする。

　いや……い、意味がない……？　ははは、阿古はご冗談がお上手なようだ。

「いやだから、部の存続を実績で残そうとするならちゃんとその部活らしい実績じゃないとおかしいと思わない？　って話」

「な、何を言っているのかしら……、雅継くんはMost Valuable Playerなのよ」

「普通にＭＶＰで良くない？」

　あと無駄に発音いいなこいつ。

　じゃなくて。

「い、いや阿古、それは尤もつともかもしれないが、過去に廃部の危機にあった部が体育祭で活躍すると救済されたっていう事実は本当なんだろ……？」

「ああ──五年ぐらい前にそういった出来事もあったみたいだけど、一応それも体育系の部活動の話だからね？　文化系の部活が体育祭で活躍したら廃部の危機を免れるなんてそんな例は今まで一度もなかったと思うよ？」

　え……？

　う、噓うそだろ……じゃ、じゃあ俺達がこの一ヶ月近くの間、必死になってやってきたオペレーションＭは一体何の意味があったんだ……？

　こ、これじゃあただ、無意味に体育祭を搔かき乱しただけ……。

　というか、これが駄目ってことはもしかして現代歴史文学研究会は──

　は、廃────────────

「とは言ってもだけど──」

「あ、阿古氏ぃ～！　そんな殺生なぁ～！」

　想定外でもあり、言われてみればそうだとも言える阿古の言葉に頭が真っ白になり、俺が北条を抱えたまま椅子からずり落ちそうになっていると。

　後ろに隠れていた虎尾が半泣きの顔で阿古に飛びついていく。

「わ、わわ……！　と、虎尾さん……！」

「私達これでも精一杯頑張らせて貰もらったのでありますよ！　他に方法が無いものですから体育祭で頑張って……それなのにあんまりでありますよぉ！」

　そう言ってうわーん！　と大泣きしながら阿古の胴部分にしがみついて離れない虎尾。

　実質の部活動削減案という慈悲のないことをしているのだから、こうやって虎尾が泣きついてきても問答無用なのかと思っていたが、意外に泣きつかれた経験がないのか、困惑した様子で虎尾の肩を優しく叩たたき何とか宥なだめようとする。

「と、虎尾さん落ち着いて……まだ話は終わってないから……」

「でぼだいぐざいのげっがはびょうがじでぐれないっで──」

「そ、そうだね……確かに言ったけど私が評価しているのはその部分じゃないから……だから取り敢あえず離れて……スカートが脱げる……」

　何だろう、いつも飄ひよう々ひようとしている人間が窮地に陥るとこうも面白い顔になるんだな、いいぞ虎尾もっとやれ、何ならパンツも一緒にズラしてやれ。

　なんて今までの鬱憤をここで晴らそうとしてどうするのだ……というか阿古は何か大事なことを言おうとしている気がするので早く引き止めないと──

　そう思っていると、どうやら急な阿古の来襲で俺から立ち上がるタイミングを見失っていた北条がようやく立ち上がると、いきなり虎尾を羽交い締めにして割と強引にぐいっと阿古から彼女を引き剝はがす。

　……こいつ前から思ってたけど割と乱暴な一面あるよな……。

「うう～！　北条殿離して下され！　阿古氏を殺して私も死ぬのでありますよ～！」

「虎尾さん落ち着いて、気持ちは分かるけれど阿古さんはまだ何か言おうとしているみたいだから、取り敢あえず話を聞きましょう？」

「で、ですが……阿古氏に最後まで喋しやべらせてしまったら私達の部活は──」




「虎尾さん、私はまだ現代歴史文学研究会が廃部なんて一言も言ってないよ？」




「え……？」

　しわしわになってしまったスカートを直しながら阿古は落ち着きを取り戻すと、疲れ果てた顔でそう告げ、一枚の用紙を虎尾に渡してくる。

　確かに廃部とは言っていないが、実質廃部と言っているようなものだろ……と思いながら虎尾に渡された用紙を北条と一緒に覗のぞき込む。

　するとそこには一際大きく書かれた二文字の漢字が、俺達の目に飛び込んでくる。

「ほ、保留……？」

「そういうこと──言っておくけど部活と関係のない方法で条件を満たしても意味はないって反対の声すら上がった所を、私が何とか押し留とどめたんだからね？」

　ホント大変だったんだから堪たまったもんじゃないよ、と呆あきれ気味に言う阿古。

「えーっと……ということは……」

「廃部にはならないけれど、存続になった訳でもない……ということね」

「そ、それはつまりどういうことなのでありますか……？」

　想像していた結果とはまるで違う展開に、意味は分かっていても何な故ぜかすんなり頭に入ってこず、何ともふんわりとした空気感が流れる。

　それを見た阿古は今度はため息をつくと、続けてこう言う。

「一旦廃部は免れたけど、存続が決定した訳じゃないから保留、ただし猶予は三ヶ月、だからそれまでに条件を達成出来なかったら今度こそ廃部になるからちゃんと現代歴史文学研究会としての成果を提出してね？」

「は、はは……」

　放心状態となった虎尾が、乾いた笑いを出しながら北条にもたれ掛かる。

「……良かったわね、虎尾さん」

「何と言えばいいのか……これで一件落着……なのか……」

「ま、取り敢えずはそういうことになるかな」

　その言葉を聞いて俺は思わず安あん堵どのため息を漏らしてしまう、た、助かった……。

「どんな形であれ北条さんも虎尾さんも必死で優勝を目指していたのは見ていて分かったからね、何より──雅継くんにあんな大逆転劇を見せられたら流石さすがに部活と関係がないから廃部なんて言えないかな」

「そりゃ有り難がたい……てっきりお前ならそういう問題じゃないと言ってバッサリ切られてしまうかと思っていたが……」

「どちらかと言えば私もそういうタイプなんだけどね──本音を言うと君達のこの報告書の内容で廃部にするか保留にするか結構迷ったんだけど、ある人が優勝に導いた現代歴史文学研究会の努力を無駄にしないで欲しいって毎日言ってくるもんだから──」

「ある人──？」

「龍田さん、だよ、ホント彼女の熱意は暑苦しいなんてもんじゃなかったけどね……考慮してくれないなら優勝旗は生徒会に返還するとか言い出すし……それをされると私達も色々問題になるから、今回はリーダーとしての彼女の意思を尊重した形、かな」

　その言葉に俺だけでなく、北条も虎尾もビックリした表情になる。

　そうか……龍田がそんなことを……。

　もしかしたら虎尾が気絶した時の俺達の会話を聞いて──それで阿古に働きかけてくれたのだろうか。

　いや、でも彼女のことだからきっと現代歴史文学研究会だけを名指しでは言ってはいないだろう、何せ廃部の危機にある部活を救いたいという思いでリーダーになるって言ったのだから……彼女の最後まで責任を果たしたいという一心だったに違いない。

　……全く、龍田の純粋な気持ちには何度助けられたか分からない、北条や虎尾と違って何をすれば彼女が喜ぶのか分からないが、必ずお礼をすることにしよう。

「じゃあ私はそろそろ次の部活にいかないといけないからお暇いとまさせて貰うね、存続する部は良いにしても、廃部になる部は確実に揉もめて時間が長引くだろうから」

　楽しい一ヶ月をどうもありがとう、そう阿古は言い残すと踵きびすを返して現代歴史文学研究会を後にするのであった。

「────楽しい一ヶ月……？」

「雅継殿おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」

　阿古の最後の台詞せりふに、妙な引っ掛かりを覚えていると、何ということでしょう、唐突に虎尾が思いっきり抱きついてきたではあーりませんか。

「ホアッ!?　い、いやっ……ち、近い」

　というかもう完全に当たって……ぐ……て、抵抗出来ない……ち、チクショウ！　悔しいがやっぱりおっぱいは最高だぜ！

「ありがとう……！　ありがとうございまする雅継殿！　雅継殿がオペレーションＭを立ち上げてくれたお陰で現代歴史文学研究会が廃部にならずに済みましたよ！」

「そ、そうだな……で、でもあくまで保留だから喜ぶのにはまだ早──」

「そうかもしれませぬが、雅継殿が廃部から救ってくれたのは間違いないでありましょう！　ですから何度でも、何度でもお礼を言わせて下され！　本当に、本当に──」

　強烈とも言える双子山アタックと、それに比べて意外に優しく香るせっけんの香りに北条とは違う何とも言えない複雑な気持ちに包まれていると。

「はっ！」

　今度は急いで俺から離れ、顔を赤くして目を逸らしてしまったではないか。

「え……いや……虎尾……？」

「雅継くん……おっぱいを揉むならまずは私からとあれ程言っているでしょ、めっ！」

「めっ！　じゃねえわ、あ、いやち、違うからな？　不可抗力はあったかもしれないが本当に触ったりなんかはしてないからな!?」

　この慌てふためき方が余計に噓うそ臭くささを増していることに自分で自分に嫌気が差す、こういう時ってホント男って情けなさが滲にじみ出でるよな……。

「あ──い、いえ！　違うのでありますよ！　そ、その何と言いますかちょっと安心したらトイレに行きたくなってしまいまして……あ！　それにきょ、今日はもう時間も遅いでありますし先に帰っておいて下さりますか!?」

「え──いや急に何言ってんだよ、あ、おい虎尾！」

　俺が話を終える前に虎尾は身体からだを抱え込むようにして部室から飛び出して行ってしまう。

　その結果、現代歴史文学研究会には俺と北条二人が残されてしまった。

「何だ虎尾の奴やつ……、そんなに我慢できなかったのか」

「ねえねえ雅継くん、ちょっと訊ききたいことがあるのだけれど、いいかしら？」

「ん？　今度は何だ？　言っとくがおっぱいは触ってないからな」




「雅継くんって人とは違う何かが見えてるわよね？」




「へあっ!?　ななな何で……何がどうなってそう思ったんだ……？」

　死角からぶん殴られたような予期せぬカウンターに思わず声がどもってしまう、何で急にそんなことを言い出すんだよ……。

　しかし北条はそんな俺の様子を見ても淡々と話を続ける。

「言動と、人と見ている所が違う時がある、オペレーションＭもそうだけれど、リスクを負った行動をしている割にはミスが少ないと思ったのも理由かしら」

　相手の考えていることが分かるとか、そういう類？　と北条。

　いや……まるで普通のことのように話をしているけど、そこまで核心を突いたのは虎尾以来二回目の結構重大なことなんだが……。

　流石は好感度[image: 120]％の北条といった所なのか……まさか観察していただけでそこまで見抜いてしまうとは……。

「もし違ったら申し訳ないのだけれど……どうなのかしら？」

「えっと……」

　ここまで気づいているなら今更誤ご魔ま化かしても意味はないし……多分北条なら俺の能力の秘密をバラしたりすることもないしな……仕方ない。

「……よく分かったな、正確には俺に対する好感度と、どういう感情を抱いているのか、その二つが相手の身体の一部に見えているよ」

「成る程、そっちのタイプだったのね、じゃあ虎尾さんもこの事を？」

「一番最初に気づいたのが虎尾だからな……大体俺が現代歴史文学研究会に入部するきっかけになったのもそれが原因だし」

「そういうことだったのね……だから虎尾さんは──」

　そう言って何な故ぜかふふっと小さく笑う北条に俺は違和感を覚える。

「？　どうしたんだ？」

「ああいえ、何でもないのよ──因ちなみに私の好感度ってどれくらいなのかしら？」

「えっ──ええと……まあ、[image: 100]％どころか[image: 120]％だよ……」

「それなら良かった……ちゃんと雅継くんには私のスキは伝わっているのね」

　まあ私なら聞こえないフリをされたら襲いかかってでも好意を伝えるけれど、と凄すごく嬉うれしそうな顔をしながら北条はそう言う。

　いや……既にあなたのスキスキ張り手の横綱相撲で何十連敗もさせられているのだから、これで素知らぬフリをする方が難しい話なんだが……。

「雅継くん」

「な、何だよ……」

「これからも私はずっと雅継くんをスキだって言い続けるけれど、雅継くんはそれを迷惑に思ったりしないかしら？」

　何を今更……と言いそうになるが俺が好感度を分かっているからこそ、噓じゃないスキを嫌に思っていないかという再確認なのだろう。

　なら、俺が言えることは一つだけだ。

「──こんな美人にスキと言われて迷惑に思う奴は困った特殊性癖さんだけだ」

「良かった──じゃあそろそろ虎尾さんを迎えに行きましょうか」

　北条はそう言うとご機嫌そうに鼻歌交じりに歩き始める。

　そんな彼女の後ろ姿を見て──俺はふと思ったことを口にしてしまう。

「──えっとさ、もしあれだったら好感度ついでに俺も一つ質問をしてもいいか？」

「あら、何かしら？」

「北条はさ、どうして俺なんかの為ためにここまでしてくれるんだ？」

　そんな俺の言葉に対して、北条は少しキョトンとした顔をする。

　あれ、別に変なことを言ったつもりはないんだけどな……。

「そ、その何ていうかさ……オペレーションＭだって北条は最初から最後まで嫌な役回りしかさせていなかったと思うんだ、いくらそれが計画の上で大事だったとしても、それがスキだからとしても、普通の人間なら二つ返事で出来ることじゃ──」

　どうしてこんな言い訳がましいことを俺は言っているんだと思いながらそう言っていると、北条は目を細めて優しく笑ったかと思うと──こう言うのだった。




「そんなの、雅継くんが雅継くんだからに決まっているじゃない」




「……はい？」

「雅継くんの平穏を守るだけなら虎尾さんを見捨てれば済む話でしょう、でも雅継くんはそういう発想にすらなっていなかったし、まず自分の身を挺ていしてでも現代歴史文学研究会を守ろうとしていた、龍田さんにだって彼女を利用したのかもしれないけれど、困っていたらいつも相談に乗っていたし、地獄の練習だって噓をついて休めばいいのに一度も休まずに付き合ってあげていた、そして私にも、スキだスキだって言ってベタベタ引っ付いてくる私に冷たい態度なんて一度も取らないし、それに無む茶ちやな要求をされたなんて毛ほども思っていないけれど、こうやってオペレーションＭが終わった後でもずっと気にかけてくれている──そうやってどんな時でも誰も見捨てないでいてくれる雅継くんが大好きなの、他の人だからじゃない、雅継くんだからそうなんだって私は思ってるから、場所が変わっても何も変わらない、そんな雅継くんがだから私はスキ、大スキ」

　そう。

　彼女は優しい笑みを崩さないまま、祈るように手を握りしめて、言うのだった。

　あまりにつらつらと言ってのけた彼女に、俺は言葉が出てこなくなる。

「えっと……その……」

「さ、早く行きましょう、私達の部長さんの元へ」

「え──あ、おいちょっと待ってくれよ」

　何から言おうか迷っている間に、北条は現代歴史文学研究会の扉を開け放つと、そのまま出て行ってしまうので、俺は慌ててその後を追いかける。

　でも──その表情は何ど処こか晴れやかで、満足そうに見えなくもなかった。

　正直に言ってどうして彼女が俺なんかを、と思わないと言えば噓になってしまう。

　ただ、今はそれ以上を知る必要はないのかもしれないと、そう思った。

　何故なら俺にとって好感度というものは簡単に上下してしまうもので、それが結果として無用なトラブルを招いてしまうものだと、そう信じていたから。

　故に程々の関係を維持して自由に、平穏に暮らすことが最適解だと疑わなかった。

　しかし、彼女はそうではない、とても信じられないことではあるが、彼女は俺の中にあったその概念をいとも簡単に打ち砕いてしまったのだ。

　誠にスキというパワーは恐ろしいものだと思わずにいられないが……ならそれが俺の平穏を奪い尽くす程の脅威なのかと言われれば──そうではない。

[image: ]

　だから、今はこれでいい。

　いや違う、彼女を前にしてあれこれと考えても何の意味も成さないのだ。




　だって、北条の好感度は[image: 120]％なのだから。








〈了〉













本書は、２０１８年にカクヨムで実施された「第３回カクヨムＷｅｂ小説コンテスト」で特別賞を受賞した「絶対好感度指数スキキライ」を加筆修正したものです。
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　初めまして、本ほん田だセカイと申します。

　この度、第３回カクヨムＷｅｂ小説コンテストにて特別賞を受賞し、角川スニーカー文庫様よりデビューをさせて頂くことになりました。

　さて、突然ですが皆様は『あとがき』が好きでしょうか。実は僕はあとがきが凄すごく好きなので、このような機会を頂けたことを非常に光栄に思っております。

　では、何な故ぜ好きなのかと言われますと「こんな面白い作品を書いた作者は一体どんな人なのだろう！」ということを知れる貴重な機会だからです。

　思想や作品に対する考え方、普段は何をしていて最近はどんなことがあったのか等々……書いていてこいつただのストーカーじゃねえか……と今更ながら気づいてしまったのですが、兎とも角かく、作品だけでは分からない作者の一面を知ることの出来るページでしたので、読了後のカタルシスを胸で嚙かみ締めた後、あとがきを必ず読むということが僕の読書スタイルであり、楽しみでもありました。

　それを聞いた皆様にはそんなの当たり前だろ何言ってんだこのハゲと言われかねないのですが、しかし果たして今の時代本当にあとがきは必要なのでしょうか？

　ＳＮＳが発達した昨今、小説家がアカウントを作り、発信するというのは何ら不思議なことではなく、また読者側も作者を知りたい思えばいとも簡単にその機会を得ることが出来、何なら交流さえ然さ程ほど難しくない時代となっています。

　それどころかフォロワーが増えれば増えるほどその作家にとっては格好の宣伝の場となり、ちょっとした発言一つでも、跳ねればより多くの方に自分と作品を知って貰もらえる格好のチャンスとさえなります。

　勿もち論ろんそれは諸もろ刃はの剣でもあり、言葉一つ取り間違えられたり、些さ細さいなことで感情的になってしまうだけで折角の面白い作品も、人によっては「この作家さん面白い作品を書くのに人柄がな……」なんて酷ひどく勿もつ体たい無い理由で敬遠されたりすることもあるので、一概に利点ばかりがあるものではないと思いますが……。

　と言いますか、正直私もＳＮＳを利用しているのでどの面下げて言っているんだこいつは後頭部まで禿はげ上がれと言われても文句は言えません。しかしそう考えると果たしてあとがきは本当に必要なのかと思わざるを得ないのです。

　その昔まだネットにＳＮＳはなく掲示板等が主流だった時代には、作者を知るきっかけといえば精々インタビュー記事か、それこそあとがき程度しかありませんでした。

　だからこそ、その希少さに僕のような子供は新刊を買う度に作品と同じぐらいワクワクさせられたもので、つまり何が言いたいのかと言いますと、そんな僕みたいな読者の最後の楽しみでもあるあとがきは今後も残り続けて欲しいと思う訳なのです。

　……などと熱く語ってしまいましたが、小説家が全員ＳＮＳを利用しているという話でもないので、何だかんだ言っても普通に残り続ける文化でしょう。

　とはいえ僕の場合は可能な限りＳＮＳなどで発信した内容はあとがきには書かないようにしたいと考えております。本田セカイ先生の裏話が聞けるのはあとがきだけ！　とまでは言いませんが、あとがきを書ける機会を頂ける限りはそうしたいかなと。

　いや、しかしどうなのでしょう……僕のような新米作家のあとがきなどに果たして需要はあるのでしょうか、どうせなら三度の飯よりラーメンが好きなのであとがきという名のラーメン情報を記したほうが価値があるような気がしないでもな──

　では、最後に謝辞を。

　第３回カクヨムＷｅｂ小説コンテストに携わって頂いた皆様、印刷会社様、校正会社様、デザイナー様、営業、販売、広告、その他作品に携わって下さいました皆様方、深く感謝致します、皆様のお陰で作品は成り立っております。

　担当編集О様、実に面倒くさい心配性な作家を抱えてしまったなとお思いかとおもいます。ですが船頭として舵かじを取り、的確な指導をして下さったお陰でここまで来ることが出来ました、改めて感謝御礼申し上げます。

　イラスト担当もきゅ様、おっぱいおっぱい煩うるさくて本当に申し訳ございませんでした。しかしもきゅ様の堪たまらなく可愛かわい過ぎるヒロイン達のお陰で、文字の上で彼らが生き生きと動いてくれるようになりました、ただひたすらに感謝しかございません。

　人を煽あおるのが生きがいのＦ氏、君は僕の作品を読むと酷評しかしないけれど、何かあればいつも助けてくれましたね。ありがとう、いつか焼肉に行こう。

　そして読者の皆様、この度は『好感度[image: 120]％の北条さんは俺のためなら何でもしてくれるんだよな……』をお手に取って頂き誠にありがとうございます。

　皆様の目には彼女達はどのように映りましたでしょうか。少しでも愛してくれましたらそれは非常に嬉うれしいことですので、またお会い出来る機会があれば彼女達が泣いたり、笑ったり、怒ったり、喜んだりする姿にお付き合い頂けますと幸いです。

　それでは、また。





本田セカイ





















好こう感かん度ど120％の北ほう条じようさんは俺おれのためなら何なんでもしてくれるんだよな……








本ほん田だセカイ





角川スニーカー文庫





2019年1月1日　発行





©Sekai Honda, Mokyu 2019





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

角川スニーカー文庫『好感度120％の北条さんは俺のためなら何でもしてくれるんだよな……』

2019年1月1日　初版発行





発行者　三坂泰二

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





ＫＡＤＯＫＡＷＡ　カスタマーサポート

［WEB］https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）










本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。
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